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Ｓ
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すべての子供の学力を保障する

教育 10
2021

No.538
October

教育技術研究所

特集 ─ 新学習指導要領対応 ─

この単元を
『議論するSDGs』で授業する

令和3年9月15日発行（毎月1回15日発行）第538号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

子供たちは本の世界で大冒険！子供たちは本の世界で大冒険！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援” …… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「しらせたいな、見せたいな」  算数　「たしざん」
小学2年　国語　「音読の楽しさを味わう」　　 算数　「かけ算の練習のシステム」
小学3年　国語　「ローマ字」　　　　　　　　 算数　「10000より大きい数」
小学4年　国語　「ごんぎつね」　　　　　 　　算数　「〇までのがい数」
小学5年　国語　「意見が対立したときは」 　　算数　「ひし形の面積」
小学6年　国語　「秋深し」　　　　　　　 　　算数　「角柱・円柱の体積」

中学校の授業実践
音楽　「情景を思い浮かべながら
　　　　歌おう」
社会　「1人1台端末を使用して
　　　　選挙シミュレーションを行う」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！
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子供たちが学習に集中できるような教
室環境をつくることが大切である。ゴ
チャゴチャしていたり、子供の動線を
考えていなかったりすると、トラブル
にも発展しかねない。特に、モノがど
こに置いてあるのかすぐに分かり、き
ちんと元に戻せることが原則となる。

↑赤白帽子は、緊急時にすぐにかぶれるように、机横に置いている。し
かし、ゴム紐でぶら下げると、ゴムが伸びていく。それを防ぐのが洗濯
ばさみである。もう片方には、生活科バッグ。こちらには、１人１台の
端末を入れている。学習で使いたい時にすぐに取り出せる。

↑今年度購入した新教具。４本を１度にかけるので英語の授業で活
躍している。時間短縮で、しかも綺麗に罫線が引けるので便利である。

茨城県水戸市立梅が丘小学校 桑
くわ

原
ばら

 和
かず

彦
ひこ

教室の
風景

↑端末ボックス。取り出し時に混乱しないように、端末とボ
ックスの両方にナンバリングをしている。

↑ペーパーチャレランの1位と2位の記
録紙。子供たちが喜ぶ環境づくりの1
つ。記録更新すれば子供たち自身で差
し替えていくシステム。

↑TOSSノート（バラ）。教育技術研
究所の新商品。補助計算したり、ノー
ト忘れやちょっとした相談時に使用し
たり、重宝している。

↑個人ロッカー。ノートや教具などをゴチャゴチャ詰め込
む子がいる。クリアボックスを1つ用意するだけで、すっ
きりとして気分良く生活ができる。学年全員分購入した。

小学校6年生の教室である。今年度より1人1台端
末が導入され、コロナウイルス感染予防と併せて、
以前の教室環境とは随分と変わった。よりスムー
ズで過ごしやすい環境づくりを目指している。

タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

アルファベットスキル�
（音声CD付）
特別価格　330円�
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格　490円
（税込・定価：600円のところ）
特典：�同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

12月号
で紹介！

学習テ�ンプレート／�
トレースくん（セット）

特別価格　9,500円
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

11月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年９月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材
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一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真
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ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
す
る
と
、
効
率
が
よ
い
。

作
成
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

4①　

時
間
割
を
変
え
る
。

②�　

宿
題
の
量
や
仕
事
の
量
の
増
減
を
空
き
時

間
に
合
わ
せ
て
変
え
る
（
仕
事
が
均
一
化
す

る
。
楽
に
な
る
し
、
仕
事
が
早
く
終
わ
る
）。

③�　

Ｂ
５
か
Ａ
４
用
紙
に
表
裏
で
印
刷
。
一
か

月
分
以
上
作
成
し
て
お
く
と
よ
い
。

※
デ
ジ
タ
ル
版
に
見
本
を
掲
載
。

④�　

専
用
の
パ
ン
チ
を
購
入
し
て
、
穴
を
あ
け
る�

（「
Ａ
４
パ
ン
チ
」
と
検
索
す
る
と
出
る
）。

⑤　

バ
イ
ン
ダ
ー
に
入
れ
て
完
成
。

印
刷
後
に
す
る
こ
と

5
　

来
週
の
予
定
を
一
週
間
分
書
く
。
行
事
の
こ

と
等
を
書
く
。
変
更
す
る
と
こ
ろ
を
変
え
る
。

必
要
な
仕
事
を
書
き
加
え
る
。

実
践
後

6
　

想
像
以
上
に
時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で

き
る
。
日
々
の
仕
事
が
三
〇
分
以
上
早
く
な
っ

た
。
ま
た
、
日
々
の
仕
事
、
教
師
修
業
、
家
族

の
こ
と
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
、
全
て
の
効
率
が
良
く
な
っ
て
い
っ
た
。

微差力
教師の

見
開
き
二
頁
で一日
の
仕
事
を
俯
瞰
し
、

仕
事
の
効
率
を
上
げ
よ
う

よ
い
備
忘
録
が
日
々
の
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。
真
剣
に
考
え
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
ろ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
豊
川
北
小
学
校　

山や
ま

本も
と 

東は
る

矢や

準
備
物

1
　

ワ
ー
ド
デ
ー
タ
・
Ｂ
５
か
Ａ
４
用
紙

本
ア
イ
デ
ィ
ア
の
メ
リ
ッ
ト

2
　

仕
事
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
日
、
一
週
間
の
流
れ
を
ぱ
っ
と
見
ら
れ
る
。

　

仕
事
の
量
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。

作
成
し
た
理
由

3
　

新
任
の
頃
は
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
い
た
。
毎

回
、
定
型
文
を
書
く
の
に
一
時
間
以
上
か
か
っ

た
。
大
変
効
率
が
悪
か
っ
た
。

　

定
型
文
は
ワ
ー
ド
で
作
り
、
印
刷
を
す
る
よ

う
に
し
た
。
学
校
の
仕
事
以
外
の
自
分
の
教
師

修
業
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
予
定
も
入
れ
る
。
オ



2

　
小
学
校
六
年
生
の
説
明
文
教
材
「
町
の
幸
福

論
」
の
文
章
を
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
当
て
は

め
て
文
の
構
造
を
見
え
る
化
し
、
読
み
取
っ
て

い
っ
た
。

１　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
み
る

　
ま
ず
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
記
号
の
意
味
を

教
え
、
身
近
な
例
で
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作
成

さ
せ
る
（
写
真
①
「
コ
コ
ア
を
入
れ
る
」
を
例

に
す
る
）。

　
次
に
、
低
学
年
で
習
っ
た
説
明
文
を
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
に
当
て
は
め
て
い
き
、
い
ろ
い
ろ
な

説
明
文
が
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
当
て
は
ま
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
読
み
取
り
に

く
か
っ
た
説
明
文
が
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
当
て

は
ま
る
こ
と
、
構
造
が
一
目
で
分
か
り
、
読
み

取
り
に
活
か
せ
る
こ
と
に
喜
び
、
他
の
説
明
文

で
も
や
り
た
が
っ
た
。

２　

教
材
文
を
段
落
に
分
け
る

　
教
材
文
「
町
の
幸
福
論
」
の
段
落
を
以
下
の

よ
う
に
分
け
て
い
っ
た
（
写
真
②
ノ
ー
ト
作
業

と
黒
板
書
き
込
み
で
確
認
）。

〇
序
論
、
本
論
、
結
論
に
分
け
た
。

〇�

「
問
い
」
と
「
答
え
」「
筆
者
の
考
え
」「
説

明
」「
具
体
例
」
の
段
落
に
分
け
た
。

　�

分
け
た
も
の
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
入
れ
て

板書術・
ノート術

超凄腕

広
島
県
東
広
島
市
虹
の
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
笠か

さ

井い 

美み

香か

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

思
考
ツ
ー
ル
（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
）
で

説
明
文
を
読
み
取
る

思
考
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
考
え
を
共
有
し
、
自
分
の
意
見
を
構
造
的
に
表
現
す
る

こ
と
で
、
情
報
の
整
理
に
役
立
て
る
。

写真①

写真②
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っ
た
。
こ
の
後
、
子
供
た
ち
は
「
豊
か
な
学

校
」
に
す
る
た
め
に
「
使
わ
れ
て
い
な
い
中
庭

を
ど
う
使
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
」
と
い
う

「
問
い
」
を
設
け
、「
主
体
的
・
継
続
的
な
活
動

を
み
ん
な
で
行
う
」（
結
論
）
た
め
に
、
ラ
ン

チ
会
、
学
年
コ
ン
サ
―
ト
、
ミ
ニ
運
動
会
な
ど

を
考
え
、
担
当
に
分
か
れ
て
、
企
画
・
運
営
を

し
た
。
自
分
た
ち
の
考
え
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
時
も
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
沿
っ
て

文
章
を
作
り
発
表
し
た
（
写
真
⑤
と
写
真
⑥
）。

い
っ
た
。

〇�

子
供
た
ち
が
、
ど
ん
ど
ん
前
に
出
て
き
て
、

読
み
取
っ
た
こ
と
を
黒
板
に
書
き
込
ん
で
い

っ
た
。
書
き
込
む
段
階
で
、
意
見
が
次
々
に

出
て
き
て
、
討
論
に
発
展
し
た
。

３　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
見
え
る
化
す
る

〇�

黒
板
に
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
大
き
く
書
き
、

自
分
の
書
い
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
と
比
べ
な

が
ら
、
書
き
込
み
や
訂
正
を
行
っ
た
（
写
真

③
と
写
真
④
）。

４�　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
つ
な

げ
、
文
章
化
す
る

〇�
分
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
、
自
分
な
り

の
解
釈
を
文
章
に
起
こ
し
、
ま
と
め
た
。

　
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
つ
な
い

で
文
章
を
作
成
し
た
。

５�　

自
分
た
ち
が
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
活
か
す

　
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
考
え
を
表
し
、
黒
板
で

共
有
、
比
較
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
情
報

を
関
係
付
け
る
こ
と
、
自
分
の
意
見
を
構
造
化

す
る
こ
と
が
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い 写真④

写真⑤写真⑥

写真③



大成功の
絵画工作
授業

4

■教材「モンスターパペット」の創造プロセス

教
材「
モ
ン
ス
タ
ー
パ
ペッ
ト
」

幼
小
交
流
会
で
大
活
躍
‼
　

いっ
し
ょ
に
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授　

佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

幼
稚
園
三
歳
児
と
小
学
校
三
年
生
と
の
幼
小

交
流
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
教
材
「
モ
ン
ス
タ

ー
パ
ペ
ッ
ト
」
を
紹
介
し
た
い
。
素
敵
な
作
品

が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
た
。

【
材
料
・
用
具
】

◯�

色
画
用
紙
（
一
例
を
下
に
示
し
た
。
大
き
さ

は
八
つ
切
り
の
二
分
の
一
程
度
）　

◯
封
筒
（
子

供
の
手
が
入
る
大
き
さ
、
例
：
長
形
３
号
）

◯
は
さ
み　

○
ス
テ
ィ
ッ
ク
糊

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

１　
色
画
用
紙
を
準
備
す
る
（
原
形
）

２　
封
筒
を
準
備
す
る

３�　
顔
の
土
台
と
な
る
形
を
つ
く
っ
て
封
筒
の

上
に
置
く
（
基
本
形
、
ち
ぎ
っ
て
つ
く
る
）

４�　
部
品
を
つ
く
っ
て
顔
の
土
台
と
な
る
形
の

上
に
置
く
（
目
や
口
な
ど
）

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15

＊�八つ切りの�
２分の１程度

原形

発展形

基本形

＊�色画用紙をち�
ぎってつくる

３．�顔の土台となる形をつ�
くって封筒の上に置く

５．さらに必要な部品をつくる
６．部品を貼る

４．�部品（目や口など）をつくって�
顔の土台となる形の上に置く

１．色画用紙を準備する

１しろ（ゆき） ２レモン ３もも
いろ ４だいだい ５あか ６あかむ
らさき ７くちばいろ ８ちゃいろ 
９こいこげちゃ 10こいきみどり 
11エメラルド 12みずいろ 13あ
お 14ぐんじょう 15くろ

＊封筒が隠れるように色画用紙の部品を増やしていく

２．封筒を準備する

封筒
長形３号�
程度

封筒の入�
り口を切�
り取る
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作品／桜の聖母学院小学校３年生と桜の聖母学院幼稚園３歳児（福島県福島市）
指導者／桜の聖母学院小学校教諭 佐藤櫻子（写真の撮影も含む）

　

つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
が
思
い

浮
か
ん
だ
と
き
に
は
そ
れ
を
つ
く

り
（
ち
ぎ
っ
て
）、
思
い
浮
か
ば

な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
一

つ
の
部
品
を
つ
く
っ
て
顔
の
土
台
と
な

る
形
の
上
に
置
く
（
例
：
目
や
口
な
ど
）。

そ
し
て
目
の
前
の
形
を
じ
っ
と
見

て
、
次
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
。

５�　
さ
ら
に
必
要
な
部
品
を
つ
く

る
（
髪
の
毛
、
手
、
足
な
ど
）

６　
部
品
を
貼
る
（
発
展
形
）

【
幼
小
交
流
会
】

■
期
日
：
二
〇
二
一
年
七
月
一
日

■�

場
所
：
桜
の
聖
母
学

院
幼
稚
園
＆
桜

の
聖
母
学
院
小

学
校

　
（
福
島
県
福
島
市
）

■�

内
容
：
三
年
生
が
事
前
に
二
つ
つ
く
る
。

一
つ
は
自
分
用
。
も
う
一
つ
は
三
歳
児
用
。
一
部
の

部
品
は
糊
づ
け
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
。
幼
小
交

流
会
で
三
歳
児
と
三
年
生
が
一
緒
に
配
置
を
決
め
て

糊
づ
け
す
る
。

＊�

実
施
に
あ
た
っ
て
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
が
徹
底
さ
れ
た
。

　

�〈
具
体
的
な
対
策
〉

　

�

三
密
の
防
止
（
テ
ー
ブ
ル
の
間
隔
、

換
気
、
マ
ス
ク
着
用
）、
手
指
の
消
毒
、

検
温
、
テ
ー
ブ
ル
の
除
菌
な
ど

■モンスターパペットで遊ぶ（裏側に取り付けた封筒に手を入れて） ■部品に糊をつけて貼る（３歳児と３年生）

素敵な作品�
がたくさん�
生まれた。

【事前】�3年生がおおよその形をつくっておく。い
くつかの部品（目や口など）は糊づけしな
いままにしておく。

【当日】�幼小交流会において3歳児と3年生が一緒
にそれらの部品を糊づけして仕上げる。

発展形

幼小交流会へ向けて



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「指導案の書き方」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

─新学習指導要領対応─

この単元を『議論するSDGs』で授業する

2021
月号10

14　テキスト通りに授業し、議論できる力を付けてほしい 	 師尾喜代子

15　目標１で活発に議論するためのステップ４	 並木友寛

16　保健体育×SDGsで深い学びを実現する 	 高田直美

17　目標５ ジェンダー平等を実現しよう	 紫前明子

18　「SDGs」をもっと調べたくなる！ 目標７ エネルギーをみんなに、そしてクリーンに	 篠崎栄太

19　目標９ 産業と技術革新の基盤をつくろう	 加藤雅成

20　目標11 住み続けられるまちづくりを	 小島庸平

21　「気候変動に具体的な対策を」には、価値判断を	 村上　諒

22　社会科×SDGsの切り口は、多様だ 	 水本和希

23　身近なお菓子からSDGsの取組に迫る 	 塩谷直大

24　自然愛護を教える際に紹介したいエピソード	 松島博昭

25　中学校 社会・総合─世界各地で顕在化している地球的課題をSDGsから考える	守屋遼太郎

26　理科から議論する道徳「SDGs」へとつなぐ	 吉原尚寛

27　SDGsそのものの是非を問う	 長谷川博之

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 授業の「ハイブリッド化」で不登校や発達障害の子供たちにアプローチする	 谷　和樹

1　教師の微差力 　山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　笠井美香

4　大成功の絵画工作授業　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第26回　A　向山洋一

No.538

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文



①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSS最新セミナー情報　手塚美和
78 ◆ 全国のTOSSサークル紹介　山口浩彦／白鳥友樹 
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

授業が激変！　TOSS教材活用法 
クラス全員が熱中するこの教材！

54　水本和希
55　佐藤大輔
55　手塚美和
56　石坂　陽

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　太田政男
53　小柳憲司

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　塩谷直大
58　三浦宏和
59　古賀靖造
60　上田浩人
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　守屋遼太郎
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　伴　一孝
66　吉永順一
67　河田孝文

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　田村治男

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓

社会貢献活動への 
取り組み

76　吉田高志

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 ２枚の写真から 
「年中行事の継承」に迫る � 小川幸一

41 社会 盆踊りの成り立ちに迫る 
� 小川幸一

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 デジタルシティズンシップ教育を 
TOSS型で授業する！ � 堀田和秀

43 英語 Unit6「Let’s think about our food.」 
� 白鳥友樹

44
プログラ
ミング

「Scratch」を授業する④  
� 許　鍾萬

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
プログラミングの授業実践

46 音楽 情景を思い浮かべながら歌おう 
� 大鳥真由香

47 社会 １人１台端末を使用して 
選挙シミュレーションを行う� 上野一幸

中学校でのTOSS実践

28 国語 しらせたいな、見せたいな 
� 安江　愛

29 算数
「たしざん」 
� 下山てるみ

30 国語 「お手紙」の授業では、たっぷり 
音読の楽しさを味わわせる� 勇　和代

31 算数
かけ算の練習のシステム  
� 奥田嚴文

32 国語 「ローマ字」 
� 加藤綾乃

33 算数
「10000より大きい数」 
� 田丸義明

34 国語 ごんぎつね 
� 原田朋哉

35 算数
見通しをもたせ、 
情報を限定する� 石坂　陽

36 国語  「よりよい学校生活のために  
意見が対立した時は」� 竹岡正和

37 算数
面積  
� 林　健広

38 国語 季節の言葉「秋深し」 
� 三浦宏和

39 算数
角柱・円柱の体積は、 
ステップを踏んで求める � 河野健一

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

谷編集長の濃厚すぎる5分間
そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロード 
コンテンツも 
満載！

本誌 PDF データも 
ダウンロードできます！

56 ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、 
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 
　 SNS からアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定

公開！  

トップペー
ジの下に 
あるこの 
バナーを 

クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

v 6 4 h p 3
（ブイ・ろく・よん・エイチ・ピー・さん）
ID：TL10 ※有効期間：

　2021年9月15日〜
　2021年12月14日
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特
集
・
こ
の
単
元
を『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』で
授
業
す
る

すべての子供の学力を保障する

教育 10
2021

No.538
October

教育技術研究所

特集 ─ 新学習指導要領対応 ─

この単元を
『議論するSDGs』で授業する

令和3年9月15日発行（毎月1回15日発行）第538号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

子供たちは本の世界で大冒険！子供たちは本の世界で大冒険！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援” …… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「しらせたいな、見せたいな」  算数　「たしざん」
小学2年　国語　「音読の楽しさを味わう」　　 算数　「かけ算の練習のシステム」
小学3年　国語　「ローマ字」　　　　　　　　 算数　「10000より大きい数」
小学4年　国語　「ごんぎつね」　　　　　 　　算数　「〇までのがい数」
小学5年　国語　「意見が対立したときは」 　　算数　「ひし形の面積」
小学6年　国語　「秋深し」　　　　　　　 　　算数　「角柱・円柱の体積」

中学校の授業実践
音楽　「情景を思い浮かべながら
　　　　歌おう」
社会　「1人1台端末を使用して
　　　　選挙シミュレーションを行う」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

子供たちを熱中させる音楽の授業
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回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

論文を書く際に 
心がけること

第26回

ば
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
は
「
跳
ば
せ
ら
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
も
論
文
に
な
る
の
で
す
。「
こ

の
よ
う
な
指
導
法
で
や
っ
た
け
れ
ど
も
跳
ば
せ

ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
発
表
す
れ
ば
、

「
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
出
て

く
る
か
ら
で
す
。

　
真
剣
に
や
っ
た
研
究
と
い
う
の
は
、
内
容
を

正
確
に
表
現
し
て
お
け
ば
、
成
功
で
あ
れ
、
失

敗
で
あ
れ
、
価
値
の
あ
る
も
の
な
の
で
す
。

　
教
師
は
う
そ
を
つ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
目

の
前
の
子
供
の
事
実
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
発
表
し
、
交
流
す
る
の
で
す
。
そ
れ
を
集

め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
教
育
実

践
、
あ
る
い
は
教
育
学
と
い
う
の
が
つ
く
ら
れ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
界
に
お
い
て
は
、
き
れ
い
な
形
で
ま
と

め
る
よ
う
な
研
究
発
表
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
残
っ
て
い
か
な
い
の
で
す
。
ど
れ

だ
け
小
さ
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
真
実

で
あ
り
、
具
体
的
な
方
法
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
何
十
年
経
っ
て
も
残
っ
て
い
き
ま

す
。
多
く
の
人
た
ち
に
使
わ
れ
た
り
、
参
考
に

さ
れ
た
り
、
批
判
さ
れ
た
り
す
る
の
で
す
。

　
本
物
の
教
育
研
究
。
誠
実
な
教
育
研
究
。
後

輩
諸
君
に
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
研
究
の
論
文
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
何
に
気
を
付
け
、
心
が
け
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
騒
人
社
で
は
、
先
生
方
に
原
稿
依
頼
を
す
る

際
、
書
き
方
な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
向

山
先
生
が
考
え
る
、
論
文
を
書
く
上
で
心
が
け

る
べ
き
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
教
師
は
う
そ
を
つ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
目

の
前
の
子
供
の
事
実
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
発
表

す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　
ま
ず
基
本
と
し
て
、
テ
ー
マ
と
同
じ
よ
う
な

情
報
を
全
国
的
な
規
模
で
調
べ
、
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
具
体
的
な
内

容
を
限
定
し
て
、
そ
の
実
践
を
す
る
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
私
は
「
小
学
校
で
開
脚
と
び
を
跳

べ
な
い
子
を
跳
ば
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
実
践
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
私
は
五
分
間
程
度
で
九
割
以
上
の
子
供
を
跳

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育



10

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

授
業
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
で
不
登
校
や

発
達
障
害
の
子
供
た
ち
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

文
科
省
の
「
遠
隔
教
育
」「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
の
資
料
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
校
内
で
ま
ず
共
有
し
よ
う
。
そ
れ

に
つ
い
て
の
研
修
を
開
こ
う
。
そ
し
て
自
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
少
し
で
も
取
り
入
れ
よ
う
。
さ
ら
に
T
O
S
S
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
し
て
、
教
師
の
経
験
知
を
蓄
積
し
て
い
こ
う
。
子
供
た
ち
の
た
め
に
。

る
。
実
施
が
困
難
だ
が
、
よ
り
重
要
な
の
は

Ｃ
（
個
々
の
児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
遠

隔
教
育
）
で
あ
る
。

　

ど
の
時
間
に
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
継
続
的

に
実
施
す
る
の
か
、
保
護
者
へ
の
説
明
を
ど

う
す
る
の
か
、
家
庭
の
ネ
ッ
ト
環
境
等
は
ク

リ
ア
で
き
る
の
か
。

　

そ
う
し
た
検
討
が
必
要
だ
。

　

二
枚
目
の
資
料
は
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
段

階
に
お
け
る
新
た
な
学
び
の
実
現
」
で
あ
る

（
令
和
二
年
七
月
十
七
日
第
十
一
回
特
別
部

会
資
料
５−

３
）。

　

コ
ロ
ナ
が
あ
る
程
度
収
束
し
た
段
階
の
イ

メ
ー
ジ
だ
。
そ
れ
が
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」

な
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
右
端
の
「
不
登

校
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
習
指
導
」
や
「
病

気
療
養
児
に
対
す
る
学
習
指
導
」
等
は
、
今

一
　
文
科
省
の
資
料
を
活
用
す
る

　

文
科
省
か
ら
「
遠
隔
教
育
の
分
類
」
の
資

料
が
出
て
い
る
（
令
和
二
年
七
月
二
日
、
第

一
二
六
回
初
中
分
科
会
、
参
考
資
料
１
）。

　

こ
こ
に
は
三
種
類
の
遠
隔
教
育
が
例
示
さ

れ
て
い
る
。

　

資
料
の
中
身
を
読
む
の
は
も
ち
ろ
ん
重
要

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
そ
の
使

い
方
で
あ
る
。

①　

校
内
で
資
料
を
共
有
す
る
こ
と
。��

②�　

こ
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
沿
っ
て
自
校
の

遠
隔
教
育
を
組
み
立
て
る
こ
と
。

　

Ａ
と
Ｂ
に
例
示
さ
れ
て
い
る
内
容
の
い
く

つ
か
は
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
今
す
ぐ
で
き

オピニオン

今  教育界で起こっていること

https://www.mext.go.jp/content/20200702-mxt_syoto02-000008445_9.pdf



  2021. 1011

巻 頭 論 文

す
ぐ
に
取
り
組
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。
発

達
障
害
の
子
供
た
ち
を
含
め
、
災
害
や
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
等
で
臨
時
休
業
に
な
っ
た
と
き
に

も
一
番
対
応
が
難
し
い
の
が
こ
の
子
た
ち
だ

か
ら
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
資
料
の
真
ん

中
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

※�

臨
時
休
業
時
等
に
学
校
と
児
童
生
徒

等
の
関
係
を
継
続
し
、
学
び
を
保
障

す
る
た
め
学
校
の
教
育
活
動
を
継
続

す
る
た
め
の
計
画
を
作
成
す
る
な
ど

の
取
組
を
進
め
る
。

　

さ
ら
に
、
一
番
下
に
赤
い
字
で
次
の
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
個
別
最
適
化
さ
れ

た
学
び
と
、
社
会
と
つ
な
が
る
協
働
的
・

探
究
的
な
学
び
を
実
現
。

　

T
O
S
S
の
セ
ミ
ナ
ー
の
一
部
は
、
今
年

度
中
に
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
」
す
る
。

　

そ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
各
地
で
事
務
局
と

し
て
も
試
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
教
師
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
多
様
な
経
験
知
を
蓄
積
し

た
い
。

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20200717-mxt_syoto02-000008662_141.pdf
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S
D
Gs

2021年
10月号
特集

議
論
す
る

議
論
す
る

こ
の
単
元
を

で
授
業
す
る

『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
授
業
で
活
用
し
よ
う

1
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
で
子
供
熱
中
！　

 

活
発
に
議
論
す
る
た
め
の
「
発
問
と
指
示
」

2
教
科
別　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
「
討
論
に
な
る
」
発
問
例

3

新学習指導要領対応

向山洋一 監修
経済広報センター 企画
騒人社　定価2,200円（税込）

イラスト：柴﨑昌紀



　

─
新
学
習
指
導
要
領
対
応
─
こ
の
単
元
を
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
授
業
す
る

特集

13   2021. 10

１　

学
習
指
導
要
領
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
骨
格

平
成
二
九
・
三
〇
・
三
一
年
に
改
訂
さ
れ
た

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ

が
こ
れ
で
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
実
現
す
る
社
会
の
創
り
手
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
し
て
、
幼
稚
園
教
育
要
領
、
小
・
中
・
高

の
学
習
指
導
要
領
の
す
べ
て
の
前
文
に
、
次
の

趣
旨
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
き
、
持
続
可
能
な

社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
前
文
」
は
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
で
初
め

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
学
習
指
導
要
領
全
体
の

理
念
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
前
文
に
登
場
す

る
の
で
す
か
ら
、
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
は
、

学
習
指
導
要
領
の
全
体
を
包
括
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
・
中
・
高
の
学
習
指
導
要
領

「
総
則
」
に
も
次
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
児
童
に
、
生
き
る
力
を
育

む
こ
と
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
は
、
学
校

教
育
全
体
並
び
に
各
教
科
、
道
徳
科
、
外

国
語
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び

特
別
活
動
の
指
導
を
通
し
て
…
…

「
学
校
教
育
全
体
」
を
通
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
現
を
目
指
し
て
指
導
せ
よ
、
と
書
い
て
あ
る

わ
け
で
す
。
こ
こ
で
次
の
こ
と
が
重
要
で
す
。

①　

本
誌
の
読
者
の
皆
さ
ん
が�

�

②　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い
て
、�

�

③　

例
え
ば
右
の
よ
う
な
根
拠
を
も
と
に
、

④　

こ
の
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
、�

�

⑤　

指
導
計
画
の
作
成
を
提
案
す
る
こ
と
。

２　
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
活
用
し
よ
う

そ
の
際
、
重
要
な
の
は
「
具
体
的
な
教
材
」

で
す
。

『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』（
騒
人
社
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
単
に
道
徳
的
な
モ
ラ
ル
や
マ

ナ
ー
だ
け
で
は
深
ま
り
ま
せ
ん
。「
◯
◯
を
節

約
し
よ
う
！
」
の
よ
う
な
一
面
的
で
単
純
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
も
進
展
し
ま
せ
ん
。
も
し
、

地
球
の
た
め
に
何
か
を
節
約
し
た
な
ら
、
そ
れ

を
つ
く
る
人
の
仕
事
を
奪
う
か
も
知
れ
な
い
の

で
す
。
つ
ま
り
、
多
く
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
問
題
に
は
、

「
ジ
レ
ン
マ
」
や
「
ト
レ
ー
ド
オ
フ
」
が
存
在

し
ま
す
。
複
雑
な
の
で
す
。

そ
れ
ら
を
「
議
論
」
し
な
が
ら
、
情
報
を
集

め
、
考
え
、
悩
み
、
そ
し
て
ま
た
「
議
論
」
す

る
…
…
。
そ
う
し
た
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

授
業
が
必
要
で
す
。

そ
れ
に
適
し
た
資
料
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

を
徹
底
活
用
し
て
い
た
だ
く
特
集
で
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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騒
人
社
は
、
二
〇
一
九
年
の
末
『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
教
え

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
出
版
し
た
。
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
佐

桑
氏
か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ス
タ
ー
ト
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
だ
。

　

二
〇
二
一
年
に
は
、
第
二
弾
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

を
発
刊
し
た
。
二
冊
と
も
、
学
校
現
場
を
中
心
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
を
実
践
し
て
も
ら
う
た
め
に
制
作
し
た
。

指
導
者
が
コ
ピ
ー
し
て
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
別
に
第
一
弾
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
第
二
弾
は
テ
キ

ス
ト
を
作
成
し
た
。

　

第
一
弾
『
キ
ー
ワ
ー
ド
で
教
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
掲
げ
て
い
る
目
標
を
作
業
し
な
が
ら
認
知
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
。
巻
頭
の
対
談
を
読
め
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
経
緯
や
そ
の
意
味
に
つ
い
て
理
解
で

き
る
。
教
師
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
基
本
を
押
さ
え
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
実
践
を
始
め
て
ほ
し
い
。

　

第
二
弾
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
に
つ
い
て
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
自

分
た
ち
の
生
活
と
つ
な
げ
て
考
え
、
話
し
合
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　

最
近
は
、
テ
レ
ビ
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
増

え
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
様
々
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

〈『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
ど
う
授
業
す
る
か
〉

１　

向
山
行
雄
氏
と
谷
氏
の
対
談
を
読
み
、「
ジ
レ
ン
マ

教
材
」
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

２　

授
業
を
受
け
る
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
ど
の
テ
ー
マ
が
良
い
か
選
択
す
る
。

３　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
（
テ
ー
マ
）
別
テ
キ
ス
ト
を
見
開

き
で
印
刷
す
る
。

〈
基
本
パ
タ
ー
ン
〉

①　

見
開
き
左
上
の
導
入
部
❶
を
読
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
（
テ
ー
マ
）
の
動
機
付
け
を
す
る
。

②　
Ｑ
（
質
問
）
❷
を
読
み
、
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
自

分
の
意
見
を
も
ち
、
考
え
を
書
く
。

③　

Ａ
（
答
え
）
❸
を
読
み
、
Ｑ
に
対
し
て
問
題
意
識
を

も
つ
。

④　
Ｑ
Ａ
の
学
習
を
手
掛
か
り
に
意
見
を
書
く
❹
。

⑤　

議
論
の
ヒ
ン
ト
❺
を
参
考
に
意
見
を
深
め
る
。

⑥　

書
い
た
意
見
を
も
と
に
議
論
す
る
。

⑦　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
対
し
て
の
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
、
記
述
す
る
❻
。

〈
発
展
〉

　

基
本
パ
タ
ー
ン
の
流
れ
の
中
に
、
調
べ
る
学
習
を
入
れ

る
。
テ
キ
ス
ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
活
用
し
調
べ
さ
せ
る

と
、
議
論
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

株式会社騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

テキスト通りに授業し、議論できる力を
付けてほしい

今話題のSDGs。騒人社ではスタートに先駆けて取
り組み、SDGs教育を実践してもらうためのテキス
トを制作した。

『議論するSDGs』を授業で活用しよう　



　

─
新
学
習
指
導
要
領
対
応
─
こ
の
単
元
を
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
授
業
す
る

特集

15   2021. 10

目標１で活発に議論するためのステップ４
「貧困を解決するために、まずすべきこと」を子供たちにたくさん出させる！
（５年生での実践）

　

日
本
の
子
供
た
ち
に
は
「
貧
困
」
が
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら

い
。
ほ
と
ん
ど
の
子
が
貧
困
状
態
で
は
な
い
た
め
だ
。
し

た
が
っ
て
、
議
論
す
る
に
は
、
ま
ず
「
貧
困
」
を
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

１　

ク
ラ
ス
全
員
が
答
え
ら
れ
る
導
入

「
朝
は
何
を
食
べ
ま
し
た
か
」

何
人
か
指
名
し
て
答
え
さ
せ
る
。
大
体
二
〇
〇
円
〜
三

〇
〇
円
は
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
全
体
で
確
認
す
る
。

「
昼
は
給
食
を
食
べ
ま
す
ね
。
い
く
ら
で
す
か
」

こ
れ
も
二
〇
〇
円
〜
三
〇
〇
円
で
あ
る
。

「
み
ん
な
は
学
校
か
ら
帰
る
ま
で
に
四
〇
〇
円
〜
六
〇
〇

円
は
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

こ
れ
が
、
二
〇
〇
円
以
下
で
一
日
生
活
す
る
「
絶
対
的

貧
困
」
と
の
比
較
に
な
る
。

２　

定
義
を
お
さ
え
る

　

テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
学
習
に
入
る
。
最
初
の
文
章
を
教

師
が
読
み
聞
か
せ
る
。「
絶
対
的
貧
困
」
と
「
相
対
的
貧

困
」
が
出
て
く
る
。
こ
こ
で
次
の
よ
う
に
発
問
す
る
。

「
絶
対
的
貧
困
と
は
何
（
ど
ん
な
こ
と
）
で
す
か
」

　

そ
の
下
に
説
明
が
書
い
て
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
見
付
け

ら
れ
て
い
る
子
を
「
頭
い
い
な
〜
」
な
ど
と
褒
め
る
。

「
相
対
的
貧
困
」
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
扱
う
。

３　

定
義
を
可
視
化
す
る

定
義
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、「
貧
困
」
を
子
供
た
ち

に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
動
画
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

見
せ
る
。
動
画
を
見
せ
る
前
に
次
の
指
示
を
す
る
。

「
今
か
ら
、
動
画
を
見
せ
ま
す
。
終
わ
っ
た
後
に
感
想
を

聞
き
ま
す
」。
こ
の
指
示
が
あ
る
と
、
子
供
た
ち
は
感
想

を
考
え
な
が
ら
視
聴
す
る
。
動
画
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
少
女
が
泣
き
な
が
ら
、
自
身
の
生
活
に
つ
い
て
話
す

場
面
が
あ
る
。「
自
分
た
ち
の
生
活
は
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
」。
五
年
生
が
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

４　

議
論
の
方
向
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

　

こ
こ
ま
で
で
自
分
の
意
見
を
書
か
せ
る
と
、
子
供
た
ち

は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
す
。「
募
金
を
す
る
」
と
い
う

意
見
を
取
り
上
げ
て
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

「
貧
困
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ま
ず
募
金
す
べ
き
な
の
は
、

医
療
の
分
野
で
す
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
で
す
か
」

　

こ
れ
は
、
ク
ラ
ス
が
半
々
に
分
か
れ
る
。「
そ
れ
以
外

派
」
で
は
、「
教
育
」「
食
糧
」
な
ど
の
分
野
が
最
優
先
と

す
る
子
が
議
論
を
活
発
化
し
て
い
た
。
最
終
的
に
自
分
の

立
場
で
意
見
を
書
か
せ
た
。
こ
れ
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
あ
ら

ゆ
る
目
標
と
関
連
す
る
た
め
、「
こ
れ
か
ら
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
ま
と
め
る
。

千葉県柏市立高柳小学校　並
なみ

木
き

 友
とも

寛
ひろ

『議論するSDGs』で子供熱中！　活発に議論するための「発問と指示」
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導
入
で
は
、
学
校
に
お
け
る
取
組
を
挙
げ
さ
せ
る
。

発
問
１　

み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
学

校
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

（
例
：
手
洗
い
の
励
行
）

・
手
洗
い
う
が
い
や
換
気
【
児
童
生
徒
】

・
け
が
や
病
気
の
手
当
【
養
護
教
諭
】

・
健
康
診
断
（
尿
検
査
・
心
電
図
検
査
な
ど
）【
学
校
医
】

・
授
業
（
保
健
体
育
科
・
家
庭
科
な
ど
）【
先
生
】

・
給
食
の
提
供
【
栄
養
教
諭
・
給
食
調
理
員
】

具
体
例
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
担
当
者
別
に
分
類
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
単
元
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
提
示
す
る
。

説
明
１　

健
康
を
守
る
た
め
の
活
動
を
「
保
健
活

動
」
と
い
い
、
み
な
さ
ん
の
住
む
市
（
町
・
村
）

で
も
い
ろ
い
ろ
な
「
保
健
活
動
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

教
科
書
の
例
か
ら
、
乳
幼
児
の
健
康
診
断
・
予
防
接

種
・
食
中
毒
予
防
の
た
め
の
検
査
等
、
具
体
例
を
確
認
さ

せ
る
。発

問
２　

世
界
中
の
多
く
の
国
で
も
、
日
本
と
同

じ
よ
う
な
保
健
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
。

　

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
、
肺
炎
等
の
病
気

に
か
か
っ
て
も
、
二
人
に
一
人
し
か
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
日
本
で
は
当
た
り
前
の
医
療
や
定
期
的
な

予
防
接
種
（
百
日
咳
等
）
が
受
け
ら
れ
ず
、
五
歳
ま
で
に

命
を
落
と
し
て
し
ま
う
《『
議
論
す
る
S
D
G
s
』一
四
頁
》。

説
明
２　

世
界
中
で
十
分
な
保
健
活
動
が
行
わ
れ

る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
そ
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
約
五
六
八
〇
億
円
が
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
と
し
て
、
世
界
の
人
々
を
助

け
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
後
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
３　

よ
り
多
く
の
命
を
救
え
る
保
健
活
動
は

ど
ち
ら
だ
と
思
い
ま
す
か
。�

�

Ａ　

現
地
で
活
動
す
る
（
医
療
・
教
育
等
）�

�

Ｂ�　

保
健
活
動
が
不
十
分
な
国
の
現
状
を
伝
え
る

（
広
報
）

　

直
接
的
な
支
援
か
、
間
接
的
な
支
援
か
の
二
者
択
一
で

あ
る
。
ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
、
自
分
な
り
の
理
由
が
言
え

れ
ば
よ
し
と
す
る
。
話
合
い
活
動
の
あ
と
、
感
想
を
書
か

せ
て
授
業
を
終
え
る
。

※
下
の
Ｑ
Ｒ
は
参
考
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
集
。

公立小学校栄養教諭　高
たか

田
だ

 直
なお

美
み

保健体育×SDGsで深い学びを実現する
目標３は、保健体育科「病気（疾病）の予防」（小学６年・中学３年）の単元で扱うこと
ができる。グローバルな視点で人々の健康を守る「保健活動」について学び、議論する授
業につなげる。

『議論するSDGs』で子供熱中！　活発に議論するための「発問と指示」



　

─
新
学
習
指
導
要
領
対
応
─
こ
の
単
元
を
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
授
業
す
る

特集

17   2021. 10

目標５　ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダーギャップ指数120位の男女格差大国日本。各国の内閣
の写真から政治における男女格差に気付こう！

１　

そ
も
そ
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は
？

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
世
の
中
の
男
性
と
女
性
の
社
会

的
・
文
化
的
な
役
割
の
違
い
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
性
別

の
こ
と
。
例
え
ば
、「
女
性
は
ス
カ
ー
ト
を
は
く
べ
き
」

「
料
理
は
女
性
が
や
る
も
の
」 

こ
う
い
っ
た
先
入
観
か
ら

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

２　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
政
治
か
ら
考
え
る
授
業
プ
ラ
ン

海
外
の
内
閣
の
写
真
を
見
せ
て
い
く
。

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
ー
ダ
ー
ン
内
閣
」

「
閣
僚
二
〇
人
中
女
性
八
人
」

「
ア
メ
リ
カ
、
バ
イ
デ
ン
政
権
」

「
二
五
人
中
女
性
一
二
人
」

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
マ
リ
ー
ン
内
閣
」

「
一
九
人
中
、
何
人
が
女
性
で
し
ょ
う
？
（
写
真
を
見
せ

る
）」『
一
二
人
』「
マ
リ
ー
ン
首
相
は
三
四
歳
、
世
界
最

年
少
の
女
性
首
相
で
す
」

「
で
は
日
本
。
菅
内
閣
。
二
〇
人
中
、
何
人
が
女
性
で

し
ょ
う
か
？
」
予
想
し
て
、
発
表
さ
せ
る
。

「
何
人
？
（
写
真
を
見
せ
て
数
え
さ
せ
る
）」『
二
人
』

「
感
想
」

『
日
本
は
女
性
が
す
ご
く
少
な
い
』『
世
界
で
は
女
性
の

首
相
や
大
臣
が
け
っ
こ
う
た
く
さ
ん
い
る
』

「
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
政
治
・
経
済
・

教
育
・
健
康
の
四
部
門
の
男
女
格
差
を
数
値
化
し
た
も

の
）
は
世
界
一
五
六
か
国
中
何
位
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？
」

「
男
女
の
格
差
が
大
き
い
ほ
ど
順
位
は
低
く
な
り
ま
す
」

「
正
解
は
一
二
〇
位
。
先
進
国
の
中
で
は
最
下
位
で
す
」

「
こ
の
順
位
を
引
き
下
げ
て
い
る
要
因
の
一
つ
が
、
政
治

分
野
の
男
女
格
差
で
す
」「
例
え
ば
韓
国
で
は
、
九
〇
年

代
半
ば
ま
で
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
二
～
三
％
と
低
迷
し

て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
比
例
代
表
の
三
〇
％
を

女
性
に
当
て
る
候
補
者
ク
オ
ー
タ
制
を
導
入
し
、
女
性
議

員
の
割
合
は
二
〇
二
〇
年
に
は
一
九
％
ま
で
伸
び
ま
し
た
」

「
ク
オ
ー
タ
制
と
は
、
男
女
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
、

企
業
幹
部
や
政
治
家
な
ど
に
お
け
る
一
定
割
合
を
女
性
に

割
り
当
て
る
制
度
で
す
。
世
界
で
は
一
一
八
の
国
が
導
入

し
て
い
ま
す
」

「
あ
な
た
は
、
一
定
数
を
女
性
に
割
り
当
て
る
ク
オ
ー
タ

制
に
賛
成
で
す
か
？　

反
対
で
す
か
？
」

「
端
末
で
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
べ
な
が
ら
、
考

え
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

　

気
付
か
な
け
れ
ば
、
変
わ
ら
な
い
。
日
本
が
「
男
女
格

差
大
国
」
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
は
知
る
こ
と
で
あ
る
。

【
参
考
記
事
】
10
カ
国
の
内
閣
の
写
真
を
比
べ
て
み
た

https://new
s.yahoo.co.jp/articles/0b067663db13c3

8706437f0f4ddb763ffb35e756

北海道日高町立富川小学校　紫
し

前
ぜん

 明
あき

子
こ

『議論するSDGs』で子供熱中！　活発に議論するための「発問と指示」
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１　

再
生
可
能
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

目
標
に
つ
い
て
、
子
供
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
捉
え
て

も
ら
う
た
め
に
、
ま
ず
は
動
画
を
視
聴
さ
せ
た
。

■
Ｅ
ｄ
ｕ　

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
東
京
書
籍
）

https://sdgs.edutow
n.jp/info/goals/goals-7.htm

l

こ
の
目
標
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

①　

全
て
の
人
が
安
心
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
手
に
入
れ
ら

れ
る
こ
と
。

②　

環
境
に
良
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
。

２　

議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

身
の
回
り
に
は
、
ど
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
。

身
近
な
事
例
を
た
く
さ
ん
挙
げ
さ
せ
た
い
。
こ
れ
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
心
は
、
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど

の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
有
限
な
資
源
で
あ
る
。
ま

た
、
燃
や
せ
ば
二
酸
化
炭
素
が
出
る
た
め
、
地
球
温
暖
化

に
も
関
係
し
て
い
る
。

　

地
球
温
暖
化
を
こ
れ
以
上
進
め
な
い
た
め
に
は
、
二
酸

化
炭
素
を
出
さ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え
て
い
く
こ

と
や
、
使
う
量
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
こ
で
、『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
配
付
す
る
。「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
の

問
題
を
読
む
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
？　
（　

）
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る

方
法
を
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

身
近
で
あ
り
な
が
ら
、
自
分
事
と
し
て
危
機
感
を
捉
え

る
こ
と
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
一
口
に
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
問

題
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
っ
た
。」
と
い
う
感
想
を
書
い
た

子
が
い
た
。「
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
言
っ
て
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
調
べ
て
く
る
子
も
い
た
。
子

供
た
ち
が
未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

３　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
知
識

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
？
」

　

一
年
前
に
教
室
で
授
業
を
し
た
時
に
は
一
人
し
か
手
を

挙
げ
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
三
分
の
二
が
手
を
挙
げ
る
。

子
供
た
ち
に
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
身
近
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

　

各
目
標
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
世
界
的
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
難
し
い
問
題
や
、
私
た
ち
が
取
り
組
め
る

努
力
、
他
の
目
標
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

テ
ー
マ
や
話
題
に
行
き
つ
く
。

神奈川県厚木市立依知南小学校　篠
しの

崎
ざき

 栄
えい

太
た

「SDGs」をもっと調べたくなる！ 
目標７　エネルギーをみんなに、 
そしてクリーンに
私たちの生活に欠かせない「エネルギー」。限りある資源を使い果たすのか、使うのを我
慢するのか？　持続可能なエネルギーについて考えよう。

『議論するSDGs』で子供熱中！　活発に議論するための「発問と指示」



　

─
新
学
習
指
導
要
領
対
応
─
こ
の
単
元
を
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
授
業
す
る

特集

19   2021. 10

目標９　産業と技術革新の基盤をつくろう
身近な内容とテキストを使うことで、小学校３年生にも実践可能。

対
象
…
小
学
校
三
年
生

指
導
時
間
…
三
〇
分
。（
朝
学
習
一
五
分
を
二
回
）

「
ド
ラ
え
も
ん
」
に
出
て
く
る
道
具
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

発
問
１　
「
ト
ラ
レ
ー
サ
ー
」、
ど
ん
な
道
具
だ
と
思
い

ま
す
か
。（
人
の
居
場
所
が
地
図
上
に
出
る
道
具
）

発
問
２　
「
ア
ン
ケ
ー
タ
ー
」、
ど
ん
な
道
具
だ
と
思
い

ま
す
か
。（
髪
の
毛
な
ど
体
の
一
部
を
セ
ッ
ト
す
る
と
、

そ
の
人
物
に
関
す
る
情
報
を
教
え
て
く
れ
る
道
具
）

発
問
３　
「
糸
な
し
糸
電
話
」
ど
ん
な
道
具
だ
と
思
い
ま

す
か
。（
糸
が
な
い
糸
電
話
）

発
問
４　

こ
の
三
つ
の
道
具
の
中
で
、
実
現
し
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
何
種
類
だ
と
思
い
ま
す
か
。（
三
種
類
）

説
明
１　

電
話
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

指
示
１　

今
ま
で
に
発
売
さ
れ
て
き
た
携
帯
電
話
で
す
。

　

バ
ラ
バ
ラ
に
提
示
し
た
写
真
を
正
し
く
並
び
替
え
な
さ

い
。

Google form
 

を
活
用
し
て
正
し
い
順
番
を
送
信
さ
せ

る
（
使
用
資
料
１
）。

テ
キ
ス
ト
二
六
頁
の
「
目
標
９　

産
業
と
技
術
革
新
の

基
盤
を
つ
く
ろ
う
」
の
左
側
半
分
を
配
る
。

説
明
２　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
上
部
を
読
み
聞
か
せ
る
。

指
示
２　

Ｑ
問
題　

通
信
の
こ
れ
ま
で
の
変
化
に
つ
い

て
（　

）
に
言
葉
を
入
れ
ま
し
ょ
う
（
使
用
資
料
２
を

基
に
考
え
さ
せ
る
）。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
右
側
（
二
七
頁
）
を
配
る
。

　

D
iscussion 

に
入
る
前
に
映
像
を
流
す
（
使
用
資
料
３
）。

指
示
３　

D
iscussion 

を
書
き
な
さ
い
（
書
い
た
子

か
ら
発
表
さ
せ
る
）。

指
示
４　

ヤ
フ
ー
キ
ッ
ズ
や
総
務
省
の
資
料
（
使
用
資

料
４
）
を
使
っ
て
「
S
D
G
s
目
標
９
」
に
つ
い
て
調

べ
て
、
ま
と
め
を
書
き
な
さ
い
。

〈
使
用
資
料
〉

１　
ａ
ｕ
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー　

二
〇
一

八
年
四
月
一
八
日
、【
み
ん
な
の
発

信
】
よ
り

２　

総
務
省
二
〇
二
〇
年
の
５
Ｇ
実
現
に

向
け
た
取
組
み

第
１
部　

５
Ｇ
が
促
す
デ
ジ
タ
ル
変

革
と
新
た
な
日
常
の
構
築

３　

Connect future 

～
５
Ｇ
で
つ
な
が

る
世
界
～
（
三
分
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

　
　

こ
れ
以
外
に
も
多
数
の
イ
メ
ー
ジ

マ
ッ
プ
が
あ
る
。

４　

第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
（
５

Ｇ
）
の
今
と
将
来
展
望
八
〜
一
三
頁

を
使
用

東京都荒川区立汐入小学校　加
か

藤
とう

 雅
まさ

成
なり

『議論するSDGs』で子供熱中！　活発に議論するための「発問と指示」
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基
本
的
に
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
の
テ
キ
ス
ト
に
書

か
れ
て
い
る
流
れ
に
加
え
て
、
学
級
の
子
供
た
ち
の
実
態

に
合
わ
せ
補
助
資
料
の
提
示
、
補
助
発
問
を
す
る
。
こ
れ

が
後
の
「D

iscussion

」
に
生
き
て
く
る
。
テ
キ
ス
ト
を

配
付
す
る
前
に
次
の
よ
う
に
し
た
。

１　

写
真
資
料
の
提
示

「
都
市
」
や
「
村
落
」
と
聞
い
て
も
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
も
て
な
い
児
童
が
い
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
画
像
を
見
せ
「
都
市
」「
村

落
」
と
い
う
言
葉
を
押
さ
え
た
。

２　
「
都
市
」「
村
落
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
列
挙
さ
せ
る

『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
の
授
業
実
践
報
告
に
、
導
入
で

イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
を
書
か
せ
る
実
践
を
追
試
。

　
「
都
市
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

連
想
し
ま
す
か
。ノ
ー
ト
に
、連
想
す
る
こ
と
を
次
々

に
書
き
な
さ
い
。

「
人
が
多
い
」「
ビ
ル
が
た
く
さ
ん
建
っ
て
い
る
」「
電
車

や
車
が
多
い
」
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

続
い
て
、「
村
落
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
指
示
し
た
。

子
供
た
ち
か
ら
は
、「
昔
話
み
た
い
」「
畑
が
多
い
」「
自

然
が
多
い
」
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

３　

自
分
事
と
し
て
考
え
さ
せ
る

イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
を
書
か
せ
た
後
、
自
分
事
と
し
て
考

え
さ
せ
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
発
問
し
た
。

　

自
分
だ
っ
た
ら
、「
都
市
」
と
「
村
落
」
ど
ち
ら

に
住
み
た
い
で
す
か
。

ノ
ー
ト
に
ど
ち
ら
か
立
場
を
書
か
せ
た
後
、
黒
板
に

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
貼
ら
せ
、
ノ
ー
ト
に
理
由
を
書
か
せ

た
（「
都
市
」
に
住
み
た
い
と
考
え
る
方
が
多
か
っ
た
）。

【
都
市
派
の
主
な
意
見
】

便
利
だ
と
思
う
か
ら
。
お
店
が
多
い
か
ら
。
人
も
お
店

も
多
い
の
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
か
ら
。

【
村
落
派
の
主
な
意
見
】

自
然
が
多
い
か
ら
。
気
楽
に
暮
ら
せ
そ
う
だ
か
ら
。

そ
し
て
、
テ
キ
ス
ト
を
配
付
す
る
。

　
「
都
市
」
に
住
み
た
い
と
考
え
る
人
の
方
が
多
い
で

す
ね
。
で
は
、「
都
市
」
に
人
が
多
く
住
む
と
困
る

こ
と
は
何
で
す
か
。

以
上
の
よ
う
に
、「D

iscussion

」
の
前
に
子
供
た
ち

の
内
部
情
報
を
蓄
積
し
、
自
分
事
と
し
て
問
題
を
考
え
さ

せ
る
こ
と
で
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
よ
り
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東京都公立小学校　小
こ

島
じま

 庸
よう

平
へい

目標11　住み続けられるまちづくりを
活発に議論させるためには子供たちの内部情報を蓄積させることが必要だ。「都市」と「村
落」という言葉から連想するイメージを学級で共有することで、全員の子供たちが議論に
参加できる。

『議論するSDGs』で子供熱中！　活発に議論するための「発問と指示」



　

─
新
学
習
指
導
要
領
対
応
─
こ
の
単
元
を
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
授
業
す
る

特集
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「気候変動に具体的な対策を」には、価値判断を
地球温暖化は防がなければならない。しかし、自分事とし
て考えることは難しい。そこで、子供から出た意見をもと
に話し合わせることで考えを深める。

１　

暑
い
日
に
発
問
す
る

　

暑
い
日
が
続
く
時
に
、
次
の
よ
う
な
発
問
を
し
た
い
。

発
問　

最
近
の
気
温
で
気
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

　

す
か
。�

�

指
示　

ノ
ー
ト
に
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

①
暑
い
日
が
続
い
て
い
る

②
25
℃
以
上
の
日
ば
か
り

さ
ら
に
、
平
均
気
温
が
一
三
二
年
間
で
０
．
85
℃
上
昇

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
注

目
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
に
つ
な
げ
る

　
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
を
用
い
て
、
地
球
温
暖
化
に
関

し
て
議
論
を
さ
せ
る
。

発
問　

地
球
温
暖
化
が
起
き
る
と
ど
の
よ
う
な
こ

　

と
が
起
き
る
で
し
ょ
う
か
。�

�

指
示　

意
見
を
黒
板
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

意
見
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
共
有
が
い
か
な
く
な
る
（
イ
ン
フ
ラ
系
）

②
絶
滅
す
る
動
物
が
出
て
く
る
（
環
境
問
題
系
）

次
の
発
問
で
議
論
を
さ
せ
、
自
分
事
と
し
て
考
え
さ
せ

る
。発

問　

あ
な
た
は
、
ど
ち
ら
を
意
識
し
て
行
動
し

ま
す
か
。

　

答
え
の
な
い
問
い
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ

て
話
し
合
う
こ
と
で
、
考
え
が
深
ま
る
。

３　

一
人
一
台
端
末
を
用
い
て
意
見
を
集
約
す
る

　

一
人
一
台
端
末
を
用
い
て
話
し
合
う
前
の
意
見
を
集
約

す
る
。
グ
ー
グ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
用
い
る
と
、
い
つ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
話
合
い
が
終
わ
っ
た
後
に
も
、

同
じ
発
問
を
投
げ
か
け
、
集
約
す
る
。

指
示　

一
番
よ
い
も
の
を
選
び
、
意
見
文
（
ま
た

は
報
告
文
）
を
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
意
見
を
紹
介
す
る
。

　

私
は
、
今
ま
で
気
候
変
動
が
起
き
る
と
、
困
る
の

は
人
間
だ
け
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
〇

〇
さ
ん
の
「
動
物
た
ち
が
す
み
か
を
奪
わ
れ
て
絶
滅

し
て
い
る
。」
と
い
う
意
見
を
聞
い
て
、
ま
ず
は
生

き
物
に
も
優
し
い
町
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
ま
し
た
。（
後
略
）

神奈川県大和市立南林間小学校　村
むら

上
かみ

 諒
りょう

『議論するSDGs』で子供熱中！　活発に議論するための「発問と指示」



22

社
会
科
の
単
元
は
、
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も
、
S
D
G
s

の
授
業
に
な
り
う
る
。
一
つ
一
つ
の
学
習
内
容
が
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
一
七
の
目
標
と
つ
な
が
る
。

『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』「
２　

飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
を

使
っ
た
授
業
展
開
を
例
に
挙
げ
る
。

発
問
１　
「
飢
餓
」
と
は
何

で
す
か
。
説
明
し
な
さ
い
。

発
問
２　

な
ぜ
、
食
料
が

余
っ
て
い
る
の
に
、「
飢

餓
」
が
生
ま
れ
る
の
で
す

か
。

（
補
足
で
き
れ
ば
、
グ
ラ
フ

「
世
界
の
穀
物
生
産
量
と
消

費
量
の
推
移
」
を
示
す
）

テ
キ
ス
ト
通
り
に
発
問
・
指
示
を
し
、
作
業
さ
せ
る
こ

と
で
、「
飢
餓
」
に
関
す
る
内
部
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
。

テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
動
画
を
見
せ
た
り
、
一
人

一
台
端
末
で
調
べ
る
時
間
を
取
っ
た
り
す
る
の
も
よ
い
。

そ
の
後
、「
議
論
の
ヒ
ン
ト
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
進
む
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、「
討
論
に
な
る
テ
ー
マ
」
が
数
多

く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
学
年
な
ら
、「
食
品
ロ
ス
」
が

お
す
す
め
だ
。
例
え
ば
、

発
問
３　
「
日
本
の
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
」
と
、

「
飢
餓
に
苦
し
む
国
の
人
を
救
う
こ
と
」
に
関
係
は
あ

り
ま
す
か
？　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

と
い
う
切
り
口
が
あ
る
。

五
年
生
な
ら
、
食
糧
生
産
の
単
元
と
時
事
問
題
を
リ
ン

ク
さ
せ
て
、「
食
料
自
給
率
」
を
テ
ー
マ
に
で
き
る
。

発
問
４　

日
本
に
と
っ
て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）」
は
、
損
で
す
か
？　

得
で
す

か
？

こ
の
発
問
に
至
る
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
提
示

し
、
問
答
す
る
。

発
問
５　

日
本
の
食
料
自
給

率
は
何
％
で
す
か
。

（
三
八
％
、
グ
ラ
フ
が
あ
れ
ば

提
示
）

発
問
６　
（
右
上
の
）
写
真
を

見
て
、
気
付
く
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

こ
こ
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
イ
ギ
リ

ス
が
加
入
す
る
こ
と
、
日
本
が

中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
を

確
認
し
、
損
得
を
問
う
と
い
う

流
れ
と
な
る
。

貿
易
な
の
で
、
輸
送
に
伴
う

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
リ
ン

ク
す
る
。
社
会
科
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
切
り
口
は
多
様
だ
。

神奈川県横浜市立高田小学校　水
みず

本
もと

 和
かず

希
き

社会科×SDGsの切り口は、多様だ
社会科の学習内容は、SDGsに直結するものばかりである。一例として、『議論するSDGs』 

「２　飢餓をゼロに」を活用し、中学年・高学年それぞれで「討論になる発問例」を紹介
する。

教科別 SDGsで「討論になる」発問例（社会科）



　

─
新
学
習
指
導
要
領
対
応
─
こ
の
単
元
を
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
授
業
す
る

特集
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身近なお菓子からSDGsの取組に迫る
本授業の前に『議論するＳＤＧｓ』（騒人社）の13
番「気候変動に具体的な対策を」のページを使っ
て学習させた。空気中の二酸化炭素の量が気候と
大きく関係していることを教えることができた。こ
の学習を入り口として、身近な消費生活から環境を
考える授業を行った。家庭科５年「生活を支える
お金と物」の単元である。

い
き
な
り
お
菓
子
の
実
物
を
見
せ
る
。
子
供
た
ち
も
よ

く
知
っ
て
い
る
お
菓
子
だ
。
こ
の
お
菓
子
の
ラ
ベ
ル
を
提

示
し
て
指
示
す
る
。

指
示
　
分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ

た
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に
箇

条
書
き
に
し
な
さ
い
。

五
分
後
に
発
表
さ
せ
る
。
材
料
名
や
保
存
法
な
ど
と
と

も
に
、
製
造
工
場
が
新
潟
県
に
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
た
。
一
人
一
台
端
末
で
、Google Earth 

に
ア
ク
セ

ス
さ
せ
、
工
場
を
探
さ
せ
た
。

発
問
　
新
潟
県
か
ら
、
こ
こ
北
海
道
ま
で
、
ど
ん

な
乗
り
物
で
運
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
。

「
ト
ラ
ッ
ク
」「
飛
行
機
」「
列
車
」「
船
」
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
『
議
論
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
の
学
習

を
思
い
出
さ
せ
て
、
ど
の
乗
り
物
も
輸
送
の
際
に
は
、
二

酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
こ
と
を
教
え
る
。

発
問
　
ど
の
乗
り
物
で
運
ぶ
と
、
で
き
る
だ
け
排

出
量
を
抑
え
ら
れ
ま
す
か
。

予
想
さ
せ
た
後
に
、
下
の
グ
ラ
フ
を
提
示
す
る
。

貨
物
鉄
道
の
排
出
量
の
少
な
さ
に
歓
声
が
上
が
る
。
貨

物
鉄
道
を
輸
送
に
組
み
込
む
と
、
環
境
に
配
慮
し
て
い
る

こ
と
に
な
る

と
気
付
い
た

よ
う
だ
。

こ
こ
で
お

菓
子
の
箱
に

つ
い
て
い
る

「
エ
コ
レ
ー

ル
マ
ー
ク
」

を
提
示
す
る
。

こ
の
マ
ー
ク

は
商
品
を
輸

送
す
る
時
に
、

貨
物
鉄
道
を

一
定
割
合
以
上
利
用
し
て
い
る
場
合
に
認
定
さ
れ
る
マ
ー

ク
だ
。

説
明
　
そ
の
商
品
が
環
境
に
与
え
る
影
響
が
あ
る

の
か
、
環
境
に
配
慮
し
た
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の

か
、
考
え
な
が
ら
買
い
物
が
で
き
る
と
い
い
で
す

ね
。

最
後
に
、
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
エ
コ
マ
ー

ク
」
や
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
」
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た

商
品
に
付
け
ら
れ
て
い
る
マ
ー
ク
に
つ
い
て
の
説
明
を
読

み
、
授
業
を
終
え
た
。

北海道北見市立三輪小学校　塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

教科別 SDGsで「討論になる」発問例（家庭科）
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１　

日
常
で
感
じ
に
く
い
自
然
破
壊

「
自
然
破
壊
が
進
ん
で
い
る
」
と
日
常
で
感
じ
る
か
。
私

は
、
正
直
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
自
然
破
壊
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
実
感
が
な
い
。
な
ぜ
か
。
生
活
に
困
っ
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
子
供
た
ち
の
多
く
も
、
自
然
破
壊
と

言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
間
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
十
分

な
思
慮
や
節
度
を
欠
い
て
自
然
と
接
し
て
き
た
こ

と
に
気
付
か
せ
た
い
。�

（
学
習
指
導
要
領
）

自
分
た
ち
の
行
動
が
、
実
は
世
界
の
自
然
を
破
壊
し
て
い

る
と
い
う
事
実
を
示
し
、
考
え
さ
せ
る
。

２　

自
然
愛
護
の
授
業
例

森
林
は
、
世
界
の
陸
地
の
ど
の
く
ら
い
の
面
積
を
占

め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

・
約
四
分
の
一

森
林
は
一
分
間
で
ど
の
く
ら
い
減
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
。

・
約
五
二
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
二
個
分
）

日
本
に
は
約
七
〇
〇
〇
種
類
の
植
物
が
あ
る
。
そ
の

う
ち
ど
れ
だ
け
の
植
物
が
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
か
。

・
約
四
分
の
一

「
フ
ラ
ス
コ
で
育
て
た
花
」
を
読
み
聞
か
せ
す
る
。
一
人

の
行
動
が
自
然
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
教
え
る
。

次
に
、
絵
本
「
ゾ
ウ
の
森
と
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」
を
読

み
聞
か
せ
す
る
。

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
に
必
要
な
パ
ー
ム
油
を
作
る
た
め
に
、

森
林
を
破
壊
し
、
巨
大
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
ゾ
ウ
の
住
む
場
所
が
奪
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

パ
ー
ム
油
は
、
世
界
で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
植
物
油
。

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
以
外
に
も
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
、
冷
凍

食
品
、
化
粧
品
、
石
鹸
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
現
代
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。

「
討
論
に
な
る
発
問
」

森
林
を
守
る
た
め
に
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
・
洗
剤
な
ど

は
食
べ
る
・
使
う
べ
き
で
は
な
い
。

賛
成
派
と
反
対
派
に
分
か
れ
て
議
論
す
る
。
も
ち
ろ
ん

答
え
は
な
い
。「
よ
り
よ
い
世
界
に
す
る
た
め
に
自
分
に

何
が
で
き
る
か
」
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

群馬県太田市立沢野小学校　松
まつ

島
しま

 博
ひろ

昭
あき

自然愛護を教える際に紹介したいエピソード
絵本「ゾウの森とポテトチップス」（横塚眞己人著　そうえん社）を活用し、持続可能な
社会の実現に努めようとする意識を高める。

教科別 SDGsで「討論になる」発問例（道徳）

教育出版・６年「フラスコで育てた花」
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中学校　社会・総合─世界各地で顕在化
している地球的課題をSDGsから考える
世界の「不平等」を扱うことで、世界の問題を自分事として考えることができる。

「
こ
の
不
平
等
は
解
決
で
き
ま
す
か
？　

で
き
ま
せ
ん

か
？
」

地
理
的
分
野
、
ア
ジ
ア
州
の
授
業
に
て
、
繰
り
返
し
生

徒
に
問
う
た
発
問
で
あ
る
。
こ
の
発
問
を
通
し
て
、
生
徒

は
世
界
の
問
題
を
解
決
す
る
難
し
さ
と
自
分
た
ち
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
に
な
る
。

１　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
「
不
平
等
」
を
教
え
る

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
総
輸
出
額
に
占
め
る
衣
類
の
割
合

の
資
料
を
提
示
す
る
。

「
総
輸
出
額
が
伸
び
て
い
る
」

「
衣
類
の
割
合
が
増
え
て
い
る
」

こ
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
。

次
に
縫
製
工
場
の
写
真
を
見
せ

る
。「
若
い
女
性
が
多
い
」「
狭
そ

う
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。
女
性

が
過
酷
な
環
境
で
働
い
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

２　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
さ
せ
る

地
理
的
分
野
の
新
教
科
書
（
帝
国
書
院
）
の
最
初
の
見

開
き
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
年
度
当
初
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
教
え
た
。

「
縫
製
工
場
で
働
く
女
性
の
問
題
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
何
番

の
目
標
に
関
わ
り
ま
す
か
？
」。
生
徒
の
多
く
は
、「
10
番

の
『
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
』」
を
選
ぶ
。

３　

不
平
等
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る

「
こ
の
不
平
等
は
解
決
で
き
ま
す
か
？　

で
き
ま
せ
ん

か
？
」

〈
で
き
る
派
〉

・
企
業
が
も
っ
と
お
金
を
出
せ
ば
い
い
。

・
国
が
援
助
し
た
り
、
法
律
を
つ
く
っ
た
り
し
て
給
料
を

上
げ
さ
せ
れ
ば
い
い
。

〈
で
き
な
い
派
〉

・
輸
出
の
割
合
が
高
い
か
ら
現
状
を
変
え
ら
れ
な
い
。

・
女
性
は
他
の
仕
事
が
で
き
な
い
の
だ
と
思
う
。

「
女
性
は
な
ぜ
別
の
仕
事
が
で
き
な
い
の
で
す
か
？
」

生
徒
は
「
教
育
を
受
け
て
い
な
い
か
ら
」
と
気
付
く
。

「
輸
出
の
割
合
が
下
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
」

こ
れ
は
難
し
か
っ
た
が
、「
安
い
の
で
た
く
さ
ん
売
れ

る
か
ら
」
と
い
う
意
見
に
た
ど
り
着
い
た
。
日
本
に
も
輸

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

「
も
う
一
度
聞
き
ま
す
。
こ
の
問
題
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
何
番

に
関
わ
り
ま
す
か
？
」

「
４
」
や
「
12
」
を
選
ぶ
生
徒
も
現
れ
た
。
世
界
の
問
題

は
様
々
な
要
素
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
、
日
本
人
の
生

活
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

東京都足立区立第十二中学校　守
もり

屋
や

 遼
りょう

太
た

郎
ろう

教科別 SDGsで「討論になる」発問例（社会科）
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中
学
三
年
理
科
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
り
変
わ
り
の

学
習
を
す
る
。
手
回
し
発
電
機
、
ペ
ル
チ
ェ
素
子
（
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、
そ
の
逆
の
変
換

も
で
き
る
装
置
）、
L
E
D
電
球
な
ど
、
多
く
の
教
材
を

使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。
そ
し

て
、
様
々
な
発
電
方
法
の
基
本
を
学
び
、
発
展
と
し
て

『
議
論
す
る
S
D
G
s
』

※
の
目
標
７
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み

ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
の
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
て

授
業
し
た
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
良
さ
は
、
印
刷
し
て
そ
の
ま
ま
活
用

で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｂ
５
判
で
印
刷
し
た
テ
キ
ス
ト

を
中
央
で
裁
断
し
、
右
側
か
ら
配
付
。
質
問
に
合
わ
せ
て
、

議
論
を
さ
せ
て
い
く
。
今
回
は
、
理
科
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
た
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
目
標
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
議
論
が
進
ん
だ
。

今
回
の
授
業
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
か
ら
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
話
し
合
う
な
か
で
、
自
然
環
境
を
ど
の
よ

う
に
守
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
視
点
ま
で
議
論
が
広
が
っ

た
。
生
徒
の
感
想
に
も
、
多
様
な
意
見
交
換
が
あ
っ
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。

〈
生
徒
の
感
想
〉

二
酸
化
炭
素
を
ゼ
ロ
に
す
る
の
は
難
し
い
が
、
そ
れ
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
る
し
、
他
の

問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
た
め
、
一
つ
の
面
か
ら
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
視

点
、
意
見
が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
。
ま
た
社
会
を
支
え
る

こ
と
に
な
る
自
分
た
ち
の
行
動
が
重
要
だ
と
思
っ
た
。

今
回
の
授
業
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
、
参
考
に
な
る

資
料
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
：
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
二
〇
二
〇

年
度
版
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
今
を
知
る
10
の
質
問
」

最
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
が
10
の
カ
テ
ゴ
リ

に
分
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
原
子
力
発
電
の
問

題
に
関
し
て
は
正
し
い
情
報
を
理
解
し
、
こ
れ
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え
る
う
え
で
、
議
論
に
向
い
て
い
る

内
容
で
あ
る
。

ま
た
電
気
事
業
連
合
会
の
動
画
が
お
薦
め
で
あ
る
。
特

に
「
S
D
G
s
×
電
気
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
動
画
は
、
生

徒
の
議
論
を
深
め
る
こ
と
に
役
立
つ
。

更
に
、
私
た
ち
教
師
は
S
D
G
s
に
批
判
的
な
考
え
方

も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
S
D
G
s
は
、
大
衆
の

ア
ヘ
ン
で
あ
る
」
と
著
者
が
述
べ
て
い
る
斎
藤
幸
平
著

『
人
新
世
の
「
資
本
論
」』（
集
英
社
新
書
）
な
ど
に
も
目

を
通
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

※
『
議
論
す
る
S
D
G
s
』（
向
山
洋
一
監
修
、
騒
人
社
）

千葉県匝瑳市立野栄中学校　吉
よし

原
わら

 尚
なお

寛
ひろ

理科から議論する道徳 
「SDGs」へとつなぐ
SDGsが多様な議論を生み出すきっかけとなる。

教科別 SDGsで「討論になる」発問例（理科）
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SDGsそのものの是非を問う
物事のほぼすべてにプラスマイナスの両面がある。SDGsもまた然り。各面を整理、理解し、
取り組む価値を明らかにしたうえで、地域の問題をクローズアップしたい。

技
術
・
家
庭
科
で
「
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
持
続
可
能

な
社
会
の
構
築
の
視
点
か
ら
考
え
る
」
な
ら
ば
、
主
は
家

庭
分
野
と
な
ろ
う
。
開
隆
堂
出
版
の
情
報
が
役
に
立
つ
。

https://w
w
w
.kairyudo.co.jp/contents/02_chu/

katei/r3/sdgs.pdf

「
２　

飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
で
は
、「
現
在
、
世
界
の
人
口

は
増
え
続
け
て
お
り
、
穀
物
需
要
量
は
増
大
す
る
一
方
で
、

農
地
は
同
じ
よ
う
に
は
増
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
地
球
温
暖

化
に
よ
る
干
ば
つ
や
水
害
が
食
糧
生
産
や
価
格
に
影
響
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
料
自
給
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

飢
餓
を
な
く
す
目
標
の
た
め
の
取
組
を
理
解
し
ま
し
ょ

う
。」
と
い
う
目
標
が
示
さ
れ
、
子
ど
も
食
堂
、
地
産
地

消
、
日
本
の
食
品
ロ
ス
と
世
界
の
食
糧
援
助
量
、
食
料
自

給
率
の
国
際
比
較
、
Ｗ
Ｅ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
等
が
題
材
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
６　

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」
で
は
、「
世

界
で
は
、
今
も
安
全
な
水
と
衛
生
的
な
ト
イ
レ
を
確
保
で

き
て
い
な
い
地
域
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
人
間
が
使
え
る

淡
水
は
地
球
上
の
水
全
体
の
わ
ず
か
0.01
％
で
す
。
世
界
に

は
水
不
足
に
苦
し
ん
だ
り
、
汚
染
さ
れ
た
水
で
健
康
を
害

し
た
り
す
る
人
び
と
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り
、
水

を
汚
さ
ず
大
切
に
使
う
こ
と
を
理
解
し
ま
す
。」
と
い
う

目
標
の
下
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
、
洗
剤
の
量
と
汚
れ
落
ち
、
再
付
着
の
関
係
、
水
の

汚
染
を
防
ぐ
暮
ら
し
等
の
題
材
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

中
で
も
中
学
２
年
「
身
近
な
消
費
生
活
と
環
境
」、
中

学
３
年
「
環
境
や
社
会
を
変
え
る
消
費
生
活
を
考
え
よ

う
」
あ
た
り
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
紐
づ
け
易
い
だ
ろ
う
。

中
学
生
で
も
具
体
的
に
考
え
得
る
テ
ー
マ
を
挙
げ
る
。

①　

一
中
学
生
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
本
音
で
物

申
す
。
そ
も
そ
も
必
要
か
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。

②　

食
品
廃
棄
を
減
ら
す
た
め
に
自
身
に
何
が
で
き
る
か
。

③　

エ
シ
カ
ル
消
費
を
広
げ
る
た
め
に
、
各
家
庭
で
何
が

で
き
る
か
。

④　

居
住
地
域
の
人
口
減
少
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
民
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

⑤　

地
域
の
特
産
や
人
的
、
物
的
資
源
を
維
持
し
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

⑥　

地
域
の
伝
統
文
化
を
維
持
す
る
た
め
に
何
を
す
る
か
。

⑦　

居
住
地
域
の
第
一
次
産
業
を
衰
退
さ
せ
な
い
た
め
に
、

住
民
の
一
人
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
。

⑧　

ど
う
す
れ
ば
地
域
の
不
法
投
棄
を
減
ら
せ
る
か
。

⑨　

よ
り
い
っ
そ
う
住
み
や
す
い
地
域
に
し
て
い
く
た
め

に
、
必
要
な
こ
と
、
も
の
は
何
か
。

⑩　

ど
の
よ
う
な
消
費
行
動
を
す
れ
ば
環
境
負
荷
を
軽
減

で
き
る
か
。

多
様
な
考
え
を
出
さ
せ
、
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
集
団
で

検
討
し
て
い
く
形
で
、
是
非
授
業
し
て
み
た
い
。

埼玉県吉見町立吉見中学校　長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

教科別 SDGsで「討論になる」発問例（技術・家庭科）
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レ
ッ
ト
を
大
型
テ
レ
ビ
に
提
示
し
て
、

写
真
の
出
し
方
を
指
導
す
る
。

　
写
真
を
一
枚
選
ん
だ
後
、
編
集
機

能
を
選
択
す
る
と
、
ペ
ン
が
使
え
る
。

発
問  

こ
こ
は
何
色
で
す
か
？

と
写
真
を
見
せ
な
が
ら
聞
く
。

指
示  

線
を
引
っ
張
っ
て
、「
し

ろ
」
と
書
き
ま
す
。

指
示  

ま
ず
は
、
同
じ
よ
う
に
、

色
の
名
前
を
書
き
込
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

と
指
示
を
出
し
、
色
を
一
つ
だ
け
書

き
込
ま
せ
て
み
る
。
一
年
生
に
と
っ

て
は
ス
タ
イ
ラ
ス
ペ
ン
の
使
用
が
効

果
的
で
あ
る
。

　
全
員
が
書
き
込
め
た
こ
と
を
確
認

で
き
た
ら
、
他
の
特
徴
（
形
、
触
っ

た
感
じ
、
大
き
さ
、
動
き
な
ど
）
を

ど
ん
ど
ん
書
き
込
ま
せ
て
い
く
。

　
六
年
生
が
い
る
と
、
特
徴
に
つ
い

て
会
話
し
な
が
ら
作
業
で
き
る
。

　
教
科
書
で
は
、
知
ら
せ
た
い
も
の

の
絵
を
描
く
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
ん
ど
ん
一
人
一
台
端
末

を
使
っ
て
い
こ
う
。
六
年
生
と
ペ
ア

に
な
っ
て
学
習
さ
せ
る
こ
と
を
お
勧

め
す
る
。

指
示  

お
う
ち
の
人
に
知
ら
せ

た
い
も
の
を
見
付
け
て
、
写

真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。

　
前
時
ま
で
に
、
知
ら
せ
た
い
も
の

を
決
め
て
お
く
。
本
時
で
は
、
六
年

生
と
ペ
ア
を
つ
く
ら
せ
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
だ
け
を
持
っ
て
、
教
室
の
外

へ
行
か
せ
る
。
写
真
を
数
枚
撮
っ
た

ら
、
教
室
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
指

示
を
出
し
て
お
く
。

指
示  

写
真
を
一
枚
選
び
な
さ

い
。

　
可
能
で
あ
れ
ば
、
教
師
の
タ
ブ

一	

写
真
を
撮
る

二	

特
徴
を
書
き
込
む

しらせたいな、見せ
たいな
６年生と一緒に、端末を使って
写真を撮り、写真に直接特徴を
書き込んでいく。

1年指示  おうちの人に知らせたいもの
を見付けて、写真を撮りましょう。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

光村図書・１年下・P17-20

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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て
ね
。（
唱
え
方
を
順
に
一
緒
に

言
い
な
が
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
操
作
と

と
も
に
、
さ
く
ら
ん
ぼ
を
書
き
込

ん
で
い
く
）

　

式
の
み
で
取
り
組
む
。

指
示
２  

言
い
な
が
ら
、
今
先
生
が

書
い
た
よ
う
に
教
科
書
の

式
に
書
き
込
み
ま
す
。

　

二
時
間
扱
い
の
ペ
ー
ジ

だ
が
、
一
時
間
で
も
十
分

で
あ
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
、

具
体
物
の
操
作
を
さ
せ
る
。

【
唱
え
方
】

　

慣
れ
れ
ば（　

）内
も
省
略
可

①
（
１
）
も
っ
て
き
て
10

②
（
１
あ
げ
た
の
で
）残
り
は
３

③
10
と
３
で
13
で
す
。

　

あ
げ
た
残
り
と
す
る
方
が
、
分
け

る
よ
り
子
供
の
思
考
と
し
て
分
か
り

や
す
い
。
本
誌
二
〇
二
〇
年
七
月
号

の
「
向
山
型
に
挑
戦
」
の
木
村
氏
が

取
り
上
げ
た
向
山
氏
の
説
明
も
シ
ン

プ
ル
だ
。（
原
実
践
：
遠
藤
真
理
子
氏
）

説
明
１  

女
の
子
と
男
の
子
が
ど
ん

ぐ
り
を
ひ
ろ
っ
て
き
ま
し
た
（
問

題
を
教
師
が
範
読
し
、
子
供
た
ち

に
読
ま
せ
、
式
を
書
か
せ
る
）。

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
操
作
で
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
。

　

視
覚
的
に
さ
く
ら
ん
ぼ
と
一
致
さ

せ
る
に
は
、
百
玉
算
盤
よ
り
ブ
ロ
ッ

ク
が
適
し
て
い
る
。

説
明  

ど
ん
ぐ
り
が
ブ
ロ
ッ
ク
に
変

身
し
て
並
び
ま
す
。

発
問
１  

（
六
二
ペ
ー
ジ
の
二
番
め

の
図
を
示
し
な
が
ら
）
い
く
つ

も
っ
て
く
る
と
10
に
な
る
？（
１
）

そ
う
だ
ね
。
１
も
っ
て
き
て
10
。

発
問
2  

１
あ
げ
た
か
ら
、
残
り
は

い
く
つ
？
（
３
）
そ
う
だ
ね
。
１

あ
げ
た
の
で
残
り
は
３
。

発
問
３  

10
と
３
で
い
く
つ
？
（
13
）

10
と
３
で
13
で
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
を
操
作
す
る
た
び

に
さ
く
ら
ん
ぼ
を
書
き
加
え
る
。

指
示
１  
先
生
の
後
に
つ
い
て
言
っ

東京都大田区立雪谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

「たしざん」
アルゴリズムは、シンプルに整
理した方が、子供の思考に寄り
そえる。

東京書籍・１年②・P60-66

1年
Mathematics
算数発問１  いくつもってくると10になる？

　

� ①１もってきて10
発問２  １あげたから、残りはいくつ？
　

� ②１あげたので残りは３
発問３  10と３でいくつ？
　

� ③10と３で13です。
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①
「
う
ん
、
そ
う
な
ん
だ
。」

を
が
ま
く
ん
に
な
っ
た
つ
も

り
で
読
み
ま
す
。
練
習
し
ま

し
ょ
う
。

②
（
列
指
名
等
）
一
人
ず
つ
読

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
①
で
各
々
練
習
を
し
、
②
で
一
人

ず
つ
読
ん
で
点
検
を
す
る
。「
一
〇

点
満
点
で
○
点
で
す
」
と
評
定
し
て

い
く
と
、
子
供
た
ち
は
張
り
切
っ
て

読
む
。「
元
気
の
な
い
、
さ
み
し
そ

う
な
声
」
で
読
め
て
い
れ
ば
よ
し
と

す
る
。
こ
う
し
た
評
定
を
時
折
す
る

と
、
子
供
に
緊
張
感
を
も
た
せ
、
読

み
も
良
く
な
る
効
果
が
あ
る
。

　
他
に
、
か
た
つ
む
り
君
の
台
詞
の

役
わ
り
読
み
も
お
も
し
ろ
い
。

　「
す
ぐ
や
る
ぜ
。」
も
、
ゆ
っ
く
り

と
読
む
こ
と
で
、
か
た
つ
む
り
く
ん

の
様
子
が
想
像
で
き
る
。

　
こ
う
し
て
全
文
を
役
割
読
み
し
な

が
ら
、
登
場
人
物
の
行
動
や
心
情
を

想
像
す
る
と
楽
し
い
。

　「
お
手
紙
」
の
登
場
人
物
は
、
三
人

い
る
。「
か
え
る
く
ん
」「
が
ま
く
ん
」

「
か
た
つ
む
り
く
ん
」
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
誰
が
話
し
た
台

詞
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

と
指
示
を
出
す
。
そ
し
て
会
話
文
の

か
ぎ
か
っ
こ
の
上
に
、
か
え
る
く
ん

は
か
、
が
ま
く
ん
は
が
、
か
た
つ
む

り
く
ん
は
か
た
つ
む
り
と
書
か
せ
る
。

　
そ
の
後
、
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
ず
つ
、

丁
寧
に
点
検
す
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

で
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を
映
し
、
提
示

す
る
と
よ
い
。
視
覚
支
援
が
必
要
な

子
供
に
は
、
大
変
有
効
で
あ
る
。

　「
ど
う
し
た
ん
だ
い
、
が
ま
が
え
る

く
ん
。
き
み
、
か
な
し
そ
う
だ
ね
。」

は
、
か
え
る
く
ん
の
台
詞
で
あ
る
。

　
こ
の
次
に
「
う
ん
、
そ
う
な
ん

だ
。」
と
が
ま
く
ん
が
応
え
る
。

一	 �

誰
が
話
し
た
会
話
文
か
考
え
る

二	

役
割
読
み
を
評
定
す
る

「お手紙」の授業では、 
たっぷり音読の楽しさ 
を味わわせる
がまくんとかえるくんの役割読
みをしながら、２人の行動や心
情を想像する。

2年指示  がまくんとかえるくんの会話
文を、がまくんやかえるくんに
なったつもりで読みましょう。

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

光村図書・２年下・P12-23

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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こ
の
や
り
方
を「
上
り
」で
教
え
る
。

　
合
格
し
た
子
に
は
、「
下
り
」
を
自

分
で
練
習
し
て
く
る
よ
う
に
伝
え
る
。

　「
下
り
」
に
合
格
し
た
ら
ラ
ン
ダ
ム

に
問
題
を
出
し
て
や
る
。

　
ど
の
問
題
に
も
即
答
で
き
た
ら
、

「
マ
ス
タ
ー
プ
レ
ー
ト
」（
上
記
写
真
）

に
シ
ー
ル
が
与
え
ら
れ
「
三
の
段
マ

ス
タ
ー
」
と
な
る
。

　
マ
ス
タ
ー
は
「
上
り
」「
下
り
」
な

ら
、
教
師
と
同
じ
よ
う
に
他
の
子
に

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
ラ
ン
ダ
ム
だ
け
は
、
教
師
の
前
を

通
過
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
）

　
他
の
段
も
、
す
べ
て
こ
の
方
法
で

導
入
を
行
っ
た
。

　
マ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
後
も
、
毎
日

の
練
習
は
欠
か
せ
な
い
。

　
三
年
生
で
追
跡
調
査
を
行
っ
た
ら
、

七
の
段
で
詰
ま
る
児
童
が
二
名
い
た
が
、

一
〇
名
は
す
ら
す
ら
言
え
た
。
習
熟
度

は
ま
ず
ま
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
の
段
マ
ス
タ
ー
を
育
成

　
四
月
か
ら
毎
日
百
玉
そ
ろ
ば
ん
を

行
っ
て
き
た
。「
二
と
び
」「
五
と
び
」

に
は
慣
れ
て
い
る
の
で
、
二
の
段
、

五
の
段
の
習
熟
は
も
の
す
ご
く
速
い
。

私
の
学
級
で
は
三
の
段
が
最
初
の
壁

と
な
る
。
そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
を
発

動
す
る
。

①
　
教
師
の
後
に
つ
い
て
読
む

②
　
教
師
と
交
代
で
読
む

③
　
式
が
子
供
、
答
え
が
教
師

④
　
式
が
教
師
、
答
え
が
子
供

⑤�

　
少
し
ず
つ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な

が
ら
五
回
読
む

⑥
　
答
え
を
指
で
か
く
し
て
読
む

⑦
　
目
を
閉
じ
て
読
む

⑧�

　
ペ
ア
の
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
録

画
し
て
も
ら
う
（
秒
数
を
確
認
）

⑨�

　
タ
イ
マ
ー
機
能
を
使
っ
て
、
五

秒
以
内
に
言
え
る
よ
う
に
自
分
で

練
習
す
る

⑩�

　
教
師
の
テ
ス
ト
を
受
け
、
合
格

し
た
ら
サ
イ
ン
を
も
ら
う

三
の
段
で
シ
ス
テ
ム
を
作
る

山口県周防大島町立久賀小学校

奥
おく

田
だ

 嚴
よし

文
ふみ

かけ算の練習のシス
テム
自然に繰り返す「話す・聞く　
スキル」の暗唱方法。

啓林館・２年下・P18

2年
Mathematics
算数指示 「上り」「下り」は、マスターに

テストをしてもらってもいいですよ。

データはデジタルトークラインへ。
ラミネートして切り分けたプレートにセロテープで
ダブルクリップをはりつけます。
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は
い
き
ま
せ
ん
。

　

子
供
た
ち
と
や
り
と
り
し
な
が
ら
、

ロ
ー
マ
字
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
と
、

子
供
た
ち
も
楽
し
く
覚
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
空
書
き
指
導
に
も

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
根
っ
こ
ま
で
伸
ば
し
て
書
こ
う
」

　
「
花
か
ら
土
ま
で
伸
ば
し
て
書
こ

う
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
空
書
き
の
際

も
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
書
く
と

よ
い
。

　

左
記
Ｑ
Ｒ
に
ロ
ー
マ
字
の
四
線
に

花
の
イ
ラ
ス
ト
を
付
け
た
プ
リ
ン
ト

を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
（
参
考
：�

小
嶋
悠
紀
氏
海
外
視
察
の

知
見
を
得
て
作
成
）

　

ロ
ー
マ
字
を
書
く
際
、
四
線
に
合

わ
せ
て
長
さ
を
変
え
た
り
、
四
線
に

合
う
よ
う
に
書
い
た
り
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

特
に
小
文
字
は
、
ｇ
や
ｊ
、
ｙ
な

ど
、
第
三
線
よ
り
も
下
に
続
け
て
書

く
も
の
や
、
第
一
線
ま
で
伸
ば
し
て

書
く
ｂ
、
ｄ
な
ど
が
あ
り
、
間
違
え

や
す
い
。
こ
れ
ら
を
指
導
す
る
の
に
、

ロ
ー
マ
字
の
四
線
に
花
を
つ
け
、
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
せ
な
が
ら
指
導
す
る

方
法
が
あ
る
。

発
問
１  

小
文
字
のｇ
は
、
花
、
葉
、

土
、
根
、
ど
こ
ま
で
伸
び
て
い
ま

す
か
。

反
応
例  

根
っ
こ
ま
で
伸
び
て
い
ま

す
。

発
問
２  

小
文
字
の
ｂ
は
、
ど
こ
ま

で
伸
び
て
い
ま
す
か
。

反
応
例  

花
か
ら
土
ま
で
伸
び
て
い

ま
す
。

発
問
３  

小
文
字
の
ａ
は
、
ど
こ
に

書
き
ま
す
か
。

反
応
例  
葉
に
書
き
ま
す
。
花
ま
で

「ローマ字」
四線に一工夫加えることで、イ
メージを膨らませながら楽しく
覚えることができる。

3年発問  ローマ字ノートの４つの線に
花が咲きました。小文字のｇは、
花、葉、土、根、どこまで伸びて
いますか。

富山県富山市立針原小学校

加
か

藤
とう

 綾
あや

乃
の

光村図書・３年上・P124-128

Japanese
国語
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発
問
２  

次
、
サ
ッ
カ
ー
の
入
場
券

は
、
何
枚
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

指
示
５  

一
〇
〇
〇
の
束
が
二
〇
あ

り
ま
す
ね
。
イ
ラ
ス
ト
の
上
に
20

と
書
き
ま
し
ょ
う
。

　

同
様
に
、
他
の
束
に
も
書
き
こ
ま

せ
る
。
２
０
４
３
１
５
と
な
る
。

指
示
６  

先
生
に
続
い
て
読
み
ま
す
。

　
に
ー
ぜ
ろ
よ
ん
さ
ん
い
ち
ご
ー
。

　
こ
こ
で
、子
供
た
ち
か
ら
「
違
う
」

と
声
が
あ
が
る
。「
え
っ
違
う
の
？

何
と
読
め
ば
い
い
の
？　

そ
う
か
。

二
万
四
千
三
百
十
五
と
読
む
の
で
す

ね
」
と
確
認
す
る
。

指
示
７  

教
科
書
に
、
位
の
お
部
屋

の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
位
の

部
屋
に
数
字
を
書
き
こ
み
ま

し
ょ
う
。

　

日
常
経
験
か
ら
一
万
、
十
万
、
百

万
、
千
万
、
一
億
と
、
多
く
の
子
が

言
え
る
。
数
字
だ
け
で
な
く
位
取
り

表
と
合
わ
せ
て
指
導
す
る
と
、
分
か

り
や
す
く
な
る
。

発
問
１  

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
入

場
券
は
、
何
枚
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ラ
ス
ト
に
書
き
こ
ま
せ
、
数
と

対
応
さ
せ
る
。

指
示
１  

一
〇
〇
〇
の
束
の
入
場
券
、

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
九
つ
で
す

ね
。

　
　
イ
ラ
ス
ト
の
上
に
９
と
書
き
ま

す
。

指
示
２  

一
〇
〇
の
束
の
入
場
券
、

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
二
つ
で
す

ね
。

　
　
イ
ラ
ス
ト
の
上
に
２
と
書
き
ま

す
。

指
示
３  

一
〇
の
束
の
上
に
は
、
３

と
書
く
の
で
す
ね
。
１
の
束
も
や

り
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ラ
ス
ト
の
上
に
９
２
３
４
と
数

字
が
並
ん
で
い
る
状
態
に
な
る
。

指
示
４  

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
入
場
券
は

何
枚
で
す
か
。
九
二
三
四
枚
で
す

ね
。

　
　

次
に
、
そ
の
下
に
あ
る
サ
ッ

カ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
に
移
る
。
こ
ち

ら
の
方
が
、
数
が
大
き
く
難
し
い
。

神奈川県川崎市立小学校

田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき

「10000より大きい数」
数字だけで指導するのではなく、
イラストと位取り表とを対応さ
せる。

教育出版・３年上・P107

3年
Mathematics
算数指示  イラストに数字を書きこみま

しょう。
　　位取り表にも数字を書きこみま

しょう。

※教科書をもとにかき起こしました。
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指
示  

同
じ
よ
う
に
、
全
場
面
を

「
〜
し
た
兵
十
。」
と
い
う
形
で
要

約
し
な
さ
い
。

一
：
ご
ん
に
う
な
ぎ
を
ぬ
す
ま
れ
た

兵
十
。

二
：
母
の
そ
う
式
を
す
る
兵
十
。

三
：
い
わ
し
屋
に
ぶ
ん
な
ぐ
ら
れ
た

兵
十
。

四
：
加
助
に
相
談
す
る
兵
十
。

五
：
神
様
に
お
礼
を
し
よ
う
と
思
う

兵
十
。

六
：
ご
ん
を
う
っ
た
後
、
つ
ぐ
な
い

に
気
付
く
兵
十
。

指
示  

ご
ん
と
兵
十
の
要
約
を
見
比

べ
て
、
分
か
っ
た
こ
と
・
気
付
い

た
こ
と
・
思
っ
た
こ
と
を
書
き
な

さ
い
。
→
全
体
交
流
。

　

ご
ん
と
兵
十
の
す
れ
違
い
に
気
付

か
せ
る
。

発
問  

ご
ん
は
、
幸
せ
だ
っ
た
か
？

　
自
分
の
意
見
を
書
き
な
さ
い
。

　
文
を
根
拠
と
し
て
い
れ
ば
全
て
良

い
。

　

第
一
段
階
と
し
て
、
範
読
。
一
斉

読
み
。
交
代
読
み
（
教
師
と
子
供
・

男
女
な
ど
）
列
読
み
な
ど
、
様
々
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
た
く
さ
ん
読
ま

せ
る
。

　

登
場
人
物
を
確
定
す
る
。
そ
の
後
、

主
役
の
ご
ん
。
対
役
の
兵
十
を
確
認

す
る
。

指
示  

全
部
で
い
く
つ
の
場
面
に
分

か
れ
て
い
ま
す
か
。
ノ
ー
ト
に
数

字
を
書
き
な
さ
い
。（
六
）

指
示  

第
一
場
面
を
「
〜
し
た
ご

ん
。」
と
い
う
形
で
二
〇
字
以
内

に
要
約
し
な
さ
い
。

 

（
一
：
兵
十
の
と
っ
た
う
な
ぎ
を
ぬ

す
ん
だ
ご
ん
。）

指
示  

同
じ
よ
う
に
、
第
二
場
面
か

ら
第
六
場
面
ま
で
要
約
し
な
さ
い
。

二
：
い
た
ず
ら
を
後
悔
す
る
ご
ん
。

三
：
い
わ
し
や
く
り
や
松
た
け
で
つ

ぐ
な
う
ご
ん
。

四
：
兵
十
と
加
助
の
話
を
聞
く
ご
ん
。

五
：
神
様
の
仕
業
に
さ
れ
、
引
き
合

わ
な
い
ご
ん
。

六
：
兵
十
に
う
た
れ
た
ご
ん
。

ごんぎつね
主役のごん、対役の兵十のそれ
ぞれの立場から場面要約をする
ことで、２人のすれ違いを把握
させる。

4年指示①：�全部でいくつの場面に分か
れますか。

　　  六つの場面と確定した後

第一場面、「〜したごん。」という形
でまとめなさい。

　　  六つの場面毎にまとめた後

第一場面、「〜した兵十。」という形
でまとめなさい。

上「ごん」と下「兵十」と図にして
比較させる。

大阪府富田林市立大伴小学校

原
はら

田
だ

 朋
とも

哉
や

光村図書・４年下・Ｐ11-33

Japanese
国語
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８
の
上
に
「
ま
で
」
と
書
き

ま
す
。

　
「
ま
で
」
を
書
き
込
ま
せ
る
。

　
「
ま
で
」
の
一
つ
下
の
位
を
四

角
で
囲
み
ま
す
。

　

四
角
で
囲
ま
せ
る
。

　

四
角
か
ら
後
を
線
で
消
し
ま

す
。
線
を
引
い
た
と
こ
ろ
の
上

に
０
を
書
き
ま
す
。

　

四
角
で
囲
ん
だ
数
か
ら
後
ろ
の
数

は
、
全
て
０
に
な
る
。
あ
と
は
残
っ

た
28
と
い
う
数
字
が
28
の
ま
ま
か
、

29
に
な
る
の
か
判
断
す
る
だ
け
で
よ

い
状
態
に
な
る
。

　

四
角
で
囲
ん
だ
１
は
切
り
上

げ
で
す
か
？　

切
り
捨
て
で
す

か
？

　

切
り
捨
て
だ
か
ら
、
28
を
記
入
す

れ
ば
よ
い
。
最
後
に
、「
答
え
は
２

８
０
０
０
０
で
何
十
何
万
に
な
り
ま

し
た
ね
」
と
確
認
す
る
。

　
「
〇
ま
で
の
が
い
数
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
表
し
方
に
な
る
の

か
最
初
に
押
さ
え
る
。
線
で
消

さ
せ
る
等
の
作
業
に
よ
り
、
四

捨
五
入
す
る
数
を
限
定
し
、
分

か
り
や
す
く
す
る
。

　

教
科
書
に
「
２
８
１
４
２
８
を
一

万
の
位
ま
で
の
が
い
数
」
に
す
る
問

題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

問
題
文
の
「
一
万
の
位
ま

で
」
を
囲
み
ま
す
。
簡
単
に
言

う
と
、
答
え
は
何
十
何
万
と
い

う
表
し
方
に
な
り
ま
す
。

　

答
え
の
表
し
方
を
と
ら
え
さ
せ
る
。

〇
の
位
ま
で
と
は
ど
の
よ
う
な
言
い

方
に
な
る
の
か
、
端
的
に
押
さ
え
る
。

数
字
を
ノ
ー
ト
に
写
し
ま
す
。

　

２
８
１
４
２
８
と
い
う
数
字
を

ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

一
万
の
位
の
数
字
は
何
で
す
か
。

　

左
か
ら
二
番
目
の
８
で
あ
る
。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

見通しをもたせ、 
情報を限定する
がい数に表す時に子供がつまず
く要因は、答えのイメージがし
にくいことと、答えの数が大き
くなることである。

東京書籍・4年上・Ｐ124

4年
Mathematics
算数説明  答えは何十何万という表し方に

なります。
指示  四角から後を線で消します。
　　線を引いたところの上に０を書

きます。
発問  〇〇は切り上げですか？　切り

捨てですか？
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・�

半
分
を
黒
、
半
分
を
白
に
す
れ
ば

い
い
。

・�

黒
と
白
の
ス
ト
ラ
イ
プ
に
す
れ
ば

い
い
。

　

子
供
か
ら
出
な
け
れ
ば
、
教
師
が

紹
介
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
案
の
良
い
と
こ
ろ
は
何

で
す
か
。（
意
見
を
出
さ
せ
る
）

　

お
互
い
の
立
場
の
意
見
を
組
み
合

わ
せ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
両
方
の

意
見
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
か
考
え
る

と
お
互
い
が
気
分
良
く
な
り
ま
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
か
ら
、
次
の
話

題
を
提
示
す
る
。

　

ク
ラ
ス
で
お
楽
し
み
会
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

と
サ
ッ
カ
ー
で
、
真
っ
二
つ
に
分
か

れ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

　

先
程
と
同
様
に
考
え
さ
せ
る
。

・
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
に
す
る
。

・�

前
半
を
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
後
半
を

サ
ッ
カ
ー
に
す
る
。

　

相
手
の
立
場
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
。

　

光
村
「
よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
た

め
に　

意
見
が
対
立
し
た
時
は
」
で

あ
る
。

　

教
科
書
の
話
題
を
扱
う
前
に
、
簡

単
な
話
題
で
練
習
す
る
。
賛
成
・
反

対
に
割
れ
る
具
体
例
を
取
り
上
げ
る
。

発
問  

ク
ラ
ス
で
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

作
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。

色
は
黒
と
白
で
真
っ
二
つ
に
分

か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

良
い
で
し
ょ
う
か
。

指
示
１  

自
分
の
意
見
を
ノ
ー
ト
に

書
き
ま
す
。
後
で
考
え
が
変
わ
っ

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

指
示
２  

隣
同
士
で
ノ
ー
ト
を
見
せ

な
が
ら
意
見
を
伝
え
合
い
ま
す
。

指
示
３  

班
の
仲
間
に
自
分
の
意
見

を
伝
え
ま
す
。
全
員
が
伝
え
た

ら
、
質
問
や
反
対
意
見
な
ど
を
出

し
合
い
ま
す
。

　

多
く
は
黒
、
白
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良

い
理
由
が
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

も
し
、
折
衷
案
が
出
さ
れ
た
ら
、
教

師
が
取
り
上
げ
る
。

「よりよい学校生活の
ために　意見が対立
した時は」
教科書の内容の前に簡単な例を取
り上げることで子供は二者択一か
ら折衷案へと新たな考え方を知る。

5年発問  クラスでユニフォームを作ること
　�になったとします。色は黒と白で真っ

二つに分かれてしまいました。この
ような場合、どのようにすれば良い
でしょうか。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

光村図書・５年・P128-135

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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黒
板
に
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
発
表
さ
せ

た
あ
と
、
教
師
が
良
い
と
こ
ろ
を
取

り
上
げ
、
評
定
し
て
い
く
。

　

太
郎
君
が
書
い
た
解
き
方
を
指
で

指
し
な
が
ら
「
図
を
入
れ
た
人
？　

Ａ
と
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
」
と
い

う
よ
う
に
、
ど
こ
が
良
い
の
か
、
明

確
に
し
て
い
く
。

　

他
に
も
「
ま
ず
、『
次
に
』
と
書

い
た
人
？
」「
図
と
説
明
を
矢
印
で

結
ん
だ
人
？
」「
今
ま
で
習
っ
た
公

式
を
入
れ
た
人
？
」
と
一
つ
一
つ
取

り
上
げ
、
Ａ
を
追
加
さ
せ
て
い
く

（
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画

を
見
て
ほ
し
い
）。

　

子
供
た
ち
は
、
三
角
形
、
平
行
四

辺
形
、
台
形
で
同
じ
学
習
を
し
て
い

る
の
で
、
解
き
方
の
説
明
が
毎
日
毎

日
上
達
し
て
い
く
。

　

こ
の
後
、「
隣
同
士
で
説
明
を
し

合
い
っ
こ
し
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

黒
板
に
書
い
た
子
だ
け
説
明
力
を
付

け
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
員
に
説

明
力
を
付
け
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

　

面
積
を
求
め
さ
せ
る
。
い
き
な
り

公
式
を
扱
わ
な
い
。
向
山
洋
一
氏
の

実
践
に
あ
る
と
お
り
、
今
ま
で
習
っ

た
学
習
内
容
を
使
い
、
解
か
せ
て
い

く
。

　

例
え
ば
、
教
科
書
に
「
ひ
し
形
の

面
積
を
求
め
ま
し
ょ
う
。」
と
問
題

が
あ
る
。
教
師
が
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。

そ
し
て
指
示
す
る
。

　
「
ひ
し
形
の
面
積
を
求
め
ま
す
。

昨
日
も
言
い
ま
し
た
が
、
先
生

は
答
え
が
知
り
た
い
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
君
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
考
え
た
の
か
、
頭
の
中
が

知
り
た
い
の
で
す
」

　

子
供
た
ち
が
、
次
々
と
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
く
る
。
点
数
を
つ
け
て
い
く
。

　
「
こ
れ
は
い
い
！　

六
〇
点
」「
図

を
入
れ
た
ん
だ
な
ぁ
、
六
五
点
」
と

い
う
よ
う
に
評
定
す
る
。
六
〇
点
以

上
は
、
黒
板
に
書
か
せ
る
。

　

算
数
が
苦
手
な
太
郎
君
。
教
科
書

の
解
き
方
を
写
し
て
く
る
。
こ
れ
で

い
い
。
写
す
こ
と
も
大
事
な
勉
強
だ
。

山口県下関市立清末小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

面積
「どうして、その公式になるの
か」を考えさせる。

5年
Mathematics
算数指示  先生は君たちがどのように考え

たのか、頭の中が知りたいのです。

←「�面積」の授業�
ちょこっと動画
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発
問
５  

強
調
さ
れ
て
い
る
言

葉
が
あ
り
ま
す
。ど
れ
で
す
か
。

　
名
残
。「
か
な
」
の
切
れ
字
が
あ

る
た
め
。
辞
書
を
引
く
と
、
名
残
に

は
二
通
り
の
意
味
が
あ
る
。
①
物
事

の
最
後
。
終
わ
り
。
②
物
事
が
過
ぎ

去
っ
た
あ
と
に
、
そ
の
影
響
が
な
お

残
っ
て
い
る
こ
と
。
①
の
解
釈
な
ら

秋
、②
の
解
釈
な
ら
冬
の
到
来
と
な
る
。

発
問
６  

こ
の
俳
句
で
伝
え
た

い
テ
ー
マ
は
何
で
す
か
。

　
意
見
が
出
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
初
霜
を
見
た
の
で
し
ょ
う
。

一
口
に
「
秋
」
と
い
っ
て
も
、

時
期
に
よ
っ
て
、
見
ら
れ
る
風

景
は
様
々
で
す
。
こ
の
俳
句
は
、

秋
か
ら
冬
へ
の
変
わ
り
目
の
風

景
を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
子
規
が
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
俳
句
に
し
て
き
た
こ
と
を
、

複
数
の
俳
句
の
例
で
示
す
。

発
問
１  

季
語
は
ど
れ
で
す
か
。

　
鶏
頭
（
秋
）　
霜
（
冬
）

　
鶏
頭
と
は
、
秋
の
季
語
で
あ
る
。

子
供
た
ち
は
鶏
の
頭
だ
と
思
っ
て
し

ま
う
の
で
、
写
真
を
見
せ
、
秋
の
花

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

発
問
２  

季
節
は
い
つ
で
す
か
。

　
こ
の
俳
句
で
は
秋
と
冬
の
両
方
の

季
語
が
出
て
き
て
い
る
。
当
然
、
分

裂
す
る
。
季
節
を
検
討
す
る
た
め
に
、

い
く
つ
か
発
問
。

発
問
３  

話
者
は
鶏
頭
を
見
て

い
ま
す
か
、
霜
を
見
て
い
ま

す
か
。

　
ど
ち
ら
を
中
心
に
見
て
い
る
の
か

で
も
解
釈
は
分
か
れ
る
。

発
問
４  

鶏
頭
は
た
く
さ
ん
咲

い
て
い
ま
す
か
。
咲
い
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
よ
り
具
体
的
な
風
景
の
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
る
。

季節の言葉「秋深し」
「秋」といっても、初秋、晩秋と、
時期によって、見られる風景は
様々である。正岡子規は、季節
の移り変わりを俳句で表現した。
これが日本人の感性である。

6年　鶏頭に霜見る秋の名残かな
� 正岡子規

発問 この俳句で伝えたいテーマは
何ですか。

東京都江戸川区立松江小学校

三
み

浦
うら

 宏
ひろ

和
かず

光村図書・６年・P130-131

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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る
。
台
形
は
「（
上
底
＋
下
底
）
×

高
さ
÷
２
」
で
あ
る
。

　

公
式
通
り
に
求
め
よ
う
と
す
る
と
、

長
い
式
に
な
り
、
間
違
え
や
す
い
。

　

教
科
書
に
は
左
の
よ
う
な
問
題
が

登
場
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問

題
で
も
、
底
面
積

だ
け
を
求
め
さ
せ

る
の
で
あ
れ
ば
、

ク
リ
ア
し
や
す
く

な
る
。

　

三
角
形
や
台
形
、

複
合
面
積
の
求
め
方
が
怪
し
い
子
で

も
、
こ
の
単
元
で
復
習
し
て
面
積
を

求
め
ら
れ
る
。

　

苦
手
な
子
に
は
、
底
面
積
を
ノ
ー

ト
に
写
さ
せ
て
求
め
さ
せ
た
。

　
「
こ
れ
な
ら
分
か
る
」
と
言
っ
て
、

テ
ス
ト
で
も
、
こ
の
タ
イ
プ
の
問
題

を
正
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二�	

分
け
る
こ
と
で
底
面
積
が
複

雑
な
形
で
も
解
け
る

　

基
本
型
を
次
の
よ
う
に
し
た
。
底

面
が
半
径
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
円

柱
の
問
題
だ
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
全
員

が
無
理
な
く
取
り
組
め
て
い
た
。

　

教
科
書
の
公
式
は
次
の
通
り
。

　

底
面
積
×
高
さ

　

こ
の
ま
ま
行
う
と
、
ミ
ス
が
増
え

る
と
い
う
の
を
過
去
に
経
験
し
た
。

　

底
面
積
を
求
め
る
と
こ
ろ
で
間
違

え
る
子
が
出
る
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
底
面
積
が
台
形
だ
と
す

一	

分
け
る
こ
と
で
ミ
ス
が
減
る

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

角柱・円柱の体積は、
ステップを踏んで求
める
底面積だけをまず求めさせる。
それが複雑な形の体積を求める
ハードルを下げる。

東京書籍・６年・P121-125

6年
Mathematics
算数指示  底面積を求めなさい。 

高さをかけなさい。

まず、底面積を求める。
３×３×３．１４＝２８．２６
そして、高さをかける。
２８．２６×４＝１１３．０４
� １１３．０４㎤

※本文中の図は教科書をもとにかき起こしました。
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写
真
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
、

気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と

を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、

ノ
ー
ト
に
箇
条
書
き
し
な
さ
い
。

　

子
供
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
気
付

く
。

　

そ
の
中
で
、

　
「
な
ぜ
空
に
光
っ
て
い
る
も
の
が
浮

い
て
い
る
の
か
」

　
「
中
央
で
光
っ
て
い
る
の
は
何
な
の

か
」

な
ど
、
疑
問
を
書
い
た
子
を
思
い
切

り
褒
め
た
い
。

　

次
に
動
画
を
見
せ
る
。

　

こ
の
年
中
行
事
は
、
鶴
見
区
に
あ

る
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
で
行
わ
れ

て
い
る
「
み
霊
祭
り
」
の
様
子
で
あ

る
。

　

た
く
さ
ん
の
地
域
住
民
、
そ
し
て

地
域
外
か
ら
参
加
者
が
集
ま
る
。

　

中
央
で
踊
っ
て
い
る
の
は
総
持
寺

の
若
い
僧
侶
た
ち
。
巨
大
な
ス
ピ
ー

カ
ー
や
カ
ラ
フ
ル
な
照
明
に
よ
り
、

会
場
は
デ
ィ
ス
コ
会
場
の
よ
う
だ
。

　

一
番
人
気
の
曲
は
「
一
休
さ
ん
」。

何
度
も
ア
ン
コ
ー
ル
が
起
き
、
僧
侶

と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
踊
る
。

　
（
一
休
和
尚
は
臨
済
宗
だ
け
ど
…
）

　

別
の
写
真
を
見
せ
る
。

　

学
区
の
盆
踊
り
の
写
真
を
使
い
た

い
。
二
枚
の
写
真
を
見
せ
る
と
子
供

は
自
然
に
比
較
し
、
共
通
点
・
相
違

点
を
見
付
け
る
。

　
「
中
央
に
や
ぐ
ら
が
立
っ
て
い
る
」

　
「
提
灯
が
吊
る
し
て
あ
る
」

　
「
周
り
を
囲
ん
で
踊
っ
て
い
る
人
が

い
る
」

　

当
然
、
次
の
こ
と
に
気
付
く
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
参
加
者
が

少
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
り
、
年

中
行
事
の
対
象
が
地
域
か
ら
離
れ
、

県
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
子
供
に
身
近
な
素
材
を

生
か
し
た
い
。
地
域
の
方
々
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
活
動
を
さ
せ
た
い
。

　

そ
の
点
、
盆
踊
り
は
ど
の
地
域
で

も
行
っ
て
い
る
行
事
で
あ
る
。

　

地
域
の
盆
踊
り
と
、
県
の
風
流
踊

り
を
比
較
し
な
が
ら
、
継
承
し
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
に
迫
ら
せ
た
い
。

社会

２枚の写真から
「年中行事の継承」
に迫る
４年「伝統文化を受け継ぐ」 
２枚の写真を比較させるこ
とで、単元を貫く問題意識
をもたせることができる。

神奈川県横浜市立秋葉小学校

小
お

川
がわ

 幸
こう

一
いち

４年・全教科書対応

基礎・基本

Social studies
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と
っ
て
は
負
担
で
あ
る
こ
と
も
事
実
。

　

ぜ
ひ
、
解
決
方
法
に
つ
い
て
子
供

に
考
え
さ
せ
た
い
。

ど
う
す
れ
ば
、
親
た
ち
が
盆

踊
り
に
参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
か
。

　

子
供
か
ら
様
々
に
自
由
な
ア
イ
デ

ア
が
出
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
「
盆
踊
り
」
だ
が
、
も
と
も
と
は
、

東
ア
ジ
ア
一
帯
に
広
が
る
「
歌
垣
」、

今
で
い
う
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
が
源
流

で
あ
る
。
若
い
男
女
が
集
ま
り
、
歌

と
踊
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

そ
こ
に
仏
教
と
し
て
の
念
仏
踊
り

が
加
え
ら
れ
、
各
地
域
で
様
々
な
風

流
踊
り
と
し
て
発
展
し
た
。「
阿
波

踊
り
」
も
「
エ
イ
サ
ー
」
も
、
盆
踊

り
が
源
流
で
あ
る
。

　

二
〇
二
一
年
、
文
化
庁
は
世
界
無

形
文
化
遺
産
候
補
に
全
国
三
七
件
の

「
風
流
踊
り
」
を
挙
げ
た
。

　

私
た
ち
の
地
域
の
盆
踊
り
は
世
界

無
形
文
化
遺
産
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

地
域
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
盆
踊
り
で
あ
る
。
戦
中
に
中
止

に
な
り
つ
つ
も
、
ほ
と
ん
ど
が
戦
後

の
復
興
期
に
再
開
さ
れ
て
い
る
。「
み

霊
祭
り
」
と
同
じ
よ
う
に
「
慰
霊
」

と
「
平
和
」
へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
住
民
の
移
動
や
世
代
交

代
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の
一
体
感
を

つ
く
る
目
的
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

数
か
月
前
か
ら
会
議
を
も
ち
、
役

割
分
担
や
資
材
の
発
注
、
関
係
者
と

の
打
合
せ
を
行
い
、
祭
り
を
実
現
さ

せ
て
い
る
。
お
願
い
す
る
と
打
合
せ

資
料
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

資
料
と
し
て
扱
え
る
だ
ろ
う
。

　

困
っ
た
こ
と
は
な
い
か
聞
く
と
、

必
ず
、
次
の
問
題
が
出
さ
れ
る
。

若
い
世
代
（
つ
ま
り
子
供
に

と
っ
て
の
親
）
が
協
力
し
て
く

れ
な
い
。

　

若
い
世
代
に
地
域
の
運
営
に
参
加

し
て
ほ
し
い
が
、
忙
し
い
親
た
ち
に

　

三
日
間
で
一
〇
万
人
を
超
え
る
総

持
寺
の
「
み
霊
祭
り
」
で
あ
る
が
、

も
と
も
と
は
横
浜
大
空
襲
で
亡
く

な
っ
た
方
た
ち
の
慰
霊
が
目
的
で

あ
っ
た
。

一
九
四
五　

横
浜
大
空
襲

一
九
四
七　

み
霊
祭
り
開
始

　

戦
後
の
復
興
に
合
わ
せ
て
祭
り
は

盛
り
上
が
っ
て
い
く
が
、
そ
ん
な
と

き
あ
る
事
件
が
起
き
る
。

一
九
六
三　

旧
国
鉄
鶴
見
事
故

　

電
車
の
脱
線
に
よ
り
一
六
一
名
の

犠
牲
者
が
、
一
時
的
に
総
持
寺
に
運

ば
れ
た
。

　

境
内
に
並
ぶ
犠
牲
者
た
ち
。
僧
侶

た
ち
は
そ
の
成
仏
を
必
死
に
祈
っ
た

と
い
う
。

　

総
持
寺
で
は
、
今
で
も
毎
日
、
水

供
養
を
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
み

霊
祭
り
の
目
的
に
こ
の
事
件
の
犠
牲

者
へ
の
供
養
も
加
え
ら
れ
た
。
派
手

な
祭
り
の
前
に
追
悼
式
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。

　

地
域
の
盆
踊
り
に
つ
い
て
も
子
供

と
調
べ
て
い
く
。

　

町
内
会
長
・
自
治
会
長
、
地
域
の

お
年
寄
り
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と

様
々
な
事
を
教
え
て
く
れ
る
。

社会
Social studies

盆踊りの成り立ち
に迫る
４年「伝統文化を受け継ぐ」 
盆踊りの成り立ちに迫り、
問題点について子供と考え
ることで、自由なアイデア
をもたせる。

神奈川県横浜市立秋葉小学校

小
お

川
がわ

 幸
こう

一
いち

４年・全教科書対応

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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◆
挨
拶
を
ス
マ
ホ
で
済
ま
せ
て
い
る
。

⑵�　

対
応
法
を
出
さ
せ
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

発
問
２ 

美
奈
さ
ん
が
よ
い
使
い
方

を
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
り
ま
す
か
。

◆
ル
ー
ル
を
書
い
て
貼
っ
て
お
く
。

◆
親
の
見
て
い
る
前
で
使
う
。

◆
使
う
時
間
を
一
時
間
以
内
に
す
る
。

指
示
１ 

そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
書
い
た
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
、
指
名
な
し
で
次
々
と

発
表
さ
せ
る
。

⑶　

よ
り
よ
い
対
応
法
を
検
討
す
る

発
問
３ 

あ
な
た
は
、
ど
の
方
法
に

賛
成
で
す
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
を
総
合
的
に
判
断
し
、
よ
り

よ
い
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。
討
論

の
授
業
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

意
見
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
別
の

よ
り
よ
い
方
法
を
考
え
た
り
し
た
と

き
は
、
大
い
に
褒
め
る
。

て
正
し
い
活
用
方
法
を
身
に
付
け
て

い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
型
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
全
国
に
広
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２�	

「
本
当
に
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

を
授
業
す
る

〈
あ
ら
す
じ
〉
ス
マ
ホ
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
美
奈
は
、
両
親
と
「
必
要
な

と
き
だ
け
使
う
」
と
い
う
約
束
を
す

る
。
し
か
し
、
ス
マ
ホ
を
な
か
な
か

手
放
せ
ず
、
次
第
に
使
い
方
が
乱
れ

て
い
く
。
親
友
の
由
紀
は
ル
ー
ル
を

決
め
て
使
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

自
分
は
本
当
に
大
丈
夫
か
、
と
考
え

る
よ
う
に
な
る
話
で
あ
る
。

⑴　

問
題
点
を
確
認
す
る

　

登
場
人
物
を
確
認
し
た
あ
と
、
次

の
よ
う
に
問
う
。

発
問
１ 

美
奈
さ
ん
の
ス
マ
ホ
の
使

い
方
は
、
何
が
問
題
で
す
か
。

◆
使
う
時
間
が
長
い
。

◆
歩
き
ス
マ
ホ
を
し
て
い
る
。

１�	

「
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
教
育
」
を
主
流
に
！

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、

「
一
人
一
台
端
末
」
が
配
付
さ
れ
た
。

　

子
供
た
ち
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
世
界
と
接
続
さ
れ
る
機
会
が
、
急

激
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
、
教
師

は
子
供
た
ち
に
、
端
末
の
正
し
い
使

い
方
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、

デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
で
行
わ
れ
て
き
た

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
よ
う
に
、
情
報

の
影
の
部
分
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る

の
で
は
な
く
、「
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
を
前
提
に
、
ど
の
よ
う
な
使

い
方
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
」
を
多
面

的
・
多
角
的
に
考
え
、
議
論
を
通
し

デジタルシティズン
シップ教育をＴＯＳ
Ｓ型で授業する！
ＧＩＧＡスクール時代に必要
なのは、「積極的に活用する」
ことを前提とした、正しい使
い方教育である。

6年道徳

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

光文書院・６年�
P48-51�

「本当にだいじょうぶ？」
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　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践

　本単元では、「オリジナルカレーを発表し
よう」というゴールが設定されている。
TOSS型英会話をベースに、子供たちが話し
たくなる単元展開の工夫を紹介する。
１�　既習のダイアローグをつなげて、楽し
いやり取りにする

　教科書に掲載されているモデルは、「発表」
になっているため、「やり取り」の形に変える。

Ａ：What curry do you want to eat?
Ｂ：I want to eat pumpkin curry.
Ａ：Why?
Ｂ：Because the pumpkin is in season.
Ａ：Where is the pumpkin from?
Ｂ：The pumpkin is from Nagano ken.
Ａ：What color group?
Ｂ：The pumpkin is in the green group.

　ここに既習のダイアローグをつなげる。こ
の単元では、下記のダイアローグが使えると
考えた。

Do you usually eat pumpkin curry?
Do you like pumpkins?

　以上を合わせると、12文のダイアローグに
なる。新たな単元に入っても、既習を使って
いくことで、話す力が高まっていく。
２�　既習のダイアローグのイラストを使っ
て、フリートークを目指す

　ダイアローグをつなげるために、役に立つ
のが、「イラスト」である。

　「What curry do you want to eat?」を示す
イラストである。？マークが「What」、吹き
出しの中の食べているイラストは、「want to 
eat」を意味する。全て既習のため、これを
見せた時に、このダイアローグを指導してい
なくても言える子が出てくる。これは、加藤
心氏から学んだことである。加藤心氏は、「イ

ラストを使うことによって、ワーキングメモ
リの負荷を下げることができる。さらに高度
な言語活動を目指せる（文責・白鳥）」と主
張されている。どの子も１分間で12往復のや
り取りができるようになった。既習の「イラ
スト」を使ったおかげだと実感している。
３　「話したい！」と思える単元の導入
　前任校は、自校給食だった。栄養士の先生
に「子供たちが考えたオリジナルカレーを給
食で出してくれませんか」とお願いをした。
食育の点で快諾いただいた。第１時に「ぜひ、
最高学年の皆さんに人気で、栄養バランスの
良いカレーを考えてほしい」という栄養士の
先生からの依頼を動画で見せた。英語の授業
で１つのカレーを決め、実際に作っていただ
いた。給食当日には、全校にお昼の放送でオ
リジナルカレーを英語で紹介した。他学年の
子供や先生方からたくさん褒めてもらった。
子供たちはとてもうれしそうだった。

Unit 6
「Let’s think about 
our food.」既習のダ
イアローグをつないで、
楽しく会話をしよう！
１　既習のダイアローグを使おう！
２　イラストを使おう！
３�　「その話題について話したい！」
という導入を工夫しよう！

長野県長野市立篠ノ井東中学校

白
しら

鳥
とり

 友
とも

樹
き

東京書籍・P50-59

6年英語
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「Scratch」を 
授業する④
プログラムを見て動きが
イメージできる。思った
とおりに動かす（あるい
は動かさない）ためには、
どんな命令をすればいい
か、どんなふうにすれば
いいかを自分の言葉で説
明できる。これはプログ
ラミング的思考が優れて
いるということだ。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん まん

萬

「
日
本
語
」
に
翻
訳
し
た
。

　

研
究
授
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

校
内
の
先
生
が
参
観
し
て
い
た
。

　
「
周
り
を
見
て
ご
ら
ん
。
今
日
は

い
っ
ぱ
い
先
生
が
見
に
来
て
い
る
か

ら
聞
い
て
き
て
も
い
い
よ
」

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
「
周

り
の
大
人
に
聞
く
」
の
が
い
い
。

　
「
飛
行
機
」「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
な

発
問
４  

何
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
ょ
う
か
。

　

見
た
目
は
同
じ
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
」
だ
。
と
こ

ろ
が
「
英
語
」
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
当
て
ず
っ
ぽ
う

で
し
か
答
え
よ
う
が
な
い
。

　

そ
こ
で
左
側
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
だ
け

　

八
月
号
の
続
き
。

教科で
使える
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com
/jp/tello

　

中
国
の
深
セ
ン
で
開
発
さ
れ
た
有

名
な
ド
ロ
ー
ン
だ
。

　

小
型
の
ド
ロ
ー
ン
で
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ド
を
使
っ
て
操
作
で
き
る
。

Scratch 

な
ど
の
ア
プ
リ
を
使
い
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
簡
単
に
で
き
る
。

　

小
型
で
安
価
な
ド
ロ
ー
ン
は
た
く

さ
ん
あ
る
。

　
「
お
も
ち
ゃ
」
と
し
て
、
子
供
た
ち

に
も
い
ろ
い
ろ
使
わ
せ
る
と
い
い
。

　

た
だ
し
、
授
業
で
教
材
と
し
て
使

う
ド
ロ
ー
ン
に
は
次
の
機
能
が
必
要

だ
。子

供
た
ち
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

し
て
飛
ば
せ
る

　

ド
ロ
ー
ン
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
に

動
く
体
験
、
こ
れ
が
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
」
に
は
欠
か
せ
な
い
。

　

学
校
の
予
算
で
購
入
す
る
場
合
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
飛
ば
せ
る
ド

ロ
ー
ン
の
購
入
を
お
勧
め
す
る
。

　

十
二
月
号
へ
続
く
。

い
う
こ
と
だ
。

　

隣
近
所
と
相
談
さ
せ
た
後
、
一
人

の
子
供
を
指
名
し
た
。

　
「
離
陸
し
て
、
前
方
に
一
〇
〇
㎝
飛

ん
で
、
左
回
転
を
二
回
繰
り
返
し
て
、

後
方
に
一
〇
〇
㎝
飛
ん
で
、
着
陸
す

る
と
思
い
ま
す
」

　

説
明
で
き
た
こ
と
を
褒
め
、
本
当

に
イ
メ
ー
ジ
通
り
動
く
の
か
を
実
験

し
た
。

　

今
回
の
授
業
で
使
用
し
た
ド
ロ
ー

ン
は
次
の
も
の
だ
。

ト
イ
ド
ロ
ー
ン「TEELO

（
テ
ロ
）」

https://w
w
w
.ryzerobotics.

ど
相
談
す
る
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　

テ
ン
ポ
よ
く
数
名
指
名
し
た
。

　
「
ド
ロ
ー
ン
」

　

正
解
が
出
た
。

　

画
面
に
書
か
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
「
日
本
語
」
に
翻
訳
し
た
。

　

こ
れ
で
ド
ロ
ー
ン
を
動
か
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り

と
分
か
る
。

発
問
５  

ド
ロ
ー
ン
は
ど
ん
な

動
き
を
す
る
と
思
い
ま
す
か
。

　

こ
こ
で
変
化
を
付
け
た
。

　

今
ま
で
は
「
何
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

か
」
を
予
想
さ
せ
て
き
た
。

　
「
マ
リ
オ
ワ
ー
ル
ド
！
」

　

ド
ロ
ー
ン
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
と
確
定
し
た
上
で
「
動
き
方
」
を

予
想
さ
せ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
動
き
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
が
優
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

思
っ
た
と
お
り
に
動
か
す
（
あ
る

い
は
動
か
さ
な
い
）
た
め
に
は
、
ど

ん
な
命
令
を
す
れ
ば
い
い
か
、
ど
ん

な
ふ
う
に
す
れ
ば
い
い
か
を
自
分
の

言
葉
で
説
明
で
き
る
能
力
が
高
い
と

　学習指導要領対応　道徳・英語・プログラミングの授業実践
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音 楽
授 業 実 践
中 学 校 の

情景を思い浮かべ
ながら歌おう
（「早春賦」中学生の音楽
２・３下　教育芸術社）
限られた時間の中で、曲
への理解を深め、音楽表
現に生かす。10～15分
程度の指導を毎時繰り返
し、指導内容の焦点化と
深化を図る。

兵庫県神戸市立魚崎中学校

大
おお

鳥
とり

 真
ま

由
ゆ

香
か

指
示 

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
の
リ
フ

レ
イ
ン
。
お
う
ち
の
方
に
「
勉
強

し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
、
挙
手
。

発
問 

お
う
ち
の
方
の
言
い
方
は
一

回
目
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
き
ま
す
か
。

　
（
大
き
く
な
る
、
怖
く
な
る
）

指
示 

こ
の
曲
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
楽
譜
か
ら
探
し
ま
す
。

　
（
弱
く
な
っ
て
い
る
、
ｐ
に
な
る
）

発
問 

ど
う
し
て
「
早
春
賦
」
は
こ

の
よ
う
な
強
弱
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
。
自
分
の
考
え
を
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

書
け
た
生
徒
か
ら
、
発
表
さ
せ
る
。

四
時
間
目
　
音
楽
表
現
に
生
か
す

　

三
時
間
目
の
強
弱
の
違
い
に
つ
い

て
振
り
返
り
、
技
術
指
導
を
行
っ
た

上
で
、
リ
フ
レ
イ
ン
の
部
分
の
み
歌

唱
テ
ス
ト
を
行
う
。

　

テ
ス
ト
中
は
、
よ
い
表
現
を
聴
き

と
る
よ
う
に
指
示
し
、
そ
の
表
現
を

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る
。

　

一
月
か
ら
順
に
挙
手
さ
せ
る
。

説
明 

「
立
春
」
か
ら
春
が
始
ま
る

と
さ
れ
ま
す
。
立
春
は
二
月
初
め

で
す
。

発
問 

ど
の
よ
う
な
気
候
で
す
か
。

　
（
寒
い
、
雪
が
降
る
、
暖
か
く
な
い
）

発
問 

歌
詞
に
は
何
と
書
い
て
あ
り

ま
す
か
。

　
（
風
の
寒
さ
や
、
雪
の
空
）

指
示 

「
早
春
賦
」
の
歌
詞
を
一
言

に
ま
と
め
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
発
表
さ
せ
る
。

指
示 

歌
詞
の
情
景
が
思
い
浮
か
ぶ

よ
う
に
歌
い
な
さ
い
。

三
時
間
目
　
強
弱
の
違
い

　

お
手
合
わ
せ
や
指
揮
な
ど
、
様
々

な
方
法
で
歌
わ
せ
る
。
最
後
に
楽
譜

を
指
で
な
ぞ
り
な
が
ら
歌
わ
せ
る
。

説
明 

同
じ
歌
詞
が
二
回
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

指
示 

そ
の
歌
詞
を
言
い
な
さ
い
。

　
（
時
に
…
）

説
明 
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
す
こ
と

を
「
リ
フ
レ
イ
ン
」
と
言
い
ま
す
。

一
時
間
目
　
楽
曲
に
親
し
む

指
示 

聴
き
ま
す
。

　
「
早
春
賦
」
の
範
唱
を
聴
か
せ
る
。

指
示 

ハ
ミ
ン
グ
で
歌
い
ま
す
。

　
「
ロ
」
の
み
で
歌
う
、
小
さ
な
声
で

歌
う
、
隣
の
人
に
聞
こ
え
る
声
で
歌

う
、
な
ど
、
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し

で
何
度
も
歌
わ
せ
る
。

指
示 

曲
に
合
わ
せ
て
お
手
合
わ
せ
。

　

二
人
組
を
つ
く
り
、
拍
に
合
わ
せ

て
お
手
合
わ
せ
を
行
う
。

二
時
間
目
　
歌
詞
の
内
容
理
解

　

好
き
な
フ
レ
ー
ズ
歌
い
、
ペ
ア
で

交
互
歌
い
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
歌

わ
せ
る
。

指
示 

歌
詞
を
読
み
ま
す
。

　

早
春
賦
の
歌
詞
を
提
示
し
、
音
読

を
行
う
。

指
示 
皆
さ
ん
が
歌
詞
、
先
生
が
訳
。

Ｓ
：（
歌
詞
）

Ｔ
：
春
と
は
名
前
ば
か
り
で

指
示 

一
行
ず
つ
。

Ｓ
：（
歌
詞
）

Ｔ
：�

春
と
は
名
前
ば
か
り
で
、
な
ん

と
風
が
強
い
こ
と
か

発
問 

季
節
は
い
つ
で
す
か
。

　

春
、
夏
、
秋
、
冬
と
挙
手
さ
せ
る
。

説
明 

「
春
と
は
名
前
ば
か
り
」
と

あ
る
の
で
、
春
と
言
え
ま
す
。

発
問 

春
と
は
何
月
の
こ
と
で
す
か
。
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社 会
授 業 実 践
中 学 校 の

１人１台端末を使
用して選挙シミュ
レーションを行う
（「新しい社会　公民」東
京書籍）
新教科書のデジタルコン
テンツを活用し、端末の
操作に慣れさせる。

福島県南会津町立田島中学校

上
うえ

野
の

 一
かず

幸
ゆき

め

て
、

計
算
が

合
っ
て

い
た
か

確
か
め

な
さ
い
。

　
上
の
表

と
同
じ
に

な
っ
て
い

れ
ば
正
解

で
あ
る
。

発
問
２ 

こ
れ
を
基
に
、
定
数
を
各

政
党
に
配
分
し
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
三
名
ま
で
当
選
と
な
り
ま

す
。
当
選
者
が
出
た
政
党
名
を
す

べ
て
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　「
さ
く
ら
党
」（
二
議
席
）
と
「
ひ

ま
わ
り
党
」（
一
議
席
）
で
あ
る
。

指
示
７ 

最
終
的
に
、
当
選
し
た
人

は
誰
で
す
か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画

面
を
進
め
て
確
認
し
な
さ
い
。

　
名
簿
順
に
当
選
と
な
る
こ
と
を
押

さ
え
さ
せ
て
、
当
選
者
を
確
認
す
る
。

し
て
、「
新
し
い
社
会　

公
民
」

と
い
う
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
す
。

指
示
４ 

そ
の
中
の
、
八
一
頁
「
公

民
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ　

選
挙
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
タ
ッ
プ
し

ま
す
。
大
選
挙
区
制
か
ら
順
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
大
選
挙
区
制
、
小
選
挙
区
制
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

せ
る
。
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
タ
ッ

プ
し
て
い
く
だ
け
で
、
誰
が
当
選
す

る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
比
例
代
表
制
は
、
ド
ン

ト
式
の
計
算
が
必
要
と
な
る
。

　
比
例
代
表
制
は
、
ド
ン
ト
式
の
計

算
を
し
な
い
と
、
当
選
者
が
分
か
り

ま
せ
ん
ね
。

指
示
５ 

ま
ず
、
教
科
書
の
表
を

使
っ
て
計
算
し
ま
す
。
各
党
の
得

票
数
を
一
で
割
り
、
そ
の
答
え
を

表
に
書
き
こ
み
な
さ
い
。

　
一
で
割
っ
た
時
の
答
え
を
全
体
で

確
認
し
、
残
り
の
欄
も
計
算
さ
せ
る
。

指
示
６ 
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
進

１	�

日
本
の
選
挙
制
度
の
種
類
を

確
認
す
る

　
教
科
書
、
八
一
頁
。
日
本
の
選
挙

制
度
。
選
挙
で
代
表
者
を
選
ぶ
仕
組

み
を
選
挙
制
度
と
い
い
ま
す
。

指
示
１ 

主
な
選
挙
制
度
を
三
つ
探

し
て
、
教
科
書
本
文
に
丸
を
付
け

な
さ
い
。

　「
小
選
挙
区
制
」「
大
選
挙
区
制
」「
比

例
代
表
制
」
で
あ
る
。

発
問
１ 

小
選
挙
区
制
と
は
、
ど
の

よ
う
な
制
度
で
す
か
。
本
文
を
参

考
に
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　「
一
つ
の
選
挙
区
で
一
人
の
代
表
を

選
ぶ
制
度
」
で
あ
る
。

指
示
２ 

大
選
挙
区
制
、
比
例
代
表

制
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

　「
一
つ
の
選
挙
区
か
ら
二
人
以
上
を

得
票
の
多
い
順
に
選
ぶ
制
度
」、「
得

票
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
議

席
数
を
決
め
る
制
度
」
と
な
る
。

２	�

端
末
を
使
っ
て
選
挙
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

　
実
際
に
、
ど
の
よ
う
に
当
選
者
が

決
ま
る
の
か
、「
選
挙
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

指
示
３ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
出
し
な
さ

い
。
教
科
書
五
頁
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
か
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

稲
妻
に
へ
な
へ
な
橋
を
渡
り
け
り
（
小
林
一
茶
）

精
密
に
読
ま
せ
る
発
問
と
、
自
由
に
発
想
さ
せ
る
発
問
と
を
織
り
交
ぜ
て
授
業
す
る
。

国語
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埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

一　

ま
ず
は
自
力
で
解
釈
す
る

　

中
学
三
年
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
句
で
あ

る
。
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
が
幾
つ
か
あ
る
。

　

ま
ず
は
自
力
で
ど
れ
だ
け
「
読
め
る
」
か
、

を
大
切
に
し
た
い
。

　

普
段
の
読
書
で
は
い
ち
い
ち
「
調
査
」
や

「
研
究
」
を
し
な
い
。
そ
の
場
で
、
瞬
時
に
解

釈
し
て
先
へ
進
む
は
ず
だ
。

　

国
語
の
授
業
は
、
こ
の
瞬
時
の
解
釈
力
を
育

む
営
み
の
一
つ
で
あ
る
。

　

教
師
も
ま
た
、
ま
ず
は
何
に
も
依
ら
ず
、
自

力
で
分
析
及
び
批
評
を
し
て
み
る
。
そ
の
上
で

教
材
研
究
を
し
、
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
授
業

の
形
に
組
み
立
て
る
の
で
あ
る
。

　

私
が
瞬
時
に
突
っ
込
ん
だ
の
は
以
下
の
五
点

で
あ
る
。

①�　
「
稲
妻
に
」
を
「
稲
妻
や
」
に
代
え
る

と
句
意
が
ど
う
変
わ
る
か
。

②�　

渡
っ
た
と
い
う
事
実
に
感
動
し
て
い

る
が
、
ど
う
い
う
状
況
設
定
か
。

③�　

誰
が
、
何
が
橋
を
渡
っ
た
の
か
。

④�　
「
へ
な
へ
な
」
は
何
に
係
る
か
。

⑤�　

話
者
に
と
っ
て
初
の
体
験
か
否
か
。

　

こ
の
五
点
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
解
釈
を

仮
決
定
し
た
の
ち
、
挑
戦
者
の
レ
ポ
ー
ト
を
読

ん
だ
。

　

②
と
⑤
は
誰
も
指
摘
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

他
は
複
数
名
が
言
及
し
て
い
た
。
と
い
う
こ

と
は
、
一
般
的
な
論
点
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
般
的
な
の
が
悪
い
、
と
い
う
意
味
で
は
な

い
。
子
供
相
手
の
授
業
な
ら
ば
、
基
礎
的
基
本

的
な
内
容
を
扱
い
、
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
と
り

わ
け
重
要
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
た
と
え
ば
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
等

で
授
業
や
発
表
を
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
一
般
的

な
内
容
だ
け
で
は
足
り
な
い
。

　

誰
も
考
え
つ
か
な
い
論
点
を
、
角
度
の
つ
い

た
発
問
で
え
ぐ
り
出
し
、
参
加
者
の
表
面
的
な

理
解
や
思
い
込
み
を
ひ
っ
く
り
返
す
。
そ
う
い

う
授
業
が
求
め
ら
れ
る
。

　

向
山
洋
一
先
生
の
授
業
は
ま
さ
に
そ
の
典
型

で
あ
る
。

二　

問
題
提
起
性
の
あ
る
授
業
を
創
る

　

他
と
は
異
な
る
解
釈
を
基
に
授
業
し
た
人
た

ち
が
い
る
。

　

ま
ず
は
長
野
県
の
大
川
雅
也
氏
だ
。

発
問
４  

へ
な
へ
な
し
て
い
る
の
は
、
橋
か
、

人
か
。

補
助
発
問  

①
へ
な
へ
な
な
橋
と
は
何
か
。

　

②
へ
な
へ
な
な
人
と
は
ど
ん
な
人
か
。

　

補
助
発
問
を
し
た
上
で
、「
橋
」
か
「
人
」

を
書
か
せ
、
理
由
を
書
か
せ
る
。
理
由
が
一
つ

で
も
書
け
た
ら
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。

向山型に挑戦！
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　

気
に
な
る
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
こ
の
解

釈
だ
と
「
渡
り
け
り
」
の
必
然
性
が
薄
ま
る
点

だ
。
も
う
一
つ
は
、「
稲
妻
」
は
も
と
も
と
「
稲

の
夫
」
で
あ
り
、
古
来
「
夫
」
や
「
妻
」
は
男

女
関
係
な
く
相
手
を
呼
ぶ
た
め
の
呼
称
で
あ
っ

た
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
思
わ
ず
「
へ

な
へ
な
」
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
「
妻
」
と

は
一
体
、
ど
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
存
在
な
の
か
。

想
像
が
膨
ら
む
。

　

最
後
に
静
岡
の
鈴
木
美
恵
子
氏
で
あ
る
。

発
問
９  

橋
を
渡
る
と
は
、
た
と
え
、
象
徴

で
す
。
何
を
表
し
て
い
ま
す
か
。

　
（
人
生
、
困
難
が
あ
っ
て
も
、
前
に
進
ん
で
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
）

　

こ
の
よ
う
に
自
由
な
解
釈
を
言
わ
せ
る
場
を
、

授
業
の
最
後
に
設
け
る
の
も
良
い
。
も
ち
ろ
ん

正
解
は
な
い
と
告
げ
て
、
で
あ
る
。

そ
れ
を
よ
け
な
が
ら
渡
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

中
三
特
別
支
援
学
級
で
の
授
業
で
あ
る
。
子

供
か
ら
「
稲
妻
形
」
の
解
釈
が
出
る
の
が
良
い
。

自
由
に
発
想
し
、
平
等
に
意
見
が
言
え
る
場
を

保
障
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
解
釈
も

あ
な
が
ち
間
違
い
と
は
言
え
な
い
。
文
芸
の
曖

昧
さ
を
楽
し
む
境
地
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
長
崎
県
の
岩
永
将
大
氏
だ
。

（
４
）
こ
の
俳
句
の
解
釈

　

よ
っ
て
、
こ
の
俳
句
は
、
天
候
の
「
稲
妻
」

に
「
へ
な
へ
な
」
し
て
い
る
様
子
を
謳
っ
た
句

で
は
な
い
。「
稲
妻
」
は
「
妻
」
を
表
し
て
い
る
。

い
つ
も
は
、
周
り
の
（
マ
マ
）
偉
そ
う
に
し
て

い
る
男
が
、
そ
の
妻
の
前
「
に
」
な
る
と
、
弱

弱
し
く
な
る
様
子
を
小
馬
鹿
に
し
て
謳
っ
た
句

で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
と
す
る
と
、
橋
は
、

「
端
」
と
掛
か
っ
て
い
て
「
端
を
渡
る
」
と
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
は
小
学
生
に

は
授
業
が
で
き
な
い
。

　

面
白
い
解
釈
だ
。
こ
う
い
う
意
見
が
次
々
と

出
さ
れ
る
教
室
が
理
想
だ
。

指
示
３  

討
論
し
な
さ
い
。（
略
）

説
明
１  

「
へ
な
へ
な
橋
（
ば
し
）」
と
あ
る

の
で
、「
橋
」
は
確
定
で
す
。
そ
の
上
で
、「
人
」

も
へ
な
へ
な
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
ね
。

説
明
２  

一
茶
が
、
こ
の
句
と
ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
詠
ん
だ
句
で
す
。

　

討
論
を
通
し
て
「
へ
な
へ
な
橋
」
と
い
う
特

定
の
橋
を
渡
っ
た
、
と
い
う
解
釈
を
固
め
る
展

開
だ
。
面
白
い
。
た
だ
し
、
確
定
は
で
き
ま
い
。

　

続
い
て
、
福
井
県
の
村
上
睦
氏
で
あ
る
。

発
問
７  

普
通
な
ら
ば
、「
稲
妻
や
へ
な
へ
な

橋
を
渡
り
け
り
」
と
な
る
の
で
は
な
い
で
す

か
？　

な
ぜ
「
稲
妻
に
」
な
の
で
し
ょ
う
？

　

こ
こ
で
、
一
名
が
「
稲
妻
形
（
ジ
グ
ザ
グ
）

に
歩
い
て
い
る
」
と
い
う
解
釈
を
言
っ
た
。

発
問
８  

で
は
、
な
ぜ
「
稲
妻
に
（
ジ
グ
ザ

グ
に
）」橋
を
渡
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

一
名
が
、「
橋
に
穴
が
あ
い
て
い
る
か
ら
だ
」

と
言
っ
た
。
こ
れ
は
な
か
な
か
面
白
い
。「
へ

な
へ
な
ば
し
」
だ
と
す
る
と
、
橋
が
古
く
て
あ

ち
こ
ち
に
穴
が
あ
い
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
、

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ



50

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 顧問

「
好
き
な
こ
と
」
を
算
数
の
学
習
に
生
か
す

子
供
の
世
界
に
教
師
が
入
っ
て
い
く
。

１　

子
供
の
世
界
に
入
り
、
親
の
味
方
に
な
る

　

平
成
二
二
年
八
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
宮
尾

ド
ク
タ
ー
と
教
員
の
研
究
会
」。
毎
回
、
事
例

検
討
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
宮
尾
ド
ク

タ
ー
が
助
言
す
る
。
一
つ
一
つ
の
事
例
は
具
体

的
に
は
異
な
る
が
、
宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
事
例
へ

の
助
言
に
は
共
通
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。

①　

子
供
の
世
界
に
教
師
が
入
っ
て
あ
げ
る
。

②　

保
護
者
の
味
方
と
な
り
励
ま
し
続
け
る
。

２　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
の
二
つ
の
助
言
を
生
か
す

　

こ
の
二
つ
の
助
言
は
特
別
支
援
学
級
を
担
任

し
て
も
通
常
の
学
級
を
担
任
し
て
も
、
常
に
意

識
し
て
子
供
・
保
護
者
の
対
応
に
生
か
し
て
き

た
。
ど
ん
な
子
供
で
も
、
ど
ん
な
保
護
者
で
も
、

こ
の
二
つ
の
助
言
を
大
切
に
し
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
、
必
ず
事
態
を
良
い
方
へ
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
。

　
「
電
車
が
好
き
」
と
い
う
こ
と
を
算
数
の
学

習
に
生
か
す

　

特
別
支
援
学
級
を
担
任
し
て
い
た
時
、
自
閉

症
の
Ａ
さ
ん
を
担
当
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
「
電
車

が
好
き
」
だ
っ
た
。
電
車
に
つ
い
て
よ
く
Ａ
さ

ん
と
会
話
を
し
た
。
Ａ
さ
ん
と
鉄
道
の
図
鑑
を

一
緒
に
見
た
り
、
鉄
道
の
名
前
を
共
に
調
べ
た

り
も
し
た
。
Ａ
さ
ん
が
好
き
な
電
車
の
世
界
に

教
師
か
ら
入
っ
て
い
く
事
で
、
Ａ
さ
ん
と
関
係

性
が
構
築
で
き
た
。

　

そ
ん
な
時
、
算
数
の
計
算
の
学
習
で
、
普
通

に
計
算
す
る
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
し
な
い
Ａ

さ
ん
へ
の
対
応
と
し
て
、「
電
車
」
と
計
算
を

結
び
つ
け
て
学
習
を
進
め
る
こ
と
を
思
い
つ
き

指
導
し
て
み
た
。
算
数
の
問
題
内
容
を
電
車
に

関
す
る
問
題
に
し
て
み
た
。
す
る
と
、
Ａ
さ
ん

は
進
ん
で
楽
し
く
取
り
組
み
、
算
数
の
学
習
に

参
加
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
通
常
の
学
級
を
担
任
し
て
い
た
時
、

同
様
に
電
車
が
好
き
な
Ｂ
さ
ん
が
い
た
。
か
け

算
九
九
カ
ー
ド
、
か
け
算
九
九
の
表
、
か
け
算

九
九
の
歌
な
ど
を
使
っ
て
も
か
け
算
九
九
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
保
護
者
が
と
て
も

困
っ
て
い
る
と
相
談
を
受
け
た
。

　

そ
こ
で
、
電
車
の
か
け
算
九
九
表
を
自
作
し
、

Ｂ
さ
ん
と
保
護
者
に
渡
し
た
。
す
る
と
、
進
ん

で
か
け
算
九
九
に
取
り
組
み
、
１
～
９
の
段
全

て
の
か
け
算
九
九
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お 
益ま

す

知と
も�

構
成
：
神
奈
川
県
公
立
小
学
校　

金か
ね

子こ 

史ふ
み

医師・研究者の目から見た特別支援教育
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発達凸凹のある子供のアセスメントスキル12＆12の対応法

　

書
字
に
困
難
性
が
あ
る
子
供
は
、

ど
の
教
室
に
も
い
る
。今
回
は
、ワ
ー

キ
ン
グ
メ
モ
リ
に
課
題
の
あ
る
子
供

で
な
く
、
真
の
意
味
で
「
書
く
こ
と

に
困
難
性
の
あ
る
子
供
」
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
に
す
る
。

１	
�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
７

書
き
の
困
難
性
を
こ
う
見
抜
く

①�

　
明
ら
か
に
ふ
ざ
け
て
い
な
い
の

に
文
字
が
整
わ
な
い

　

書
字
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
子
供

を
目
の
前
に
す
る
と
、「
丁
寧
さ
に

欠
け
る
」「
集
中
し
て
書
い
て
い
な

い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
う
先

生
方
が
ま
だ
い
る
。

　

そ
う
で
は
な
く
、「
書
け
な
く
て

困
っ
て
い
る
」
の
だ
。

　

真
剣
に
書
い
て
い
て
も
、
書
字
が

整
わ
な
い
の
だ
。

②�

　
書
こ
う
と
し
な
い
、
書
く
時
に

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

　

書
字
に
困
難
性
の
あ
る
子
供
は
、

そ
も
そ
も
書
字
を
嫌
が
る
傾
向
が
あ

る
。

　

書
く
こ
と
に
抵
抗
を
示
し
て
い
た

り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
し
て
い
る
場

合
、
書
字
に
困
難
性
を
抱
え
て
い
る

場
合
が
多
い
の
だ
。

③
　
枠
内
を
大
き
く
は
み
出
す

　

こ
れ
も
特
徴
的
だ
。
ど
う
頑
張
っ

て
も
マ
ス
目
の
枠
内
を
大
き
く
は
み

出
し
て
し
ま
う
。

④�

　
文
字
自
体
が
震
え
て
い
る
・
最

後
が
止
ま
ら
ず
に
流
れ
る

　

書
字
自
体
が
震
え
て
い
る
の
は
、

日
々
の
ノ
ー
ト
を
見
る
こ
と
で
ア
セ

ス
メ
ン
ト
で
き
る
。
そ
の
時
に
「
文

字
の
最
後
が
漢
字
の
払
い
の
よ
う
に

流
れ
る
」
状
態
が
あ
る
か
も
見
て
お

こ
う
。

２	
�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
対
応
へ

①
　
ま
ず
は
鉛
筆
を
濃
く
す
る

　

書
字
の
多
く
は
、「
粗
大
運
動
や

微
細
運
動
」
に
そ
も
そ
も
の
課
題
が

あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
そ
こ
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
よ
う
と
す
る
と
、

難
し
い
場
合
が
多
い
の
だ
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
、
本
人
た
ち
の
周

り
の
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
、
改
善

が
見
ら
れ
な
い
か
を
支
援
し
て
い
く
。

　

一
つ
は
鉛
筆
の
濃
さ
だ
。
Ｂ
４
以

上
の
も
の
を
持
た
せ
る
こ
と
で
筆
圧

を
補
助
で
き
る
。
低
学
年
の
子
供
で
、

そ
れ
も
難
し
い
場
合
は
、「
ト
レ
ー

書
字
の
困
難
性
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
対
応

苦
手
な
と
こ
ろ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
な
く
、
支
援
ツ
ー
ル
導
入
で
支
え
る
。

ス
く
ん
」

※
１

な
ど
「
鉛
筆
以
外
の
も

の
で
学
習
さ
せ
る
」
の
も
効
果
的
だ
。

②�

　
書
字
を
補
助
す
る
支
援
ツ
ー
ル

を
使
う

　
「
カ
ラ
ー
マ
ス
ノ
ー
ト
」

※
２

は
、

ま
す
が
四
色
に
分
か
れ
て
お
り
、「
空

間
認
知
で
書
字
が
困
難
な
子
供
」
に

と
て
も
効
果
が
あ
る
。

　
「
で
き
る
び
よ
り
」
と
い
う
サ
イ
ト

（https://dekirubiyori.com

）
に
あ

る
「
凸
凹
書
字
教
材
シ
ー
ト
」
は
、

ま
す
を
は
み
出
し
て
し
ま
う
子
供
に
、

と
て
も
効
果
が
あ
る
。

　

ま
た
、
鉛
筆
の
持
ち
方
を
補
助
す

る
様
々
な
持
ち
手
も
効
果
が
あ
る
時

が
あ
る
。

③
　
魔
法
の
ザ
ラ
ザ
ラ
下
敷

　

同
じ
く
「
で
き
る
び
よ
り
」
の
サ

イ
ト
で
購
入
が
で
き
る
下
敷
き
で
あ

る
。
書
字
が
、
流
れ
て
し
ま
う
・
震

え
て
し
ま
う
な
ど
の
子
供
に
大
変
効

果
が
あ
る
。

　

し
っ
か
り
と
書
字
が
止
ま
る
よ
う

に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
支
援
ツ
ー

ル
で
支
え
る
方
が
優
し
い
の
だ
。

※
１　

教
育
技
術
研
究
所

※
２　

�

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
福
祉
教
育

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
通
明
小
学
校
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通常学級における特別支援教育奮戦記低学年

　

前
号
の
最
後
で
「
ビ
ー
玉
貯
金
」

を
紹
介
し
た
。
今
回
は
そ
の
続
き
で

あ
る
。

１	

ビ
ー
玉
は「
仕
掛
け
」で
あ
る

　

ビ
ー
玉
を
入
れ
る
基
準
が
必
要
だ
。

①　

良
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
。

②　

全
員
参
加
の
時
。

③�　

マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変

え
た
時
。

　

②
③
は
学
級
の
実
態
か
ら
考
え
出

し
た
基
準
で
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
「
支
援
を
要
す
る
子
が

動
き
た
く
な
る
」
仕
掛
け
で
あ
り
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
を
不
安
に

思
っ
て
い
る
子
た
ち
の
「
心
理
的
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
」
た
め
の
仕
掛

け
で
あ
る
。

２	

要
求
水
準
を
高
め
る

　

入
れ
る
基
準
は
変
わ
ら
な
い
が
、

要
求
水
準
は
徐
々
に
上
げ
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
最
初
は
「
全
員
起
立
」

し
た
だ
け
で
ビ
ー
玉
を
入
れ
た
。
そ

れ
が
で
き
な
い
学
級
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
二
回
目
に
で
き
た
時
に

は
、
も
う
入
れ
な
か
っ
た
。

　
「
先
生
、
み
ん
な
で
き
ま
し
た
！
」

と
子
供
た
ち
が
言
っ
て
き
て
も
、

　
「
そ
う
だ
よ
ね
。
今
度
は
み
ん
な
が

さ
っ
と
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

ま
た
一
個
入
れ
よ
う
ね
」

と
話
し
た
。

　

少
し
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
上
げ
る
か

ら
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

同
じ
要
求
水
準
の
ま
ま
で
は
、
学

級
は
低
い
場
所
に
留
ま
る
。

３	

な
ぜ
か
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る

　

一
つ
の
事
例
で
ビ
ー
玉
を
二
個
入

れ
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
ケ
ン
カ
が
起
き
た
時
は

次
の
よ
う
に
対
応
し
た
。

　
「
二
人
と
も
、
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
悪

か
っ
た
と
こ
ろ
を
言
っ
て
謝
れ
た
の

が
立
派
で
し
た
ね
。
ビ
ー
玉
を
一
個

入
れ
ま
し
ょ
う
」

　
「
Ａ
君
は
前
回
謝
れ
な
か
っ
た
の
に
、

今
回
は
す
ぐ
に
謝
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
成
長
で
す
よ
ね
。
も
う
一
個
入
れ

ま
し
ょ
う
」

　

周
り
の
子
は
ビ
ー
玉
が
入
る
の
で

大
喜
び
だ
。「
や
っ
た
！　

あ
り
が

と
う
！
」
と
大
き
な
拍
手
が
起
き
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
は
ず
の
Ａ

君
が
、
す
っ
か
り
ヒ
ー
ロ
ー
だ
。

　

教
師
が
い
か
に
様
々
な
角
度
か
ら

価
値
付
け
ら
れ
る
か
が
勝
負
で
あ
る
。

４	

新
た
な
行
動
基
準
に
す
る

　

子
供
た
ち
に
聞
く
時
も
あ
る
。

　
「
給
食
の
片
付
け
を
見
て
い
て
、

ビ
ー
玉
を
一
個
入
れ
て
も
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
何
が
良
か
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
か
？
」

　

あ
れ
こ
れ
予
想
が
出
る
。

　
「
う
ん
、
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

も
っ
と
大
事
な
こ
と
で
す
」

　
「
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
先
生
は
驚

か
な
い
よ
」

　

何
人
か
に
言
わ
せ
た
後
、
教
師
の

考
え
を
伝
え
、
ビ
ー
玉
を
入
れ
る
。

　

こ
れ
が
学
級
の
新
た
な
行
動
基
準

に
な
っ
て
い
く
。

　

ビ
ー
玉
貯
金
も
奥
が
深
い
。

見
え
な
い
成
長
を
可
視
化
す
る
た
め
の
三
つ
の
手
立
て
②

ビ
ー
玉
を
貯
め
る
だ
け
で
は
子
供
は
成
長
し
な
い
。
成
長
す
る
た
め
の
「
仕
掛
け
」
が
必
要
で
あ
る
。

太お
お

田た

　
政ま

さ

男お

島
根
県
川
本
町
立
川
本
小
学
校
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 長

崎
県
立
こ
ど
も
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
小
児
心
療
科
　
小こ

柳や
な
ぎ 

憲け
ん

司し

不登校支援

１　

不
登
校
の
助
走
期
と
は

　
人
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
い
る
と
き
に

は
、
じ
っ
と
家
に
居
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

不
登
校
の
子
供
が
家
で
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
て
い

る
の
も
、
ゲ
ー
ム
が
好
き
だ
か
ら
と
い
う
よ
り
、

ゲ
ー
ム
し
か
で
き
な
い
状
態
だ
と
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

　
し
か
し
、
少
し
ず
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
回
復
す

る
と
、
黙
っ
て
家
に
い
る
の
が
耐
え
ら
れ
な
く

な
り
、
自
然
と
外
に
向
か
っ
て
動
き
始
め
る
。

そ
の
時
期
が
回
復
期
で
あ
る
。
回
復
期
の
子
供

は
比
較
的
自
由
に
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

ま
だ
そ
こ
で
何
か
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
の
次
に
来
る
助
走
期
と
は
、

よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
充
填
が
進
み
、
社
会
復
帰

に
向
か
う
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
継
続

的
に
ど
こ
か
に
通
っ
た
り
何
か
の
作
業
に
取
り

組
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
時

期
だ
と
い
え
る
。

２　

助
走
期
を
う
ま
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
に

　
助
走
期
に
至
る
に
は
、
休
養
期
、
回
復
期
を

通
じ
て
十
分
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
さ
れ
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
よ
く
「
家
の
居
心
地
が
良

す
ぎ
る
か
ら
子
供
が
外
に
出
な
く
な
る
」
と
言

わ
れ
る
が
、
家
で
居
場
所
が
感
じ
ら
れ
な
い
状

態
で
は
、
子
供
は
元
気
に
な
り
よ
う
が
な
い
。

家
族
は
子
供
の
「
動
こ
う
と
し
て
も
動
け
な
い

辛
さ
」
を
理
解
し
、
根
気
強
く
変
化
を
待
つ
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
回
復
期
が
長
く

な
る
と
、
子
供
は
ど
う
や
っ
て
次
の
一
歩
を
踏

み
出
せ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
単
に
待
つ
だ
け
で
は
子
供
は

先
に
進
め
な
い
。
常
に
子
供
を
観
察
し
、
退
屈

し
て
い
る
様
子
が
あ
れ
ば
「
こ
う
い
う
場
所
が

あ
る
か
ら
行
っ
て
み
な
い
？
」
と
声
を
か
け
、

興
味
が
あ
り
そ
う
な
ら
実
際
に
連
れ
て
い
く
な

ど
、
家
族
が
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
ま
た
、
一
度
誘
っ
て
乗
ら
な
か
っ

た
ら
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
一
～
二
か
月
の
間

隔
を
空
け
て
再
度
勧
め
て
み
る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
間
に
気
持
ち
に
変
化
が
生
じ
、
動
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

か
ら
で
あ
る
。

３　

ど
ん
な
場
所
が
あ
る
か

　
子
供
が
学
校
に
向
か
え
る
な
ら
、
保
健
室
・

相
談
室
登
校
を
勧
め
る
。
学
校
に
足
が
向
か
な

け
れ
ば
、
公
的
な
適
応
指
導
教
室
や
民
間
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用
を
検
討
す
る
。
学
習
塾

に
通
う
の
も
よ
い
。
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
で

あ
れ
ば
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も

可
能
で
あ
る
。
ど
の
施
設
が
良
い
か
は
子
供
に

よ
っ
て
異
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
気
持
ち
よ
く
通

え
る
と
こ
ろ
が
、
子
供
に
と
っ
て
、
そ
の
時
点

で
最
適
な
場
所
な
の
だ
と
い
え
る
。

　
動
き
始
め
る
と
き
に
は
「
勇
気
」
が
必
要
だ

が
、
勇
気
は
一
人
だ
け
で
は
生
ま
れ
な
い
。
誰

か
が
手
を
添
え
て
少
し
力
を
与
え
て
あ
げ
る
こ

と
が
次
の
一
歩
に
つ
な
が
る
。

不
登
校
の
経
過（
４
）回
復
期
か
ら
助
走
期
へ

子
供
が
動
き
始
め
る
と
き
に
は
、
家
族
の
手
助
け
が
必
要
で
あ
る
。

小柳 憲司

長崎県立こども医療福 
　祉センター副所長
長崎大学医学部・教育 
　学部非常勤講師
長崎医療技術専門学校 
　非常勤講師



◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。10、11、12月
号でご紹介する商品は、右記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

学習テンプレート／ 
トレースくん（セット）
特別価格  9,500円 
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

10月号で
紹介！

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格  490円 
（税込・定価：600円のところ）
特典：同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

11月号で
紹介！

アルファベットスキル 
（音声CD付）

特別価格  330円 
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

12月号で
紹介！

『教育トークライン』&教育技術研究所
タイアップ企画！

期間：2021年9月15日〜 12月14日
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トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

一
年
生
・
文
字
指
導
の
「
強
い
味
方
」

ひ
ら
が
な
の
字
形
が
整
わ
な
い
子
に
も
、「
ト
レ
ー
ス
く
ん
」
が

あ
れ
ば
、
そ
の
子
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
。

水み
ず

本も
と 

和か
ず

希き

神
奈
川
県
横
浜
市
立
高
田
小
学
校

　
昨
年
一
年
生
を
担
任
し
た
時
。
コ

ロ
ナ
禍
だ
っ
た
た
め
、
ひ
ら
が
な
は

「
あ
か
ね
こ
ひ
ら
が
な
・
す
う
じ
ス

キ
ル
」
を
使
っ
て
家
庭
学
習
と
し
て

取
り
組
ま
せ
て
い
た
。
結
果
、
字
が

丁
寧
な
子
と
、
字
形
が
整
わ
な
い
子

の
二
極
化
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
書
く
の
に
時
間
が
か
か
り
、
さ
ら

に
消
す
の
に
も
時
間
が
か
か
る
の
で
、

授
業
の
中
で
指
導
す
る
の
が
難
し
い
。

宿
題
や
プ
リ
ン
ト
で
教
師
が
お
手
本

を
書
く
練
習
法
は
、
効
率
が
悪
く
、

効
果
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
に
お
す
す
め
な
の
が
、

「
ト
レ
ー
ス
く
ん
」
で
あ
る
。
学
習

用
フ
ァ
イ
ル
に
、
学
習
テ
ン
プ
レ
ー

ト
を
は
さ
ん
で
、
な
ぞ
る
だ
け
。
授

業
の
合
間
や
休
み
時
間
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
。
書
い
て
消
せ

る
の
で
、
お
絵
描
き
感
覚
で
練
習
す

る
楽
し
さ
も
あ
る
。
間
違
え
て
も
す

ぐ
消
せ
る
の
で
、
書
く
の
が
嫌
い
な

子
の
ス
ト
レ
ス
も
減
る
。

　
学
習
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は
、
ひ
ら
が

な
だ
け
で
な
く
、
カ
タ
カ
ナ
・
漢
字
・

短
い
文
章
も
あ
り
、
多
様
な
練
習
が

可
能
だ
。
ま
さ
に
一
年
生
・
文
字
指

導
の
「
強
い
味
方
」
で
あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

　

「向山洋一基本文献」の読解がぐんと 
深まる向山洋一千葉大学講義シリーズ
向山氏の凜としたオーラを浴びながら、 
教師力の基礎基本を楽しく学ぶ。 手

て

塚
づか

 美
み

和
わ

静岡県公立小学校

　向山塾で『新版・授業の腕を上げる法則』の超精密読解に挑戦した。基本文献にも関わらず、
10分の１、いや、1000分の1も理解していないことに気付いた。もっと深く理解したい。動画
ライブラリーの「向山洋一千葉大学講義」シリーズは、向山氏の講義を連続で受けることが
できる超贅沢な動画だ。基本文献と重なる内容が多い。まるで「基本文献演習」のようだ。
向山氏の凜としたオーラがカッコいい。茶目っ気たっぷりに学生を煽るやりとりが楽しい。「あ
あ、この場に居たかったなあ」と思う。シリーズ24は「指示の出し方は教師の基本」。向山氏
は次のように言う。「『決してやり方を指示するな。目標だけ伝えよ。そうすれば相手は、きっ
と驚くべき方法を考え出すだろう。』これを書いた人はどのような人だと思いますか」指示の
出し方１つが、未来を生きる子供たちの人生に大きく関わってくるんだ。思わず、パソコン
の前で姿勢を正した。必見のこの動画。シリーズで視聴することをお勧めする。

ああああ

TOSS ONLINE
動画ライブラリー

お申し込み先　�TOSS ONLINE動画ライブラリー https://video.toss-online.com/にアクセス
し、会員登録してください。４つのプランがあります。おためしのフリー
プランは、各有名講師のセミナー第１講座を無料で見ることができます。
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支
援
級
の
子
供
も
保
護
者
も
喜
ぶ

「
う
つ
し
ま
る
」（
光
村
教
育
図
書
）

定
期
的
な
十
分
間
ス
ピ
ー
ド
チ
ェ
ッ
ク
を
通
し
て
視
写
力
の
伸
び
が
実
感
で
き
る
。

佐さ

藤と
う 

大だ
い

輔す
け

栃
木
県
公
立
小
学
校

　

板
書
を
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
の
が

と
て
も
苦
手
な
六
年
生
の
Ｒ
君
。
あ

る
日
の
連
絡
帳
に
「
よ
う
や
く
四
年

生
レ
ベ
ル
に
な
れ
た
ん
で
す
ね
。
親

と
し
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と
、

母
親
の
喜
び
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い

た
。
最
初
は
、
二
年
生
の
「
う
つ
し

ま
る
」
か
ら
始
め
た
。
夢
中
に
な
っ

た
の
は
、
十
分
間
ス
ピ
ー
ド
チ
ェ
ッ

ク
。
視
写
力
の
到
達
度
テ
ス
ト
だ
。

学
年
ご
と
に
身
に
付
け
た
い
視
写
力

の
目
安
が
分
か
る
。
学
年
×
六
〇
字

だ
。
二
年
生
は
、
約
一
二
○
字
。
Ｒ

君
は
、
こ
の
数
字
を
達
成
で
き
た
の

が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
よ
う
だ
。ゲ
ー

ム
感
覚
で
取
り
組
み
、
三
年
生
を
経

て
、
四
年
生
レ
ベ
ル
を
突
破
。
熱
中

ぶ
り
を
見
て
、
他
の
児
童
も
取
り
組

み
た
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
一
文

字
ず
つ
じ
ゃ
な
く
、
ま
と
ま
り
で
写

す
ん
だ
よ
」
と
周
り
の
子
に
助
言
す

る
Ｒ
君
。
い
つ
し
か
写
す
コ
ツ
を
意

識
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

鬼
門
は
、五
年
生
。漢
字
が
増
え
る
。

ま
と
ま
り
ご
と
に
ス
ラ
ッ
シ
ュ
を
入

れ
た
り
、
読
み
仮
名
を
振
っ
た
り
し

て
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
連
絡

帳
に
は
、
続
き
が
書
か
れ
て
い
た
。

　
「
次
は
、
五
年
生
レ
ベ
ル
で
す
ね
。

卒
業
ま
で
に
、突
破
し
た
い
で
す
ね
」
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係
（
当
番
）
一
覧
表
の
共
有

い
つ
・
誰
が
・
何
を
す
る
か
、
大
枠
を
提
示
す
る
。

あ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
で
ア
レ
ン
ジ
す
れ
ば

よ
い
。

石
川
県
金
沢
市
立
千
坂
小
学
校

　
石い

し

坂ざ
か 

陽
あ
き
ら

ご
み
を
捨
て
る
」
と
い
う
こ
と
が

は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
空
欄
の
部
分
に
担
当
の
子
供
の

名
前
を
入
れ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
た
め
、
自
然
な
形
で
「
い
つ
・

誰
が
・
何
を
す
る
か
？
」
を
、
担
任

も
子
供
も
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

四	

自
分
で
ア
レ
ン
ジ
で
き
る

　
掲
載
し
て
い
る
係
（
当
番
）
は
、

石
坂
の
学
級
の
も
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
中
身
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
任
の

持
ち
味
に
よ
っ
て
変
え
れ
ば
よ
い
。

そ
の
際
、
注
意
書
き
に
つ
い
て
は
、

自
分
で
そ
の
係
（
当
番
）
は
「
い
つ
・

何
を
す
る
の
か
？
」
を
考
え
、
書
き

換
え
れ
ば
よ
い
。
私
と
同
学
年
を
組

ん
で
い
る
教
員
は
、
自
分
流
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
、
係
一
覧
表
を
使
用
し
て

い
る
。

三	

い
つ
・
誰
が
・
何
を
す
る
か
？

　
係
（
当
番
）
活
動
に
お
い
て
、
子

供
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
こ
と
が

あ
る
。

　
そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
が
、「
い

つ
・
誰
が
・
何
を
す
る
か
？
」
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
係
（
当
番
）
一
覧
表
に
は
、

右
記
の
よ
う
に
、「
い
つ
・
何
を
す

る
の
か
？
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
鉛
筆
削
り
係
の
場
合
、

「
放
課
後
」
に
「
鉛
筆
削
り
の
中
の

　
通
常
、
画
用
紙
に
子
供
が
自
分
の

係
（
当
番
）
の
内
容
な
ど
を
書
い
て

掲
示
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。

　
私
は
、
一
覧
表
を
あ
ら
か
じ
め

作
っ
て
お
く
。
そ
の
一
覧
に
子
供
の

名
前
を
打
ち
込
ん
で
掲
示
す
る
。

　
こ
れ
だ
け
で
十
分
係
は
機
能
す
る
。

一
覧
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
誰
が
ど

の
係
（
当
番
）
を
担
当
し
て
い
る
の

か
、一
目
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一	

即
使
え
る
も
の

　
学
年
主
任
と
し
て
大
切
な
こ
と
。

そ
れ
は
、
即
使
え
る
も
の
を
各
種
準

備
し
て
お
く
こ
と
だ
。

　
同
学
年
を
組
ん
で
い
る
教
員
が
、

何
を
す
べ
き
か
は
っ
き
り
と
分
か
る

も
の
を
デ
ー
タ
で
渡
す
。

　
そ
の
上
で
、強
制
は
し
な
い
。「
使

え
た
ら
使
え
ば
い
い
し
、
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
や
り
方
で
し
た
い
時
は
そ
う

す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」
と
告
げ
る
。

二	

係
（
当
番
）
一
覧
表

　
下
に
掲
載
し
て
あ
る
も
の
は
、
私

の
学
級
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
係
（
当

番
）
の
一
覧
表
で
あ
る
。

copy free

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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２	

一
人
一
台
端
末
で
活
用

　

一
人
一
台
端
末
で
、
子
供
た
ち
に 

操
作
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

子
供
た
ち
の
端
末
にGoogle Earth 

ア
プ
リ
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
ブ
ラ
ウ
ザ
版
も
あ
る
。

左
の
写
真
は
、
子
供
た
ち
に
向
山
実

践
「
写
真
の
場
所
当
て
」
の
授
業
を

し
た
と
き
の
様
子
だ
。
社
会
科
資
料

集
に
あ
る
写
真
の
撮
影
さ
れ
た
場
所

を
探
さ
せ
た
。
子
供
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
で
相
談
し
な
が
ら
写
真
撮
影
し
た

場
所
を
探
し
当
て
て
い
た
。

す
る

（『
子
ど
も
を
社
会
科
好
き
に

す
る
授
業
』
学
芸
み
ら
い
社
）

　

谷
氏
が
紹
介
し
て
い
る
活
用
方
法

を
誰
で
も
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
動
画
リ
ス
ト
を
作

成
し
た
。
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
を
購
読
し

て
い
る
方
と
の
研
究
用
動
画
リ
ス
ト

で
あ
る
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
る
。
教

師
が
使
い
こ
な
す
こ

と
で
楽
し
い
授
業
が

展
開
で
き
る
。

１	

教
師
の
強
い
味
方

　

Google Earth 

は
、
地
球
上
の

い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
ソ
フ
ト
で
あ
る
。
見
て
み
た
い
、

行
っ
て
み
た
い
場
所
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
、

画
像
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

地
図
や
地
形
、
３
Ｄ
の
建
物
、
動

画
ま
で
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
無

料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
一
〇
年
以
上
前
か

ら Google Earth 

を
授
業
で
活
用

す
る
方
法
を
研
究
し
て
き
た
。
授
業

コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
い
く
構
想
と
、

そ
の
具
体
的
な
提
案
、
実
演
は
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
が
最
初
だ
っ
た
。
そ
の
先
頭
に

立
っ
て
い
る
谷
和
樹
氏
は
、
著
書
の

中
で
活
用
方
法
を
八
つ
紹
介
し
て
い
る
。

①　

プ
レ
イ
ス
マ
ー
ク
を
う
つ

②�　

パ
ス
を
使
っ
て
ド
ラ
イ
ブ

す
る

③　

地
球
を
地
図
で
つ
つ
み
こ
む

④�　

３
Ｄ
機
能
で
建
物
を
表
示

す
る

⑤　

バ
ル
ー
ン
内
に
画
像
を
表
示

⑥�　

プ
レ
イ
ス
マ
ー
ク
を
ピ
ン

で
立
て
る

⑦�　

フ
ォ
ト
オ
ー
バ
ー
レ
イ
で

写
真
の
中
に
入
る

⑧�　

キ
ー
ボ
ー
ド
の
み
で
操
作

教師も子供も使
いこなそう！　
Google Earth
教材提示ツールとして秀
逸である。教師が授業で
使ってみせるだけではな
く、子供たちにもどんど
ん使わせたい。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために

働き方改革！
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事
故
、
怪
我
等
の
場
合
に
は
子
供
が

下
校
す
る
前
に
必
ず
保
護
者
に
伝
え

る
こ
と
。
特
に
首
か
ら
上
の
怪
我
や

病
気
で
対
応
を
し
た
の
に
、
保
護
者

に
連
絡
す
る
こ
と
な
く
下
校
さ
せ
た

ら
保
護
者
の
不
信
感
を
招
く
。

　
友
達
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
の
場
合
は

双
方
か
ら
話
を
聞
く
と
と
も
に
、
周

り
に
い
た
子
供
か
ら
も
話
を
聞
く
。

子
供
は
自
分
に
都
合
が
悪
い
こ
と
は

親
に
話
さ
な
い
こ
と
が
多
い
。
子
供

か
ら
親
に
話
が
伝
わ
る
前
に
学
校
か

ら
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
お
く
こ
と

で
、
早
期
の
解
決
に
つ
な
が
る
。

　
初
期
対
応
が
う
ま
く
い
か
な
い

と
、 

数
倍
の
時
間
と
労
力
が
必
要
に

な
る
。
何
か
起
き
た
時
は
初
期
対
応

に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

同
時
に
、
学
年
主
任
、 

管
理
職
へ
の

報
告
を
忘
れ
ず
に
行
う
。

　
特
に
、
大
き
な
行
事
が
あ
る
と
、

こ
ち
ら
の
意
識
が
行
き
届
か
な
い
こ

と
も
あ
る
。
気
を
引
き
締
め
て
ど
の

子
に
も
丁
寧
に
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。

連
絡
は
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
子
供

に
と
っ
て
も
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
不
登
校
な
ど

の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
。

　
そ
う
い
っ
た
観
点
で
自
身
の
学
級

経
営
を
観
て
い
く
と
、
事
前
指
導
が

重
要
な
こ
と
が
分
か
る
。
学
級
で
起

こ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
行
動
は
、

事
前
に
何
か
し
ら
の
全
体
指
導
を
し

て
い
れ
ば
防
げ
た
も
の
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
全
体
指
導
の
実

践
の
繰
り
返
し
が
、
学
級
経
営
上
の

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
な
る
。

 

２　

初
期
対
応

　
保
護
者
対
応
で
一
番
苦
労
す
る
の

は
、
問
題
が
す
ぐ
に
解
決
し
な
い
で

長
引
い
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
そ
の
よ

う
な
事
例
で
は
、
初
期
対
応
に
保
護

者
が
満
足
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

　
何
か
問
題
が
起
き
た
場
合
は
、
で

き
る
限
り
複
数
の
教
員
で
対
応
し
、

時
系
列
で
記
録
を
残
す
よ
う
に
す
る
。

一
番
大
事
な
の
は
、
正
確
な
情
報
を

保
護
者
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
事
故
、
怪
我
、
不
審
者
、
子
供
同

士
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
、
不
登
校

等
、
毎
日
の
教
育
活
動
の
中
に
は

様
々
な
危
機
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。 

最
近
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
も
学
校
と
し

て
の
危
機
管
理
が
問
わ
れ
る
。

　
危
機
管
理
で
一
番
重
要
な
の
は

「
未
然
防
止
」「
初
期
対
応
」
で
あ
る
。

日
常
の
忙
し
さ
で
忘
れ
が
ち
な
こ
と

か
も
し
れ
な
い
が
、 

常
に
忘
れ
ず
に

意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

 

１　

未
然
防
止

　
事
故
が
起
き
な
け
れ
ば
、
対
応
す

る
必
要
も
な
い
。
事
故
の
未
然
防
止

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
日
頃

か
ら
想
像
力
を
働
か
せ
て
い
く
。
安

定
し
た
授
業
に
よ
る
学
習
の
確
保
を

し
、
日
頃
か
ら
生
活
指
導
上
の
問
題

に
つ
い
て
保
護
者
と
の
連
携
を
し
て

お
く
こ
と
も
「
未
然
防
止
」
で
あ
る
。

　
授
業
が
知
的
で
、
休
み
時
間
に
友

達
と
遊
ん
で
い
れ
ば
、
学
校
は
楽
し

い
。
そ
の
よ
う
な
学
級
に
な
る
よ
う

努
力
す
る
。
そ
の
上
で
、
日
頃
か
ら

子
供
た
ち
の
変
化
に
気
を
配
っ
て
い

く
こ
と
も
担
任
と
し
て
大
事
な
仕
事

で
も
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
欠
席
が
二
日
続
い
た

ら
電
話
を
す
る
。
事
情
に
よ
っ
て
は

家
庭
訪
問
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
心

掛
け
た
い
。
担
任
か
ら
の
こ
ま
め
な

忙しく余裕がな
い時ほど、怪我、
トラブルへの対
応は丁寧に！
未然防止、初期対応が一
番大事。特に首から上の
怪我は、どんな軽いもの
であっても、管理職と保
護者に連絡を入れる。連
絡をすることで、その後
のトラブルを未然に防げ
る。

東京都江戸川区立松江小学校

三
み

浦
うら

 宏
ひろ

和
かず

子供も教師も
元気になる
学級経営のコツ
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３　

ど
ん
な
使
い
方
が
あ
る
か

　

Chrom
ebook

が
導
入
さ
れ
て
い

る
学
校
で
は
、
授
業
に
も
使
え
る
。

ロ
ー
マ
字
入
力
が
あ
る
程
度
の
ス

ピ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と
が
前
提
に
な

る
が
、
一
枚
の
シ
ー
ト
に
全
て
の
児

童
の
意
見
の
入
力
が
可
能
に
な
る
。

　

学
校
で
、
長
欠
調
査
な
ど
複
数
の

人
で
編
集
す
る
デ
ー
タ
が
「
読
み
取

り
専
用
」
に
な
っ
て
編
集
で
き
な

か
っ
た
経
験
は
誰
に
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。Chrom

ebook

で
共
同
編
集
の

設
定
を
す
る
と

「
読
み
取
り
専
用
」
に
な
っ
て

編
集
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が

な
く
な
る
。

　

複
数
の
人
で
同
時
に
編
集
が
で
き

る
の
で
、
時
短
だ
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
能
な
の
で
、
共
有
も
素

早
く
で
き
る
。

　

仕
事
で
も
授
業
で
も
活
用
が
で
き

る
。
覚
え
て
お
く
と
、
ど
こ
か
で
活

用
す
る
機
会
も
あ
る
だ
ろ
う
。

面
に
な
る
。

　

名
前
を
入
力
す
る
と
、

「
ユ
ー
ザ
ー
や
グ
ル
ー

プ
と
共
有
」
と
い
う

画
面
が
出
て
く
る
。

③
の
画
面
で
あ
る
。

　

リ
ン
ク
を
取
得
と

い
う
箇
所
に
あ
る
「
リ

ン
ク
を
知
っ
て
い
る

全
員
に
変
更
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
④

の
画
面
に
な
る
。

　

完
了
の
上
に
あ
る

「
閲
覧
者
」
と
い
う
箇

所
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

⑤
の
画
面
に
な
る
。

「
閲
覧
者
」
を
「
編

集
者
」
に
変
更
し
て
、

完
了
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

　

こ
れ
で
、
こ
の
リ

ン
ク
を
知
っ
て
い
る

人
全
員
が
ス
プ
レ
ッ
ド
ッ
シ
ー
ト
を

編
集
で
き
る
。
後
は
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
コ

ピ
ー
し
て
、
一
緒
に
入
力
を
し
た
い

人
に
メ
ー
ル
な
ど
で
知
ら
せ
る
。

 

１　

デ
ー
タ
を
複
数
人
で
編
集

　

サ
ー
ク
ル
で
同
一
教
材
を

使
っ
て
発
問
を
考
え
た
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
特
に
難
し
い
と

感
じ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
共
同
編
集
す

る
こ
と
で
、
可
能
に
な
る
。

　

上
の
画
像
は

サ
ー
ク
ル
員
の

先
生
に
、Google

ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
に
「
私

と
小
鳥
と
す
ず

と
」
の
教
材
で

発
問
を
入
力
し
て
頂
い
た
画
像
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
デ
ー
タ
を

複
数
の
人
で
同
時
に
編
集
が
可
能
な

の
で
あ
る
。
 

２　

設
定
方
法

　

Google

ア
カ
ウ
ン
ト
に
ロ
グ
イ
ン

を
し
、Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト

を
開
く
。
空
白
を
選
択
す
る
と

W
indow

s

の
エ
ク
セ
ル
の
よ
う
な

デ
ー
タ
が
出
て
く
る
。

　

シ
ー
ト
の
右
上
に
①
の
よ
う
な
表

示
が
あ
る
。「
共
有
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
シ
ー

ト
の
名
前
を
入
力
す
る

画
面
に
な
り
、
②
の
画

サークルでも授
業でも使える！
Googleスプレッドシート
を共同編集で時短！

神奈川県伊勢原市立高部屋小学校

古
こ

賀
が

 靖
せい

造
ぞう

クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

教師が と向き合うために

働き方改革！

②

①

⑤ ③④
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初
受
験
で
は
、
頭
は
真
っ
白
。
喉

は
カ
ラ
カ
ラ
。
汗
が
止
ま
ら
な
く
な

る
ほ
ど
緊
張
し
た
。

　

も
ら
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
書
き
出
し
、

何
度
も
読
み
返
し
た
。
こ
の
方
向
で

間
違
い
な
い
と
確
信
し
た
。

　

六
回
の
挑
戦
を
経
て
二
五
級
に

な
っ
た
頃
。
気
づ
け
ば
授
業
が
成
立

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

T
O
S
S
副
代
表
、
長
谷
川
博
之

氏
は
、
著
書
『
中
学
校
を
「
荒
れ
」

か
ら
立
て
直
す
！
』（
学
芸
み
ら
い

社
）
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

D
表
５
項
目
は
教
師
と
し

て
血
肉
化
す
べ
き
５
項
目
な

の
で
す
。

　

血
肉
化
し
て
、
意
識
せ
ず
と

も
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

そ
の
修
業
を
す
れ
ば
、
授
業

が
変
わ
り
ま
す
。

　

荒
れ
た
ク
ラ
ス
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

授
業
技
量
検
定
に
挑
戦
す
る
こ
と

で
、
日
々
の
授
業
は
確
実
に
変
わ
る
。

い
時
期
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
T
O
S
S
授
業
技
量

検
定
の
存
在
を
知
っ
た
。

２　

挑
戦

　

T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
に
は
、

段
級
位
ご
と
の
指
標
が
あ
る
。

　

D
表
二
五
級
の
指
標
は
「
学
級
崩

壊
し
た
ク
ラ
ス
で
授
業
を
成
立
さ
せ

ら
れ
る
技
能
」
で
あ
る
。

　

二
五
級
に
な
れ
ば
、
授
業
が
成
立

す
る
。

　

D
表
評
価
項
目

①�　

授
業
の
始
ま
り
（
一
五

秒
）
の
つ
か
み

②　

子
供
へ
の
目
線

③　

あ
た
た
か
な
表
情
、
対
応

④　

明
確
な
発
問
、
指
示

⑤　

心
地
よ
い
リ
ズ
ム

　

こ
れ
ら
五
つ
を
意
識
し
て
い
け
ば
、

必
ず
良
い
方
向
に
向
か
う
は
ず
だ
。

希
望
の
光
が
見
え
た
気
が
し
た
。

　

以
降
、
受
け
ら
れ
る
全
て
の
機
会

で
、
授
業
技
量
検
定
に
挑
戦
す
る
こ

と
を
決
意
し
た
。

１　

授
業
技
量
検
定
と
の
出
会
い

 

「
知
り
ま
せ
ん
か
？　

ち
ょ
っ
と
や

ん
ち
ゃ
な
学
校
で
す
」

　

新
卒
時
、
着
任
す
る
勤
務
校
の
名

前
を
告
げ
た
教
育
委
員
会
の
方
が
こ

う
言
っ
た
。

　

荒
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

　

す
ぐ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
校

名
を
検
索
し
た
。
い
じ
め
動
画
流
失
、

校
内
喫
煙
の
言
葉
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
。

 

「
教
育
実
習
で
し
か
授
業
経
験
が
な

い
自
分
が
、
荒
れ
た
学
校
で
授
業
を

成
立
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
強
い
不
安

に
襲
わ
れ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
ん
で
い
く
う

ち
に
、
T
O
S
S
と
出
会
っ
た
。
授

業
の
原
則
を
知
っ
た
。

　

し
か
し
、「
知
る
」
＝
「
で
き
る
」

で
は
な
い
。

　

当
然
の
よ
う
に
、
授
業
は
荒
れ
た
。

　

止
ま
ら
ぬ
私
語
、
授
業
エ
ス
ケ
ー

プ
、
授
業
中
の
携
帯
使
用
に
化
粧
。

授
業
時
間
は
、
注
意
ば
か
り
し
て
い

た
。
生
徒
と
の
関
係
は
悪
化
し
て

い
っ
た
。

　

困
り
に
困
っ
て
相
談
し
た
先
輩
教

師
の
授
業
も
ま
た
、
荒
れ
て
い
た
。

　

生
徒
指
導
部
で
強
面
教
師
の
授
業

だ
け
が
、
荒
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
た
。

　

努
力
の
方
向
性
が
見
え
ず
、
苦
し

TOSS授業技量
検定に挑戦
検定に挑戦し続けることで、
日常の授業は確実に変わる。

北海道浦河高等学校 

上
うえ

田
だ

 浩
ひろ

人
と

TOSS授業技量検定
に挑戦！
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡 聡美

P
T
A
か
ら
の
拠
出
金
と
学
校
行
事
の

予
算
の
連
携
は
ど
う
考
え
る
の
か

保
護
者
の
中
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の

納
入
を
拒
否
す
る
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
卒
業
式
で
卒
業
生

に
渡
す
卒
業
記
念
品
や
卒
業
生
の

胸
に
着
け
る
コ
サ
ー
ジ
ュ
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
の
贈
り
物
と
い
う
形
式

を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
卒
業
記
念
行
事
費
の
名

目
で
事
前
に
予
算
を
組
み
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
で
承
認
も
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
納
め

て
い
な
い
家
庭
の
児
童
に
そ
れ
ら

を
渡
す
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
人

も
い
ま
す
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

コ
サ
ー
ジ
ュ
が
P
T
A
か
ら
P
T
A

会
員
で
あ
る
保
護
者
の
児
童
へ
の
贈
り

物
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
非
会
員
の

児
童
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
卒
業
式
で
児
童
に
差
別
化

を
図
っ
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

P
T
A
と
は
保
護
者
と
先
生
の
会
で

あ
り
、
学
校
の
組
織
そ
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
、
P
T
A
会
員
の
卒

業
生
に
渡
す
作
業
を
教
師
や
在
校
生
が

行
う
の
な
ら
、
一
部
の
み
を
特
別
扱
い

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
P
T
A
会
員
以
外
の
保
護
者

の
児
童
の
た
め
に
コ
サ
ー
ジ
ュ
の
費
用

を
学
校
が
用
意
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同

じ
よ
う
に
一
部
の
み
を
特
別
扱
い
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
い
ず
れ
に
し

て
も
一
部
の
卒
業
生
を
贔
屓
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
回
避
す
る
に
は
、
学
校

の
費
用
で
全
員
分
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
用

意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

学
校
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
集
合
住
宅
が
た
く
さ
ん
隣
接

し
て
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
上

層
階
か
ら
学
校
の
様
子
が
よ
く
見

え
ま
す
。
プ
ー
ル
の
様
子
も
丸
見

え
な
の
で
、
保
護
者
か
ら
、
何
と

か
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
プ
ー
ル

に
屋
根
を
付
け
る
よ
う
な
こ
と
は

簡
単
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例
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「
普
段
あ
ま
り
発
言
を
し
な
い
Ａ
さ
ん
が
、
今

日
、
授
業
で
発
言
し
て
い
た
。
Ａ
さ
ん
は
『
挑

戦
』
し
て
い
る
の
だ
な
と
思
っ
た
。
私
も
見
習

い
た
い
」

　
「
ま
だ
、
ク
ラ
ス
の
中
に
話
せ
て
い
な
い
人
が

い
る
。
人
に
話
し
か
け
る
の
は
苦
手
だ
け
ど
、

『
挑
戦
』
し
て
い
き
た
い
」

　

こ
の
よ
う
な
日
記
が
生
徒
か
ら
提
出
さ
れ
る
。

「
挑
戦
」
と
い
う
の
は
、
学
級
目
標
で
あ
る
。

生
徒
が
学
級
目
標
を
意
識
し
、
行
動
に
移
そ
う

と
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
、
次
の
三
つ
の
手
立
て
を
打
っ
て

き
た
か
ら
だ
。

１　

具
体
的
行
動
に
落
と
し
込
む

２　

行
動
・
目
標
・
価
値
を
結
び
付
け
る

３　

評
価
さ
せ
る

　

こ
の
三
つ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１　

具
体
的
行
動
に
落
と
し
込
む

　
「『
挑
戦
』
と
は
具
体
的
に
は
ど
ん
な
行
動
で

す
か
？
」

　

学
級
目
標
が
決
ま
っ
た
後
に
、
私
が
生
徒
に

投
げ
か
け
た
言
葉
で
あ
る
。
学
級
目
標
は
生
徒

に
考
え
さ
せ
、
決
め
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
抽
象
的
な
も
の
が
多
く
な
る
。
具

体
的
な
行
動
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
共
有
さ
せ
る

こ
と
で
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

２　

行
動
・
目
標
・
価
値
を
結
び
付
け
る

　
「
男
女
と
も
に
図
書
委
員
に
立
候
補
が
な
か
っ

た
。
一
〇
分
後
、
Ａ
さ
ん
が
静
か
に
『
わ
た
し

や
り
ま
す
』
と
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
。
す
る
と
、

そ
れ
に
続
い
て
Ｂ
く
ん
も
『
や
り
ま
す
』
と
手

を
挙
げ
て
く
れ
た
。
誰
も
や
り
た
が
ら
な
い
こ

と
に
『
挑
戦
』
す
る
二
人
に
感
心
し
た
。
Ａ
さ

ん
の
『
挑
戦
』
が
Ｂ
く
ん
に
広
が
っ
た
。
こ
の

『
挑
戦
』
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。」

　

こ
の
よ
う
に
生
徒
の
行
動
を
通
信
に
取
り
上

げ
た
。
生
徒
た
ち
だ
け
で
は
、
学
級
目
標
と
行

動
を
す
ぐ
に
は
結
び
付
け
ら
れ
な
い
。
年
度
当

初
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
教
師
が
行
動
と
目
標

を
結
び
付
け
、
価
値
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。３　

評
価
さ
せ
る

　
「
現
在
の
あ
な
た
は
学
級
目
標
に
対
し
て
一
〇

点
満
点
中
何
点
で
す
か
」

　

生
徒
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
点
数
の
理
由
な
ど
も

書
か
せ
る
と
、
学
級
目
標
を
さ
ら
に
意
識
す
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
手
立
て
を
繰
り
返
し

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒
は
学
級
目
標
を
意

識
し
た
行
動
を
自
然
と
行
う
よ
う
に
な
る
。

東
京
都
足
立
区
立
第
十
二
中
学
校

守も
り

屋や 

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

学
級
目
標
を
目
標
で
終
わ
ら
せ
な
い

目
標
を
決
め
た
だ
け
で
は
、
集
団
は
ま
と
ま
ら
な
い
。
様
々
な
手
立
て
を
打
つ
こ
と
で
、

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
集
団
は
ま
と
ま
る
。
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レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
言
い
訳
す
る
な

で
き
な
い
の
も
、
や
ら
な
い
の
も
、
悪
さ
を
す
る
の
も
当
た
り
前
で
あ
る
。
そ
れ
が
子
供
だ
。

だ
か
ら
教
師
と
い
う
職
業
が
成
立
す
る
の
だ
。

　
「
良
い
学
級
」
に
は
百
段
階
あ
る
。「
凄
い
学

級
」
も
ま
た
同
じ
。
同
時
に
、「
大
変
な
子
供
」

に
も
、「
荒
れ
た
学
級
・
学
年
」
に
も
、
そ
し

て
「
困
難
校
」
に
も
百
段
階
あ
る
。
何
を
言
い

た
い
か
。
言
葉
を
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
使
わ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
大
変
な
子
供
が
い
る
」「
大
変
な
ク
ラ
ス
を

も
た
さ
れ
た
」
…
…
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
セ
ミ
ナ
ー
の

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
に
も
、
時
に
は
講
師
の
言
葉

に
も
溢
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
が
、
私
か
ら
見
れ
ば
「
大
変
」
ど
こ
ろ

か
、「
そ
れ
、
普
通
だ
よ
ね
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
大
変
だ
」
と
言
う
か
ら
大
変
に

な
る
の
だ
。「
こ
れ
は
無
理
だ
」
と
思
う
大
人
の
、

そ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
事
態
を
更
に
悪
化
さ
せ

て
い
る
の
だ
。要
は
精
神
性
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
書
い
て
お
こ
う
。「
や
ん
ち
ゃ
」

と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
私
は
目
の

前
の
子
供
た
ち
に
関
し
て
話
を
す
る
際
に
、「
や

ん
ち
ゃ
」
と
は
言
わ
な
い
。
勤
務
し
て
き
た
学

校
に
も
、
も
ち
ろ
ん
「
や
ん
ち
ゃ
」
が
い
た
が
、

そ
ん
な
可
愛
い
一
語
で
は
形
容
で
き
な
い
状
態

の
子
供
た
ち
が
わ
ん
さ
か
存
在
し
て
い
た
。

　
「
や
ん
ち
ゃ
」
は
普
通
な
の
だ
。
一
〇
人
や
二

〇
人
い
て
当
た
り
前
な
の
だ
。「
大
変
な
子
供
」

と
言
う
な
ら
、
た
と
え
ば
「
や
ん
ち
ゃ
」
を
超

え
た
子
供
た
ち
を
見
て
か
ら
言
う
と
よ
い
。「
大

変
な
学
級
」
然
り
。
困
難
校
？　

本
当
に
「
荒

れ
」
を
経
験
し
た
の
か
？　

一
度
「
本
物
」
を

見
て
か
ら
言
う
と
い
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
身

の
認
知
の
歪
み
と
現
実
逃
避
と
、
そ
し
て
針
小

棒
大
に
気
付
け
る
は
ず
だ
。

　

子
供
だ
か
ら
、
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る

し
、
悪
さ
を
す
る
の
も
当
た
り
前
だ
。
子
供
た

ち
が
そ
う
い
う
状
態
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
と
い

う
職
が
成
立
す
る
わ
け
だ
。

　

ど
れ
だ
け
粗
暴
で
、
ど
れ
だ
け
突
っ
張
っ
て

も
、
中
三
で
一
五
歳
で
あ
る
。
六
年
生
は
た
か

だ
か
一
二
歳
な
の
だ
。
何
が
「
大
変
」
な
の
か
。

仕
事
を
舐
め
る
な
。
事
態
を
嘆
く
前
に
、
自
分

自
身
を
「
大
き
く
変
容
」
さ
せ
よ
。「
ど
う
し

よ
う
」
と
愚
痴
る
暇
が
あ
る
な
ら
、「
こ
う
し
よ

う
」
と
具
体
的
な
工
夫
を
考
え
出
し
、実
践
せ
よ
。

　

工
夫
が
思
い
付
か
な
い
？　

だ
か
ら
教
師
こ

そ
勉
強
す
る
の
だ
ろ
う
。
私
は
平
日
休
日
、
朝

昼
夜
問
わ
ず
子
供
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
る
。
ど

う
で
も
よ
い
こ
と
は
勤
務
時
間
内
に
終
え
、
そ

の
数
倍
重
要
な
子
供
や
保
護
者
と
の
交
流
を
時

間
外
に
積
み
重
ね
て
い
る
。

　

そ
の
程
度
の
こ
と
を
せ
ず
に
「
大
変
」
と
言

う
な
。
学
校
の
、
勤
務
時
間
内
だ
け
の
関
わ
り

で
済
む
事
態
が
、「
大
変
」
で
あ
る
は
ず
が
な

い
で
は
な
い
か
。

　

今
一
度
教
師
の
原
点
に
立
ち
返
り
た
い
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

 和
かず

樹
き

ら
が
、
授
業
の
「
基
本
的
な
質
」
を

左
右
し
て
い
く
。

分
析
を
す
る
た
め
に
は
、
当
然
、

次
の
作
業
が
前
提
と
な
る
。

①　

す
べ
て
の
言
葉
を
書
き
出
し

て
文
字
化
す
る
。

②　

す
べ
て
の
言
葉
を
、「
発
問
」

「
指
示
」「
説
明
」「
確
認
」「
評

価
」
等
で
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
。

二
　
谷
の
授
業
の
分
析
へ

さ
て
、
私
の
算
数
の
授
業
に
戻
ろ

う
。
参
観
し
て
い
た
院
生
の
一
人
は
、

私
の
授
業
を
録
画
か
ら
起
こ
し
て
、

そ
の
す
べ
て
の
言
葉
を
書
き
出
し
、

文
字
化
し
た
。

さ
ら
に
、
書
き
出
し
た
す
べ
て
の

言
葉
を
九
種
類
に
分
類
し
た
。〈
Ａ
〉

〈
Ｂ
〉
の
分
析
を
忠
実
に
実
施
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。（
つ
づ
く
）

る
か
に
よ
っ
て
、
児
童
の
「
学
習
活

動
」
は
異
な
っ
て
く
る
。

①
〜
⑤
の
結
果
、
何
ら
か
の
「
学

習
活
動
」
が
生
じ
た
。
児
童
の
そ
の

「
学
習
活
動
」
に
対
し
て
、
教
師
は

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
「
教
授
活
動
」

を
す
る
。

４　

確
認

５　

評
価

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
次

の
分
析
を
す
る
と
よ
い
。

〈
Ｂ
〉

確
認
・
評
価
等
が
、

①　

ど
の
よ
う
な
言
葉
で
、

②　

ど
の
よ
う
な
長
さ
で
、

③　

ど
の
よ
う
な
速
さ
で
、

④　

ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

⑤　

ど
の
よ
う
な
組
み
立
て
で
、

な
さ
れ
た
の
か
。

つ
ま
り
、
授
業
と
は
、
こ
の
〈
Ａ
〉

と
〈
Ｂ
〉
と
の
往
復
で
あ
る
。
こ
れ

一
　
授
業
分
析
の
基
本

前
号
で
書
い
た
と
お
り
、
一
般
的

に
、
授
業
の
骨
格
は
次
の
二
つ
。

１　

発
問

２　

指
示

　
「
３　

説
明
」
も
あ
る
。
し
か
し

「
説
明
」
は
、
通
常
、
少
な
け
れ
ば

少
な
い
ほ
ど
よ
い
。

発
問
や
指
示
と
い
う
教
師
の
「
教

授
活
動
」
が
あ
っ
て
、
児
童
は
何
ら

か
の
「
学
習
活
動
」
を
開
始
す
る
。

　
「
教
授
活
動
」
と
い
う
働
き
か
け
が

最
初
で
あ
り
、
そ
の
結
果
「
学
習
活

動
」
が
始
ま
る
の
だ
。
決
し
て
逆
で

は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
授
業
の
基
本
的
な

分
析
は
、
次
の
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
と
よ
い
。

〈
Ａ
〉

発
問
・
指
示
（
・
説
明
）
等
が
、

①　

ど
の
よ
う
な
言
葉
で
、

②　

ど
の
よ
う
な
長
さ
で
、

③　

ど
の
よ
う
な
速
さ
で
、

④　

ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

⑤　

ど
の
よ
う
な
組
み
立
て
で
、

発
せ
ら
れ
た
の
か
。

教
師
の
「
教
授
活
動
」
が
、
①
～

⑤
の
ど
の
よ
う
な
状
態
で
発
せ
ら
れ

授業のベーシックス
キル７ 

「作業指示」⑩
授業には様々な側面がある。
子供の「学びの質」といった
観点もあるだろう。しかし、
分析の基本は教師の「教授活
動」を対象とすべきである。
それがないと授業が始まらな
いからだ。

授業の
ベーシックスキル



  2021. 1065

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 
で
平
日
二
〇
時
か
ら
二

一
時
ま
で
ラ
イ
ブ
配
信
を
や
っ
て
い
る
。

　

視
聴
者
か
ら
教
材
等
を
そ
の
場
で
送
っ
て
も

ら
い
、
私
が
料
理
（
授
業
）
す
る
。
何
の
仕
込

み
も
無
い
「
活
造
り
」
の
仕
事
だ
。
一
日
で
千

人
以
上
の
教
師
た
ち
が
観
て
い
る
。
下
手
は
打

て
な
い
。
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
漢
字
や

数
字
は
よ
く
間
違
う
。
多
く
は
後
で
自
分
で
気

付
い
て
修
正
す
る
。
こ
れ
は
現
役
の
時
か
ら
変

わ
ら
な
い
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
間
違
い

を
気
に
し
な
い
。

過
ち
は
（
素
直
に
）
改
め
る
に
如
か
ず
。

　

人
間
は
神
で
は
な
い
。
間
違
い
や
失
敗
を
繰

り
返
す
中
で
少
し
ず
つ
向
上
す
れ
ば
良
い
の
だ
。

　
「
間
違
い
を
恐
れ
る
子
」
や
「
失
敗
を
嫌
が
る

子
」
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
る
事
が
あ
る
。

そ
う
い
う
子
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
抱
え
て
い
る
。
叱
ら
れ
た
り
笑
わ
れ
た

り
す
る
事
が
、
怖
い
の
で
あ
る
。
多
く
は
過
去

の
実
体
験
に
依
拠
す
る
。
大
人
や
友
達
が
、
そ

れ
を
植
え
付
け
た
の
だ
。
犯
罪
的
で
あ
る
。
下

手
す
れ
ば
、
そ
の
子
の
一
生
を
左
右
す
る
。

　

小
学
一
年
生
に
な
る
子
供
の
会
話
を
聞
い
た
。

○
○
ち
ゃ
ん
が
、お
し
り
に
か
み
つ
い
た
！

　

一
瞬
ギ
ョ
ッ
と
し
た
が
、
す
ぐ
に
切
り
返
し

た
。

　
「
そ
れ
は
痛
か
っ
た
ろ
う
ね
え
？　

誰
に
噛
み

付
い
た
の
？
」

　

無
論
、
わ
ざ
と
言
っ
た
の
だ
。
後
は
大
爆
笑

で
あ
る
。
間
違
い
を
正
す
の
が
良
い
事
だ
と

思
っ
て
い
る
人
は
多
い
。
し
か
し
、
正
す
よ
り

良
い
打
ち
手
も
あ
る
。
そ
の
子
は
暫
く
考
え
て

「
○
○
ち
ゃ
ん
の
髪
が
（
伸
び
て
）
お
尻
に
付

い
た
ん
だ
よ
！
」
と
言
っ
た
。
笑
い
話
に
し
て

し
ま
え
ば
、
間
違
い
（
ミ
ス
）
は
一
服
の
清
涼

剤
で
あ
る
。
人
生
を
豊
か
に
す
る
。

　

失
敗
（
過
ち
）
を
咎
め
る
事
は
容
易
い
。
決

ま
り
や
規
則
を
嵩か

さ

に
き
て
、
人
を
裁
く
の
は
誰

に
で
も
で
き
る
事
だ
。
し
か
し
そ
れ
が
で
き
る

の
は
、イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
言
っ
た
様
に
「
自

分
が
罪
を
犯
し
て
い
な
い
人
」
だ
け
な
の
だ
。

人
類
に
は
居
な
い
だ
ろ
う
。
自
分
の
事
（
過
ち
）

を
棚
に
上
げ
て
人
を
裁
く
、
人
を
貶
め
る
。
こ

れ
は
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
事
だ
。
そ
れ
を
や

れ
ば
、
い
つ
か
必
ず
我
が
身
に
還
っ
て
く
る
。

　

今
日
も
、
こ
れ
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信
を
や
る
。

私
は
間
違
い
を
恐
れ
な
い
。
だ
か
ら
研
究
授
業

も
模
擬
授
業
も
授
業
技
量
検
定
も
一
度
も
逃
げ

た
事
は
無
い
。
職
人
の
矜
持
を
も
っ
て
、
必
ず

「
お
題
」
を
サ
バ
い
て
見
せ
る
。

　

さ
あ
や
る
か
！

　
　「
間
違
い
を
恐
れ
る
な
」
ま
ず
教
師
が
な
！

「
自
分
が
（
子
供
た
ち
に
）
言
っ
て
い
る
言
葉
を
、
自
分
で
聴
け
る
様
に
な
っ
た
ら
一
人
前
の
教
師
だ
」
と
言
っ
た
の
は
筑

波
大
附
属
小
の
エ
ー
ス
だ
っ
た
青
木
幹
勇
だ
。
け
だ
し
名
言
で
あ
る
。
教
師
の
集
ま
り
で
発
言
で
き
な
い
人
は
、
子
供
に

発
言
を
促
す
事
に
躊
躇
す
る
だ
ろ
う
。
ま
だ
誠
実
だ
。
自
分
が
で
き
な
い
事
を
子
供
た
ち
に
強
要
す
る
教
師
は
鬼
に
等

し
い
。
掃
除
・
給
食
・
宿
題
・
挨
拶
、
何
で
も
そ
う
だ
。
鬼
退
治
！

Ｔ
‐
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
伴一孝
の
教師道
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い
き
な
り
動
画
で
始
ま
っ
た
。

　

前
置
き
な
し
に
核
心
に
切
り
込
む
。
こ
の
へ
ん

が
ち
ょ
っ
と
違
う
。
私
を
は
じ
め
三
名
が
初
参
加

だ
っ
た
。
自
己
紹
介
の
よ
う
な
こ
と
は
後
に
お
し

や
り
、
い
き
な
り
向
山
氏
の
発
言
に
集
中
さ
せ
た
。

　

向
山
先
生
の
第
一
声
は
、
自
ら
授
業
に
解
説
を

加
え
た
も
の
だ
っ
た
。

　
「
教
師
が
何
か
言
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
子
供
は
、

『
は
い
そ
う
で
す
』
と
は
な
ら
な
い
」

　

記
号
と
体
験
に
関
す
る
重
要
な
指
摘
だ
。
認
知

心
理
学
で
重
視
さ
れ
る
「
ス
キ
ー
マ
」
と
も
関
連

す
る
。
素
材
は
「
向
山
洋
一
映
像
全
集
（
理
科
─

じ
し
ゃ
く
）」
だ
っ
た
。

　
「
向
山
先
生
の
冒
頭
の
発
言
、
み
な
さ
ん
聞
き
ま

し
た
？ 

（
わ
た
し
）
ぜ
ん
ぜ
ん
頭
に
入
っ
て
き
ま

せ
ん
。
門
間
政
博
先
生
、
今
の
場
面
を
も
う
一
度

お
願
い
し
ま
す
」

　

こ
こ
が
い
い
。
京
都
代
表
の
安
江
愛
は
飾
ら
な

い
、繕
わ
な
い
。
そ
れ
を
見
た
仲
間
は
意
欲
を
出
す
。

　

映
像
は
解
説
の
場
面
に
移
る
。

　

小
森
、
伴
、
谷
、
上
木
、
堀
田
（
東
北
大
教
授
）

ら
諸
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
論
評
を
加
え
る
。

端
的
に
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
理
科
授
業
の
意
味
と
価

値
を
論
じ
て
い
く
。
根
拠
を
出
し
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
主
観
で
切
り
取
る
。う
っ
と
り
す
る
。か
っ
こ
い
い
。

　

解
説
を
聞
い
て
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
な
る
こ
と

の
書
き
込
み
（
タ
イ
ピ
ン
グ
）
を
要
求
す
る
。
反

応
が
返
っ
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
何
度
か
見
せ
る
。

解
説
が
分
か
る
に
は
相
当
の
経
験
と
知
識
が
要
る
。

仲
間
の
現
状
は
そ
の
レ
ベ
ル
に
な
い
。
そ
う
判
断

し
た
安
江
は
方
針
を
変
え
る
。「
解
説
」
を
捨
て
た
。

　

安
江
は
当
初
の
学
習
場
面
に
話
を
戻
し
、
気
付

き
を
求
め
た
。
こ
こ
で
も
反
応
が
弱
い
。
あ
れ
ど

も
見
え
ず
の
状
況
で
あ
る
。
再
度
映
像
を
見
せ
る
。

ど
こ
が
自
分
の
授
業
と
違
う
の
か
を
問
う
。

　

向
山
洋
一
氏
は
諸
条
件
（
教
師
の
力
を
含
む
）

に
よ
り
、「
教
育
の
相
」
は
異
な
る
と
言
っ
て
い
る
。

　

安
江
は
映
像
が
映
す
事
実
か
ら
着
想
を
得
る
方

向
に
導
く
。
指
導
を
受
け
る
子
供
の
反
応
に
し
ぼ

り
こ
む
。
こ
れ
な
ら
何
と
か
な
る
。
み
ん
な
に
そ

ん
な
表
情
が
伺
え
る
。

　

安
江
は
自
由
試
行
の
〈
飽
き
る
ま
で
〉
に
目
を

つ
け
た
。

①�　

飽
き
る
ま
で
と
は
。
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
な

の
か
い
。

②�　

そ
の
時
、
教
師
は
ど
れ
く
ら
い
待
っ
て
お
れ

る
か
。

③�　

作
業
中
の
子
供
の
つ
ぶ
や
き
を
拾
う
こ
と
が

で
き
る
か
。

④�　

実
態
の
把
握
を
事
後
の
組
み
立
て
に
ど
う
生

か
す
か
。

　

以
上
の
実
践
課
題
を
自
分
の
学
級
に
置
き
か
え

て
考
え
さ
せ
る
。
話
が
具
体
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と

は
な
い
。

　
　
　
　
　

※

　

安
江
は
話
を
理
科
の
授
業
で
終
わ
ら
せ
な
い
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、現
在
誰
も
理
科
の
授
業
を
や
っ

て
い
な
い
。
思
考
を
抽
象
化
し
、
他
の
教
科
指
導

に
あ
て
は
め
ら
れ
る
よ
う
に
、そ
こ
で
情
報
を
い
っ

た
ん
脱
文
脈
化
し
た
あ
と
再
文
脈
化
す
る
。
仲
間

は
思
考
の
階
段
を
一
歩
一
歩
昇
っ
て
い
く
。

　

こ
こ
に
き
て
安
江
の
映
像
検
証
の
秘
密
が
見
え

て
く
る
。

★
小
さ
く
狭
く
捉
え
、
濃
く
深
く
検
証
す
る

★
脱
文
脈
化
し
、
再
文
脈
化
す
る

京
都
代
表
・
安
江
愛
主
宰

の
サ
ー
ク
ル
を
訪
問
す
る

向
山
洋
一
映
像
全
集
は
学
び
の
宝
庫
。

学
び
の
道
筋　

１ 

小
さ
く
狭
く
濃
く
深
く　

２ 

脱

文
脈
し
、
再
文
脈
化
す
る

「向山洋一映像全集」
（教育技術研究所）

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

T
O
S
S
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　　
A

」

A

Q

河か
わ

田た 

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立

王
喜
小
学
校

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
修
得
の
原
則

ま
ず
は
、
は
じ
め
の
一
歩
。

し
た
。
新
任
時
、
サ
ー
ク
ル
会
場
か
ら
二
時
間

半
離
れ
た
勤
務
地
を
毎
週
往
復
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
三
年
間
続
け
ま
し
た
。
転
勤
希
望
地
を
、

私
の
自
宅
近
く
と
し
ま
し
た
。
普
通
な
ら
ば
帰

る
は
ず
の
実
家
と
は
二
時
間
も
離
れ
た
地
に
。

私
が
行
く
と
こ
ろ
へ
は
、
ほ
ぼ
張
り
付
き
ま
し

た
。
例
会
は
も
ち
ろ
ん
、
毎
週
あ
る
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
同
行
を
し
、
学
校
が
代
休
の
時
は
、
私
の

学
級
へ
の
一
日
参
観
を
必
ず
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
私
の
行
動
・
動
作
を
動
画
に
記
録
し
詳
細

に
メ
モ
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
次
の
日
、
私
が
や
っ
た
こ
と
を
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
教
室
で
再
現
す
る
の
で
す
。

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
と
は
、
例
え
ば
、
教
室
に

入
っ
て
か
ら
何
歩
目
に
私
が
言
葉
を
発
す
る
の

か
と
い
う
ミ
リ
・
秒
単
位
の
再
現
で
す
。
そ
の

動
作
の
教
育
効
果
や
意
義
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
マ
ネ
し
、
そ

の
と
き
の
感
触
を
体
で
感
じ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
全
国
か
ら
引
っ
張
り
だ
こ
の
授
業
者
林

健
広
は
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
基
盤
と
し
て
い

る
の
で
す
。

　

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
修
得
の
原
則
は
じ
め
の
一

歩
で
紙
幅
と
な
り
ま
し
た
。
続
編
は
、
ま
た
の

機
会
に
。

　

心
地
よ
い
授
業
の
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
修

得
の
た
め
に
最
優
先
で
実
行
す
べ
き
な
の

は
、【
師
匠
を
も
つ
こ
と
】
で
す
。
自
分
が
心

地
よ
い
、
カ
ッ
コ
い
い
、
う
っ
と
り
す
る
と
心

の
底
か
ら
感
じ
た
授
業
者
に
師
事
す
る
こ
と
で

す
。「
あ
ん
な
授
業
を
し
た
い
」
と
憧
れ
を
も

つ
こ
と
で
授
業
の
モ
デ
ル
が
で
き
ま
す
。
モ
デ

ル
が
あ
る
か
ら
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ち
ら
に
向
け
て

突
き
進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
師
匠
と

の
物
理
的
距
離
は
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
の
は
、「
憧
れ
」
と
「
執
念
」
で
す
。

　

林
健
広
氏
と
い
う
授
業
者
が
い
ま
す
。
氏
は
、

二
〇
年
前
に
私
の
サ
ー
ク
ル
に
入
門
し
ま
し
た
。

同
じ
時
期
に
入
門
し
た
同
世
代
の
教
師
は
、
二

〇
人
い
ま
し
た
。
林
氏
は
、
二
〇
人
の
中
で
ず

ば
抜
け
て
授
業
が
下
手
で
し
た
。
し
か
し
、
授

業
力
向
上
へ
の
執
念
は
、
二
〇
人
の
中
で
断
ト

ツ
で
し
た
。
氏
は
、
授
業
力
の
目
標
を
河
田
孝

文
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
ガ
ム
シ
ャ
ラ
で

授
業
の
リ
ズ
ム
＆
テ
ン
ポ
が
大
切
だ
と

教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し

て
も
リ
ズ
ム
＆
テ
ン
ポ
の
良
い
授
業
が

で
き
ま
せ
ん
。
河
田
先
生
の
授
業
は
リ

ズ
ム
＆
テ
ン
ポ
が
心
地
よ
く
進
み
ま
す
。

河
田
先
生
の
よ
う
に
授
業
の
中
で
リ
ズ

ム
＆
テ
ン
ポ
を
生

み
出
す
に
は
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則
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行ゆ
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敬
愛
大
学
教
育
学
部
教
授
・

教
育
学
部
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

児
童
生
徒
の
自
殺
防
止

に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
特
に
令
和

二
年
中
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
自
殺
者
は
四

百
七
十
九
人
で
、
前
年
と
比
較
し
て
四
割
増

加
。
そ
の
う
ち
、
女
子
中
高
生
の
自
殺
者
は

二
百
名
で
、
前
年
と
比
べ
て
約
二
倍
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
に
掲
げ
る
取

組
を
、
学
校
が
保
護
者
、
地
域
住
民
、
関
係

機
関
と
連
携
の
上
、
実
施
す
る
こ
と
を
周

知
」

　

そ
し
て
取
組
の
方
策
と
し
て
次
の
事
項
を

示
し
て
い
る
。

○
学
校
に
お
け
る
早
期
発
見
に
向
け
た
取
組

○
保
護
者
に
対
す
る
家
庭
に
お
け
る
見
守
り

○�

学
校
内
外
に
お
け
る
集
中
的
な
見
守
り
の

促
進

○
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

　

令
和
二
年
度
の
月
別
自
殺
者
数
の
推
移
。

八
月
→
六
四
名
、
九
月
→
五
三
名
、
十
一
月

→
四
八
名
の
順
。
特
に
目
立
っ
た
の
が
十
一

　
男
と
さ
よ
な
ら
で
き
る
ん
だ
っ
て

　
淋
し
い
　
淋
し
い
も
ん
だ
ね

日
が
短
く
な
る
秋
は
、
脳
内
物
質
の
せ
い

で
鬱
傾
向
に
な
る
と
、
あ
る
女
性
脳
科
学
者

が
言
っ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
秋
、「
行
事
学
校
」
か
ら

「
勉
強
学
校
」
へ
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
学
校
。
運
動
会
や
修
学
旅
行
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
も
制
限
さ
れ
た
り
中
止
さ
れ
た

り
す
る
。
変
化
の
乏
し
い
「
勉
強
学
校
」
で
。

児
童
生
徒
の
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
。

二
　
若
年
の
自
殺
者
の
増
加

　

文
科
省
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
一
日
に

「
児
童
生
徒
の
自
殺
予
防
に
つ
い
て
」
と
い

う
通
知
を
出
し
た
。
概
要
は
次
の
通
り
。

「
十
八
歳
以
下
の
自
殺
は
、
長
期
休
業
空
け

一
　
も
の
想
う
秋

　

叢
（
く
さ
む
ら
）
の
コ
オ
ロ
ギ
が
秋
の
到

来
を
告
げ
る
。「
も
の
想
う
秋
」
で
あ
る
。

昔
、
梓
み
ち
よ
の
歌
う
『
メ
ラ
ン
コ

リ
ー
』
と
い
う
名
曲
が
あ
っ
た
。
若
い
時
代
、

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

♫�

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
（
喜
多
條
忠
作
詞
　
吉
田

拓
郎
作
曲
　
一
九
七
六
年
）

　
緑
の
イ
ン
ク
で
　
手
紙
を
書
け
ば

　
そ
れ
は
さ
よ
な
ら
の
　
合
図
に
な
る
と

　
誰
か
が
言
っ
て
た

　
女
は
愚
か
で
　
か
わ
い
く
て

　
恋
に
す
べ
て
を
賭
け
ら
れ
る
の
に

　
秋
だ
と
い
う
の
に
　
恋
も
出
来
な
い

　
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
　
メ
ラ
ン
コ
リ
ー

　
そ
れ
で
も
乃
木
坂
あ
た
り
で
は

　
私
は
　
い
い
女
な
ん
だ
っ
て
ね

　
腕
か
ら
時
計
を
は
ず
よ
う
に

の

新
時
代

42

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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自
殺
防
止
の
た
め
の
早
期
発
見
。
学
校
の

担
任
教
師
で
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
先
年
の

大
津
市
中
学
生
自
殺
事
件
の
際
、
学
校
を
責

め
る
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
、
曾
野
綾
子
は

「
家
庭
で
見
つ
け
ら
れ
な
い
も
の
を
、
ど
う

し
て
学
校
が
見
つ
け
ら
れ
る
の
か
」
と
指
摘

し
た
。
勇
気
あ
る
発
言
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
憂
鬱
（
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
）
の

気
分
は
、
ど
の
世
代
に
も
あ
る
。
そ
の
中
で
、

人
々
は
己
の
人
生
を
全
う
し
て
い
る
。

♫�

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
　
二
番

　
人
の
言
葉
を
　
し
ゃ
べ
れ
る
鳥
が

　
昔
の
男
（
ひ
と
）
の
　
名
前
を
呼
ん
だ

　
に
く
ら
し
い
わ
ね

　
男
は
ど
こ
か
へ
　
旅
立
て
ば

　
そ
れ
で
な
ん
と
か
　
絵
に
な
る
け
れ
ど

　
秋
だ
と
い
う
の
に
　
旅
も
で
き
な
い

　
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
　
メ
ラ
ン
コ
リ
ー

　
そ
れ
で
も
乃
木
坂
あ
た
り
で
は

　
私
は
い
い
女
な
ん
だ
っ
て
ね

　
恋
人
つ
れ
て
る
　
あ
の
人
に

　
平
気
で
　
挨
拶
し
て
い
る
な
ん
て

　
淋
し
い
　
淋
し
い
も
ん
だ
ね

　
淋
し
い
　
淋
し
い
も
ん
だ
ね

�

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ　

出　

２
１
０
６
５
９
８−

１
０
１

関
係
、
人
生
へ
の
疑
問
な
ど
。
む
か
し
、
万

物
「
不
可
解
」
と
し
て
華
厳
の
滝
に
身
を
投

げ
た
旧
制
一
高
（
現
東
大
）
生
が
い
た
。
い

つ
の
時
代
も
、
若
い
人
々
の
悩
み
の
種
は
尽

き
な
い
。

三
　
早
期
発
見
の
難
し
さ

　

自
殺
防
止
の
た
め
に
、
早
期
発
見
に
取
組

む
と
い
う
方
策
。
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
い

か
に
も
難
し
い
。

　

私
が
指
導
主
事
に
な
り
た
て
の
三
〇
年
ほ

ど
前
。
東
京
の
F
中
学
校
で
自
殺
事
件
が
起

き
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
だ

と
扇
動
し
た
。
別
居
中
の
両
親
が
記
者
会
見

で
学
校
を
糾
弾
し
た
。

　

当
該
男
子
の
自
殺
場
所
は
、
盛
岡
駅
ト
イ

レ
の
中
。
一
人
で
祖
母
に
会
い
に
行
く
途
中

の
事
件
だ
っ
た
。
私
は
、
そ
の
男
子
中
学
生

の
心
象
風
景
を
知
り
た
く
て
、
一
人
盛
岡
へ

向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
駅
構
内
ト
イ
レ
の
一

番
奥
の
個
室
の
前
に
た
た
ず
み
、
そ
の
生
徒

の
冥
福
を
祈
っ
た
。
男
子
生
徒
は
、
な
ぜ
、

祖
母
宅
そ
ば
ま
で
行
き
、
駅
で
自
殺
し
た
の

か
。
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。

月
で
、
前
年
度
の
二
倍
強
に
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
長
い
二
学
期
は
「
勉
強
学
校
」
で
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
る
。
特
に
十
一
月
が
自
殺
増

加
の
要
注
意
月
間
だ
と
、
私
は
本
誌
や
様
々

な
研
修
会
で
警
鐘
し
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
、

私
の
予
測
は
的
中
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
、
児
童
生
徒
の
自
殺
事
案
が

発
生
す
る
と
、
ま
ず
い
じ
め
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
疑
う
。
い
じ
め
の
懸
念
が
認
め
ら
れ
れ

ば
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
扱
う
。
そ
の
報
道

で
、
児
童
生
徒
も
保
護
者
も
動
揺
す
る
。

　

確
か
に
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
は
、
本
人
、

遺
族
に
と
っ
て
極
め
て
つ
ら
い
悲
し
み
で
あ

る
。
教
育
関
係
者
に
と
っ
て
も
同
様
だ
。

　

私
の
親
し
い
知
人
が
校
長
を
務
め
る
学
校

で
自
殺
者
が
出
た
。
そ
の
知
人
は
責
任
を
重

く
受
け
止
め
、
あ
ら
ゆ
る
交
流
な
ど
を
控
え
、

長
期
間
の
喪
に
服
し
た
。
数
年
間
に
わ
た
る

係
争
案
件
の
裁
判
の
判
決
が
下
さ
れ
て
、
さ

ら
に
、
長
期
間
を
隠
遁
し
た
後
に
復
帰
し
た
。

社
会
復
帰
し
た
後
も
、
重
い
十
字
架
を
抱
い

て
人
生
を
歩
ん
で
い
る
。

児
童
生
徒
の
自
殺
者
は
、
年
間
お
よ
そ
三

〇
〇
件
程
度
。
そ
の
原
因
は
多
岐
に
わ
た
る
。

家
庭
の
問
題
、
健
康
の
問
題
、
進
路
や
友
人



特

別

連

載

―人生には何一つ無駄なことはない

ノボニシノボニシ通信22

70

�
関西外国語大学�
教授兼学長補佐

西
にし

阪
さか

 昇
のぼる

nobonisi@kansaigaidai.ac.jp

は
社
会
に
出
て
か
ら
一
度
も
使
う
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
と
言
う
。

　

学
生
た
ち
の
本
音
で
あ
ろ
う
し
、
よ
く
分

か
る
部
分
も
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
肯
定
し
つ
つ
、
そ
も
そ
も
学

校
で
教
え
ら
れ
る
教
科
の
根
本
に
あ
る
「
学

問
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
に
つ
い
て
学
生

と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
学
問
」
と
言
わ
れ
る
も
の
が
歴
史
上
は
じ

め
て
現
れ
て
き
た
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時

代
と
言
わ
れ
て
い
る
。
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
、

プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
有
名
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
学
問
＝
哲
学
で
あ
っ
た
。

彼
ら
が
追
い
求
め
た
の
は
、
①
世
界
（
自

然
）
は
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
か

（
も
の
の
こ
と
わ
り
で
あ
る
「
物
理
」）、
②

人
間
と
は
ど
う
い
う
存
在
か
（
人
の
こ
と
わ

り
で
あ
る
「
道
理
」「
心
理
」）
と
い
う
自
分

た
ち
が
生
き
る
世
界
の
「
真
理
」
で
あ
る
。

こ
の
学
問
の
基
本
的
性
質
は
、
今
日
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
学
問
の
各
分
野
が
進
展
し
て
、

人
文
、
社
会
、
自
然
科
学
に
枝
分
か
れ
し
た
。

二	

学
問
に
つ
い
て

・
税
金
や
経
済
な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
こ
と

・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
問
題

・
震
災
対
応

・
郷
土
や
地
域
の
こ
と

・
音
楽
や
美
術

　

一
方
、
必
要
な
い
と
思
っ
た
も
の
と
し
て

は
、
常
に
挙
が
る
の
は
、
古
文
・
漢
文
。
そ

の
他
で
は
、
数
学
・
理
系
科
目
の
専
門
的
内

容
、
入
試
に
関
係
の
な
い
科
目
、
持
久
走
大

会
、
聞
く
ば
か
り
の
受
け
身
の
授
業
な
ど
が

挙
が
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
大
学
の
授
業
も
そ
う
な
の

で
あ
ろ
う
が
、
社
会
に
出
て
役
立
つ
と
思
わ

れ
る
内
容
を
も
っ
と
学
び
た
い
と
い
う
希
望

が
多
い
。
古
文
・
漢
文
に
つ
い
て
は
、
普
通

　

授
業
で
学
生
た
ち
に
、
小
中
高
校
時
代
に

も
っ
と
や
っ
て
み
た
か
っ
た
勉
強
や
活
動
と
、

必
要
な
い
と
思
っ
た
勉
強
や
活
動
を
聞
い
て

み
た
。

　

理
想
の
学
校
を
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、

ど
う
い
う
教
育
課
程
が
望
ま
し
い
の
か
考
え

て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

も
っ
と
や
っ
て
み
た
か
っ
た
こ
と
と
し
て

挙
が
っ
た
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・�

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
中
心
の
英
会
話

・
実
社
会
の
マ
ナ
ー
や
常
識
、
法
の
仕
組
み

・�

子
供
同
士
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
発

表
体
験

一	

学
生
た
ち
に
聞
い
て
み
た

学
校
で
も
っ
と
学
び
た
か
っ
た

内
容
、
必
要
な
い
と
思
っ
た
内
容

学
問
と
は
何
か
？
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子
供
た
ち
は
本
来
、
新
し
い
こ
と
を
知
っ

た
り
珍
し
い
こ
と
を
発
見
し
た
り
す
る
の
が

好
き
な
知
的
好
奇
心
の
塊
で
あ
る
。

　

教
科
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
学
問
の
面
白

さ
が
子
供
た
ち
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
る
。
ま
た
、
学
校
の
教
科
と
し
て

教
え
る
が
故
に
、
逆
に
学
問
ぎ
ら
い
を
生
ん

で
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

今
流
行
り
の
話
題
や
就
活
に
役
立
つ
ノ
ウ

ハ
ウ
を
教
え
た
方
が
、
学
生
た
ち
は
盛
り
上

が
り
、
授
業
評
価
も
上
が
る
こ
と
は
分
か
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
N
教
授
は
今
日
も
、
学

生
た
ち
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
不
安
に
思
い

な
が
ら
「
生
活
」
よ
り
も
「
人
生
」
に
つ
い

て
語
る
の
で
あ
る
。

五	

N
教
授
の
苦
闘

伝
え
て
い
く
の
も
学
校
の
重
要
な
機
能
で
あ

る
。

　

実
社
会
の
「
生
活
」
面
で
す
ぐ
に
役
立
た

な
い
が
、「
人
生
」
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

で
あ
ろ
う
先
人
た
ち
の
叡
智
の
集
成
で
あ
る

学
問
を
、
子
供
た
ち
に
教
え
る
こ
と
は
、
学

校
以
外
で
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

　

社
会
に
出
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
人
は
使
う

こ
と
が
な
い
古
文
や
漢
文
。
し
か
し
、
そ
こ

に
は
古
の
人
た
ち
の
考
え
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

外
国
語
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
解
き
明
か
し
な

が
ら
古
人
の
生
活
に
触
れ
る
こ
と
は
得
難
い

こ
と
で
あ
る
。

　

歴
史
や
地
理
は
、
多
く
の
生
徒
た
ち
に
暗

記
科
目
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
歴
史
は
、
人
間
が
起
こ
し
た
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
出
来
事
で
あ
り
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
物
語
の
集
積
で
あ
る
。
地
理
は
ま
だ
見
ぬ

未
知
の
世
界
へ
の
誘
い
で
あ
る
。

　

宇
宙
の
成
り
立
ち
や
生
物
の
進
化
は
、
知

ら
な
く
て
も
日
々
の
生
活
に
は
困
ら
な
い
。

し
か
し
、
自
分
が
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
不

思
議
に
つ
な
が
る
。

四	

学
問
の
魅
力

特
に
近
代
に
な
っ
て
自
然
や
生
体
の
観
察
技

術
が
格
段
に
進
む
に
つ
れ
て
、
自
然
科
学
の

分
野
が
大
き
く
発
展
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

実
社
会
に
役
立
つ
応
用
科
学
の
分
野
が
発
達

し
て
、
近
代
文
明
の
革
新
に
大
き
く
貢
献
し

た
。

　

た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
大
学
で

は
、
純
粋
科
学
で
あ
る
理
学
部
は
あ
っ
た
が
、

応
用
科
学
の
分
野
で
あ
る
工
学
部
は
当
初
は

置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
学
問
の
中
心
は
古
代
ギ
リ

シ
ャ
時
代
に
淵
源
を
も
つ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

純
粋
科
学
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
研
究
の
上
に

科
学
技
術
が
花
開
く
の
で
あ
る
。

　

ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
く
社
会
の
中
で
、

子
供
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
多
く
の
こ
と
を
身
に
付
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
、
そ
の
こ
と
を
効
率

的
に
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
き
た
い
。
そ
の

面
で
の
学
校
の
役
割
は
大
き
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
真
理
の
追
求
で
あ
る

「
学
問
」
を
形
づ
く
っ
て
き
た
の
は
大
学
を

中
心
と
す
る
学
校
で
あ
り
、
そ
れ
を
後
世
に

三	

学
校
で
教
え
る
こ
と

イラスト：水川 勝利
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全
員
習
得
学
習
が
可
能
な
教
師
の
条
件
八
つ

す
べ
て
の
子
を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
の
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
な
八
条
件
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
す
べ
て
の
教
師
が
目
指
す
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

田た

村む
ら 

治は
る

男お

岩
手
県
遠
野
市
立
青
笹
小
学
校

《
前
略
》
す
べ
て
の
「
教
育
の
場
」
で
は
、

習
っ
た
こ
と
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
、
つ
ま

り
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。

《
中
略
》「
習
得
さ
せ
る
」
の
は
「
教
育
の

場
」
で
の
「
教
師
、
学
校
」
の
責
任
事
項

な
の
で
あ
る
。《
中
略
》

　

私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
一
年
間
教
え
て
、

五
点
、
十
点
し
か
テ
ス
ト
で
と
ら
せ
ら
れ

な
い
の
は
、
教
師
が
悪
い
の
で
あ
る
。

　

教
師
の
授
業
の
や
り
方
が
間
違
っ
て
い

た
り
、
技
量
が
低
か
っ
た
り
す
る
た
め
に

そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ご
く
少
数
の
例
外
を
の
ぞ
き
、
九
割
は

教
師
の
責
任
で
あ
る
。《
中
略
》

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
実
践
で
は
、「
発
達
障
害

の
子
」「
境
界
知
能
の
子
」
に
、
市
販
テ

ス
ト
で
九
十
点
、
百
点
を
と
ら
せ
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。《
中
略
》

　

但
し
、
そ
の
た
め
に
は
条
件
が
必
要
で

あ
る
。

　

自
己
流
の
指
導
法
で
は
駄
目
だ
。

　

全
員
が
習
得
で
き
る
学
習
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
次
の
こ
と
が

必
要
。

　

第
一
は
、
発
達
障
害
の
子
の
特
質
を
知

る
こ
と
。

　

第
二
は
、
そ
の
対
応
の
方
法
を
身
に
つ

け
る
こ
と
。（
以
上
二
つ
が
で
き
な
い
と
、

教
室
で
反
乱
さ
れ
、
反
抗
さ
れ
、
学
級
騒

乱
状
態
に
な
る
。
責
任
は
教
師
に
あ
る
。

発
達
障
害
の
子
が
、
で
き
な
い
こ
と
を
、

力
づ
く
で
押
し
つ
け
て
い
る
か
ら
反
抗
す

る
の
だ
。《
中
略
》

　

第
三
は
、
多
く
の
教
師
の
知
恵
の
結
晶

で
あ
る
教
科
書
を
使
う
こ
と
。
そ
う
す
れ

　
「
習
得
」
と
い
う
言
葉
が
学
習
指
導
要
領
に

入
っ
て
き
た
時
に
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
。

　

向
山
洋
一
氏
は
、
こ
の
論
文
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
は
習
得
さ
せ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
履
修

さ
せ
る
こ
と
を
や
っ
て
き
た
の
だ
と
述
べ
る
。

　

習
わ
せ
っ
ぱ
な
し
で
習
得
で
き
な
い
指
導
方

法
が
は
び
こ
り
、
そ
の
責
任
の
九
割
は
教
師
に

あ
る
と
言
い
切
ら
れ
て
い
る
。

　

八
つ
の
条
件
は
、
現
在
の
す
べ
て
の
教
師
に

と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
教
師
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
学
生
に
と
っ
て
も
、
き
わ
め
て
重
要
な

指
標
で
あ
る
。

　

い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
条
件
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
至
極
納
得
で
き
る
項
目
で
あ
る
。

　

教
師
と
し
て
、
こ
れ
ら
八
条
件
を
肝
に
銘
じ
、

自
己
評
価
の
基
準
に
し
て
日
々
の
教
師
修
業
を

行
う
な
ら
ば
、
授
業
は
安
定
し
、
学
級
経
営
も

軌
道
に
乗
る
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
教
育
現
場
を
見
る
と
、
授

業
が
安
定
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

発
達
障
害
の
子
や
困
り
感
を
抱
え
た
子
へ
の

対
応
に
迷
い
、
何
も
し
て
い
な
い
学
級
が
あ
る

か
と
思
え
ば
、
反
対
に
怒
鳴
る
、
説
教
を
す
る

と
い
う
学
級
も
あ
る
。

　

教
師
の
言
葉
に
つ
い
て
も
、
説
明
が
長
く
、

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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向
山
氏
が
述
べ
る
「
ム
ダ
・
ム
リ
・
ム
ラ
」
の

あ
る
発
問
を
よ
く
聞
く
。

　

ま
た
、
教
師
の
言
葉
の
中
に
「
え
ー
」「
う

ん
と
」
等
が
発
せ
ら
れ
、
子
供
が
聞
き
取
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
場
面
も
よ
く
見
る
。

　

さ
ら
に
、
教
科
書
を
閉
じ
さ
せ
た
ま
ま
行
う

授
業
も
い
ま
だ
に
あ
る
。

　

信
じ
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
褒
め
言
葉
が
ほ
と

ん
ど
な
い
授
業
も
存
在
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
き
わ
め
て
重
要
だ
と
理
解
し
な
が

ら
、
多
く
の
教
師
が
我
流
を
変
え
ら
れ
な
い
で

い
る
の
で
あ
る
。

　

向
山
氏
は
、
全
員
習
得
の
授
業
に
必
要
な
条

件
と
し
て
、「
警
鐘
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て

八
つ
を
提
示
し
た
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
教
師
が
指
標
に
し
て
き

た
で
あ
ろ
う
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
こ
れ
か
ら
も

重
要
な
指
標
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

向
山
氏
が
示
し
た
「
八
条
件
」
は
、「
全
員

習
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
教
師
」
を
劇
的
に

増
や
す
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
新
任
教
師
の
研
修
会
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
「
八
条
件
」
を
指
標
に
し
た
学
び
の
場

が
設
定
さ
れ
、
若
手
教
師
の
授
業
技
術
が
向
上

す
る
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

ば
何
を
し
て
い
る
か
が
分
か
り
、
学
習
に

と
り
く
む
よ
う
に
な
る
。

　

第
四
に
、
教
師
の
言
葉
は
短
く
削
る
こ

と
。
九
割
を
削
っ
て
一
割
に
す
れ
ば
、
授

業
は
う
ま
く
い
く
。
言
葉
が
多
い
教
師
は

腕
が
低
い
。

　

第
五
に
、
ノ
ー
ト
を
て
い
ね
い
に
書
か

せ
る
指
導
を
す
る
こ
と
。
東
大
生
は
ノ
ー

ト
が
美
し
い
の
で
あ
る
。
最
近
話
題
に

な
っ
た
。

　

第
六
は
、
ほ
め
続
け
る
こ
と
。

　

第
七
は
、「
で
き
な
い
子
を
で
き
る
よ

う
に
さ
せ
た
先
生
」「
ク
ラ
ス
平
均
九
十

点
を
突
破
し
た
先
生
」
の
ク
ラ
ス
を
見
学

し
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
。

　

第
八
は
、
自
分
の
仕
事
は
「
で
き
な
い

子
を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
だ
」
と

肝
に
銘
じ
、
そ
の
こ
と
だ
け
を
自
己
評
価

の
基
準
に
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
八
つ
の
こ
と
を
し
て
い
け
ば
、

立
派
な
ク
ラ
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

発
達
障
害
の
子
、
境
界
知
能
の
子
を
、

我
流
で
教
え
、
で
き
な
い
ま
ま
に
さ
せ
て

お
く
と
、
将
来
自
立
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
。

　

本
来
な
ら
、
自
立
で
き
る
（
つ
ま
り
結

婚
し
、
家
庭
を
持
ち
、
就
職
で
き
る
）
よ

う
に
な
る
子
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
る
。

　

小
、
中
学
校
の
教
師
の
責
任
は
極
め
て

重
い
。

　

せ
め
て
「
小
学
校
四
年
生
ま
で
の
読
み

書
き
算
」
を
身
に
つ
け
「
学
習
の
し
か
た
、

努
力
の
し
か
た
、
友
人
と
の
協
力
態
度
」

を
身
に
つ
け
て
い
け
た
な
ら
ば
、
自
立
し

て
い
く
可
能
性
大
だ
と
い
う
。

　

そ
れ
を
す
る
の
が
教
師
の
責
任
だ
。

　

不
勉
強
な
教
師
、
未
熟
な
教
師
が
ク
ラ

ス
の
三
割
の
子
ど
も
を
切
り
す
て
て
い
る
。

　

将
来
の
人
生
を
奪
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

教
師
と
し
て
、
当
然
知
っ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
「
発
達
障
害
の
子
」「
境
界
知

能
の
子
」
へ
の
指
導
法
を
身
に
つ
け
て
い

な
い
か
ら
だ
。《
後
略
》

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書
、
二
〇

〇
九
年
一
月
号
）
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１　

学
習
用
語
ま
と
め
く
ん
会
議

　

以
前
か
ら
出
し
た
か
っ
た
書
籍

の
製
作
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

騒
人
社
サ
ポ
ー
タ
ー
の
溝
端
先

生
に
、
ラ
イ
タ
ー
を
募
っ
て
も

ら
っ
た
。
出
版
経
験
が
な
い
人
も

大
歓
迎
、
自
分
で
本
を
出
し
て
み

た
い
と
強
く
希
望
す
る
人
と
仕
事

を
し
た
か
っ
た
。

　

一
六
名
の
執
筆
者
の
う
ち
、
未

経
験
者
は
一
一
名
。
勇
眞
先
生
の

よ
う
に
何
冊
も
出
版
経
験
の
あ
る

人
も
い
た
の
で
、
リ
ー
ダ
ー
を
お

願
い
し
た
。

　

国
語
・
社
会
・
算
数
・
理
科
の

小
学
校
で
覚
え
て
お
く
べ
き
用
語

を
集
め
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
集
の
製

作
は
、
ま
ず
用
語
確
定
の
た
め
の

基
礎
研
究
か
ら
入
っ
た
。

　

向
山
先
生
が
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

「
教
師
に
な
っ
た
人
な
ら
、
大
丈

夫
」。

　

何
が
大
丈
夫
か
と
い
う
と
、
学

べ
ば
様
々
な
こ
と
が
で
き
、
ク
リ

ア
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

今
回
は
ま
さ
に
、
向
山
先
生
の

言
葉
通
り
の
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

ラ
イ
タ
ー
会
議
は
、
二
、
三
、

四
月
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
三
回
。
教

科
別
に
一
回
ず
つ
会
議
を
開
き
、

原
稿
は
、
夏
休
み
に
集
中
的
に
書

い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

二
回
目
に
は
、
担
当
の
教
科
を

先
生
方
が
バ
ッ
チ
リ
基
礎
研
究
を

し
、
教
科
書
に
出
て
く
る
用
語
の

確
定
へ
と
進
ん
だ
。

　

教
科
リ
ー
ダ
ー
の
先
生
に
、
執

筆
の
担
当
を
決
め
て
も
ら
い
、
書

い
た
原
稿
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
書
き
な
れ
て
い
る
リ
ー

ダ
ー
の
先
生
に
サ
ン
プ
ル
原
稿
を

書
い
て
も
ら
う
。

　

教
科
別
会
議
で
、
担
当
ペ
ー
ジ

の
原
稿
に
師
尾
が
赤
入
れ
し
、
そ

の
理
由
を
説
明
す
る
。

　

師
尾
が
代
案
を
示
す
こ
と
も
あ

る
。
夏
休
み
前
に
は
、
四
教
科
の

す
べ
て
の
会
議
を
終
え
た
。

　

夏
休
み
前
か
ら
執
筆
を
始
め
た

先
生
も
い
て
、
夏
休
み
に
入
っ
た

ら
、
一
気
に
執
筆
が
加
速
し
た
。

　

す
べ
て
の
原
稿
に
師
尾
が
赤
入

れ
を
し
、
修
正
し
て
も
ら
う
と
い

う
流
れ
で
動
き
出
し
た
。

　

教
科
別
会
議
を
し
た
お
か
げ
で
、

原
稿
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
赤
入
れ
が
楽
し
い
く

ら
い
だ
。

　

教
育
技
術
研
究
所
に
は
、
主
要

な
教
科
書
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
借

り
て
い
る
メ
モ
を
書
き
、
必
要
な

教
科
書
を
借
り
て
く
る
。

　

社
会
、
理
科
は
教
科
書
会
社
三

社
を
見
比
べ
る
。
久
し
ぶ
り
に
教

科
書
を
手
に
し
、
そ
の
変
化
に
も

気
付
き
、
か
な
り
勉
強
に
な
っ
た
。

２�　

オ
ン
ラ
イ
ン
騒
人
社
サ
ー
ク

ル
訪
問
in
大
分

　

江
里
口
先
生
の
お
申
し
出
で
、

大
分
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
訪
れ
た
。

城
下
カ
レ
イ
、
姫
島
の
車
エ
ビ
、

温
泉
は
魅
力
的
。
オ
ー
ル
九
州
四

五
名
も
の
方
々
が
参
加
し
て
下

さ
っ
た
。
Ｑ
Ａ
が
準
備
さ
れ
て
い

て
、
向
山
先
生
も
い
つ
も
の
よ
う

に
騒
人
社
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
、

一
緒
に
答
え
た
。
私
た
ち
に
初
め

て
会
う
先
生
方
も
い
ら
し
た
。
た

く
さ
ん
の
先
生
が
感
想
に
「
騒
人

社
の
本
を
広
め
ま
す
」
と
書
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
て
、
嬉
し
か
っ
た
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

出版経験がない先生方と
出版をめざす
学習用語まとめくん制作・オンライン 
騒人社サークル訪問in大分

イメージはこんな感じです。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１
．
研
究
所
の
仕
事
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
先
生
を
中
心
と
し
た
善
意
あ

る
先
生
方
に
支
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
学
校
で
、
職
員
会
議
で
、
反

対
す
る
人
々
を
説
得
し
て
注
文
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
先
生
方
に
電
話
す

る
と
き
、
感
謝
の
心
、
親
し
み
の

声
が
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

ぜ
ひ
短
い
心
あ
た
た
ま
る
交
流
を

し
て
下
さ
い
。

２
．
ま
た
、
教
材
を
使
っ
て
の
様

子
、
い
い
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
な

ど
を
、
時
に
は
、
お
聞
き
し
て
下

さ
い
。

３
．
教
師
は
、
時
間
に
追
わ
れ
て

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
教
材
を
注

文
す
る
と
「
す
ぐ
に
来
る
」
と

思
っ
て
い
る
先
生
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
受
注
処
理
を
第
一
優
先
と

し
て
、
少
し
で
も
早
く
届
け
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

４
．
改
善
の
工
夫
な
ど
を
、
ぜ
ひ

次
々
と
出
し
て
下
さ
い
。
改
善
に

は
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま

す
。
私
が
決
め
て
い
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
時
に
カ
ゲ
で
批
判
を
し

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
カ
ゲ
口
」
は
い
か
な
る
組
織
で

も
、
芯
を
こ
わ
す
行
為
で
す
の
で
、

も
し
、
そ
う
い
う
行
為
を
し
た
ら

辞
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
以
下
、

略
）

　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

こ
の
よ
う
に
向
山
先
生
は
、
仕

事
を
す
る
上
で
の
心
構
え
や
先
生

方
へ
の
対
応
を
、機
会
あ
る
た
び
に

私
た
ち
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

お
客
様
や
職
場
の
人
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
は
、

仕
事
に
お
い
て
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
。

【
と
ん
ち
ん
か
ん
】

　
「
事
務
連
絡
が
あ
る
の
で
、
事
務

所
に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
向

山
先
生
に
お
願
い
の
電
話
を
し
た
。

　

す
る
と
電
話
の
向
こ
う
か
ら

「
何
か
い
い
こ
と
あ
る
の
？
」。

　

え
っ
、
い
い
こ
と
？　

事
務
連

絡
に
い
い
も
悪
い
も
…
。
も
し
か

し
た
ら
不
要
不
急
だ
と
思
わ
れ
た

か
、
そ
れ
は
困
る
と
焦
っ
た
。

　

と
っ
さ
に
「
普
通
…
」
と
答
え

て
し
ま
っ
た
。

　

一
瞬
の
沈
黙
が
漂
う
。

　

問
い
に
正
対
し
て
い
な
い
答
え

に
あ
き
れ
た
の
か
、
可
哀
想
だ
と

思
っ
て
く
れ
た
の
か
、
向
山
先
生

は
そ
の
後
、
素
直
に
事
務
所
に

入
っ
て
く
れ
た
。

【
さ
す
が
?!
】

　

師
尾
先
生
か
ら
お
願
い
の
メ
ー

ル
が
届
い
た
。
最
後
に
「
し
ゅ
み

ま
し
ぇ
ん
！
」
の
文
字
。

　

メ
ー
ル
で
も
鼻
声
が
出
せ
る
と

は
恐
れ
入
っ
た
。

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

仕事をする上でお願い
したいこと
研究所忘年会にて　向山洋一 
2011年12月

　
「
出
た
！　

鼻
声
～
」
と
返
す
と
、

「
ワ
ク
チ
ン
打
つ
と
鼻
声
に
な
る

の
」。

　

新
し
い
副
反
応
か
。
さ
っ
そ
く

国
に
報
告
だ
。

▲�好評発売中「新・向山
洋一実物資料集」の紹
介動画。

▲�研究所メルマガ６月の今月の一言「夏休み前に一学期の学習の終了」
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チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
三
三
〇
〇
名

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上
に
「
吉
田
高
志

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設
し
て
、
六
月

で
一
年
三
か
月
経
っ
た
。
チ
ャ
ン
ネ

ル
登
録
者
は
三
三
〇
〇
名
を
越
え
、

毎
月
六
万
を
越
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ

る
。

　

動
画
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
、
授

業
の
発
問
・
指
示
と
解
説
で
あ
る
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上
に
、
T
O
S
S
ラ

ン
ド
の
よ
う
な
「
す
ぐ
に
役
立
つ
授

業
コ
ン
テ
ツ
集
」
を
作
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。

　

光
村
の
国
語
教
科
書
の
物
語
、
説

明
文
、
作
文
教
材
は
、
全
学
年
分
を

そ
ろ
え
た
。
私
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
最

も
ア
ク
セ
ス
数
が
多
い
動
画
で
あ
る
。

し
て
き
た
。

　

一
番
の
目
的
は
T
O
S
S
の
主
張

を
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
機
能
が
あ
る
。
そ
れ
を
活
用

し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
T
O
S
S

が
行
っ
て
き
た
主
張
を
展
開
し
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
算
数
の
教
科
書
利
用
に

つ
い
て
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
て
み
る
と
、
授
業
開
始
の
時
点

で
教
科
書
を
開
い
て
い
る
教
師
は
、

二
七
％
し
か
い
な
か
っ
た
。「
答
え

が
書
い
て
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
、

多
く
の
教
師
が
教
科
書
を
活
用
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
三
人
で
教
科
書
活
用
の

利
点
を
熱
く
語
っ
た
。
反
響
は
小
さ

く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
一
年
後
に

再
び
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
、
結
果

を
検
証
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
給

食
指
導
」「
め
あ
て
と
ふ
り
か
え
り
」

な
ど
、
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
て
い
き

た
い
話
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

感
謝
の
言
葉
と
中
傷

　

私
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
視
聴
し
て
く

れ
て
い
る
主
力
は
、
二
〇
代
か
ら
三

〇
代
の
教
師
で
あ
る
。
熱
心
に
視
聴

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生
方
か
ら
、

感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

て
い
る
。
こ
れ
が
動
画
づ
く
り
に
い

そ
し
む
最
大
の
原
動
力
で
あ
る
。
教

材
解
釈
に
つ
い
て
の
質
問
も
多
い
。

時
折
、
教
材
を
指
定
し
て
、「
動
画

を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
も

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
で
き
る
だ
け
要

続
い
て
、
道
徳
の
動
画
が
一
〇
〇
本
。

こ
ち
ら
は
東
京
書
籍
の
教
科
書
が
中

心
で
あ
る
。
社
会
科
は
、
今
年
度
中

に
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
を
す
べ

て
カ
バ
ー
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
六
月
現
在
で
、
総
動
画

数
は
四
八
〇
本
を
越
え
て
い
る
。
一

日
一
本
以
上
の
ペ
ー
ス
で
動
画
を

作
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

T
O
S
S
の
メ
ン
バ
ー
と
コ
ラ
ボ

　

同
じ
時
期
に
退
職
し
て
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
展
開
し
て

い
る
水
野
正
司
先
生
と
村
野
聡
先
生

は
、
T
O
S
S
で
長
ら
く
活
動
し
て

き
た
同
志
で
あ
る
。
そ
の
縁
を
生
か

し
て
、
三
人
で
コ
ラ
ボ
動
画
も
作
成

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
た
社
会
貢
献
①

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
「
す
ぐ
に
役
立
つ
授

業
コ
ン
テ
ン
ツ
集
」
を
作
り
た
い
と
考
え
て
活
動
し
て
い
る
。
若
い
先
生

方
の
教
材
研
究
の
役
に
立
つ
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

吉よ
し

田だ 

高た
か

志し

福
井
県
福
井
市
立
中
藤
小
学
校
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望
に
応
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
匿
名
性
の
高
い
ネ
ッ
ト

社
会
で
あ
る
。
中
傷
の
コ
メ
ン
ト
や

い
た
ず
ら
コ
メ
ン
ト
も
舞
い
込
む
。

私
は
、
社
会
科
の
著
書
だ
け
で
数
冊

書
い
て
い
る
が
、
公
開
し
た
社
会
科

の
授
業
動
画
に
「
社
会
科
授
業
で
最

も
や
っ
て
は
い
け
な
い
授
業
」
な
ど

と
書
き
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
不
愉
快
な
コ
メ
ン
ト
は
、

無
視
し
て
い
る
。
相
手
を
す
る
だ
け

時
間
の
無
駄
で
あ
る
。
た
だ
し
、
し

つ
こ
い
方
に
つ
い
て
は
、
通
報
し
て

ご
退
席
願
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
き
っ
か
け

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開

設
し
た
き
っ
か
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
に
伴
う
行
動
自
粛
で
あ

る
。
特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
井
教

育
支
援
サ
ー
ク
ル
で
予
定
し
て
い
た

教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
を
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
準
備
し
て
い
た
内
容

を
動
画
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
。

二
〇
二
〇
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

す
で
に
退
職
し
て
い
る
の
で
名
前

か
じ
め
教
材
研
究
を
し
て
お
き
、
そ

の
授
業
プ
ラ
ン
を
提
示
す
る
こ
と
に

し
て
き
た
。
私
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上

の
道
徳
授
業
動
画
の
多
く
は
、
こ
う

し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

若
い
先
生
が
教
材
研
究
に
窮
し
た

と
き
に
、
ぱ
っ
と
見
て
す
ぐ
に
真
似

る
こ
と
が
で
き
る
内
容
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
四
八
〇
本
も
の
動
画
を

短
期
間
に
ア
ッ
プ
で
き
た
の
は
、

T
O
S
S
に
学
ん
で
き
た
お
か
げ
で

あ
る
。
発
問
づ
く
り
も
I
C
T
関
連

の
ス
キ
ル
も
、
T
O
S
S
の
活
動
を

通
し
て
身
に
付
け
て
き
た
。
お
か
げ

で
退
職
後
の
人
生
を
豊
か
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
る
。

を
出
す
こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
。

初
め
は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た

が
、
徐
々
に
ア
ク
セ
ス
数
が
増
え
る

に
つ
れ
て
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上
に
発

信
す
る
こ
と
の
面
白
さ
が
分
か
っ
て

き
た
。
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
か
を
探
り
な
が
ら
、
短
く
、
分
か

り
や
す
く
を
心
が
け
て
き
た
。
現
在

は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
作
っ
た
内

容
を
動
画
に
し
て
公
開
す
る
と
い
う

形
に
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
。

教
材
研
究

　

私
は
、
退
職
し
て
四
年
目
と
な
る
。

退
職
後
は
、
初
任
者
指
導
教
員
と
し

て
働
い
て
き
た
。
そ
の
間
、
八
名
の

初
任
者
を
担
当
し
た
。
い
ず
れ
も
担

任
で
あ
る
。
指
導
を
し
な
が
ら
「
初

任
者
で
担
任
は
き
つ
い
な
」
と
思
っ

て
き
た
。
日
々
の
雑
務
に
追
わ
れ
て

な
か
な
か
教
材
研
究
の
時
間
が
取
れ

な
い
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
道
徳
が

課
題
で
あ
る
。
教
科
書
を
読
ん
だ
程

度
で
は
授
業
に
は
な
ら
な
い
。
か
く

い
う
私
も
、
い
き
な
り
授
業
が
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
あ
ら

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　10月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．TOSS キッズスクール日記……杉山裕之
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子
３．TOSSサークルreturns……山口浩彦・白鳥友樹

【特別コンテンツ】
●�『新・向山洋一実物資料集』購入者限定セミナーの様子を
大公開‼
●『新・向山洋一実物資料集』の魅力を谷和樹が語る！（動画）

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

https://circle.toss-online.com
/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

長野県
TOSS NEW

長野県長野市立篠ノ井東中学校

白
しら

鳥
とり

 友
とも

樹
き

連絡先：tomoki19850226@yahoo.co.jp

英語の授業は、サークル例会でこそ磨かれる
　英語の実践を共有するサークルを２年前に
立ち上げた。月に１回、英語専科、担任、中学
英語の先生が集う。井戸砂織先生や加藤心先
生のコンテンツを使い、TOSS英会話の練習を
行っている。やはり、対面での例会でこそ、授
業のリズムやテンポを磨くことができる。サー
クルに入った先生の授業映像を見た。子供た
ちが楽しそうに英語を使っていた。仲間と共に、

「楽しく、使える」英語の実践を追究していく。

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！
　
授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

栃木県
TOSS下野教育サークル

栃木県栃木市立赤麻小学校

山
やま

口
ぐち

 浩
ひろ

彦
ひこ

連絡先：ZAT02336@nifty.ne.jp

定例会で授業力を向上させる
　サークルができて23年目。栃木市で定例会
を行ってきた。若手からベテランまで11名が
参加している。コロナ禍の現在は、Zoomで
模擬授業、レポート検討を行っている。私た
ちは、社会貢献活動も積極的に行ってきた。
五色百人一首、チャレラン、子ども観光大使
などを地域と連携しながら活動してきた。授
業力を高めるとともに、教師としての総合力
を高めることも私たちの大きな目標である。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-online.com/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

（TOSS中央事務局　手塚美和）

10月 向山学を学ぶ向山塾　 
〈オンラインzoom開催〉

向山洋一の魅力をピュアに学ぶ塾 
向山実践をとことん追求します
【講　師】�向山洋一・谷 和樹・伴 一孝・ 

師尾喜代子・長谷川博之
【開催日】10月９日（土）
【開催時間】13:00 ～ 16:00
【参加費】早割（14,000円）事前（15,000円）
【主催NPO】�特定非営利活動法人 

TOSS向山塾事務局
【担当者】�手塚美和 

mukouyamajuku@gmail.com
【申　込】�https://mukojuku1009.peatix.com/
【講　座】�★講座内容は変更することがあります。
〈第１講座〉�「向山開発教材」を教室で「完全追試」する！　発表者公募　解説：谷和樹（５分）
〈第２講座〉向山本の超精密読解。向山氏の文章を「一字一句」読解する。　発表者公募　解説：谷和樹（５分）
〈第３講座〉�Youtuber伴は「向山洋一」をどう語っているのか　 

〜向山一門&入門希望者に聞いてほしい「次世代に伝えたい向山実践の凄さ」　伴一孝
〈第４講座〉向山洋一映像全集の「あれども見えず」を秒単位でえぐる。目から鱗の微細技術講座　谷和樹
〈第５講座〉教科書教材を「向山型」で授業する。　発表者公募　解説：谷和樹（８分）
〈第６講座〉長谷川博之の学校を立て直す仕事術　子供の成長を加速するシステムを広める
〈第７講座〉谷の「向山洋一のお宝実物資料を読み解く」
〈第８講座〉向山・師尾講座「言いたい放題・聞きたい放題」
〈第９講座〉参加者からの事前QA講座　講師全員（向山・師尾・伴・長谷川・谷）進行：谷和樹
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向
山
日
記

七
月
一
日
㈭	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ
ん

と
リ
ハ
ビ
リ
。
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
プ
リ
ン
ス
で

昼
食
。

七
月
二
日
㈮	

床
屋
。
そ
の
後
、
木
曽
路
へ
。

恵
理
子
、
孫
の
赤
ち
ゃ
ん
（
碧
子
）
を
連
れ

て
く
る
。

七
月
三
日
㈯	
ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
挨
拶
。
昼
食
、
寿
司
。

七
月
五
日
㈪	

午
前
中
は
、
看
護
師
の
チ
ェ
ッ

ク
。
血
圧
六
二
─
一
一
〇
。
昼
食
、
六
本
木

「
瀬
里
奈
」。

七
月
八
日
㈭	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ
ん

と
リ
ハ
ビ
リ
。
ケ
ニ
ア
大
使
館
近
く
で
昼
食
。

　

夕
方
か
ら
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
か
ら
中
央
事

務
局
会
議
。
五
〇
名
の
参
加
。
全
国
か
ら
中

央
事
務
局
代
表
者
も
出
席
。
そ
の
後
、
オ
ン

ラ
イ
ン
飲
み
会
。

七
月
十
日
㈯	

恵
理
子
、
孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
が

来
る
。

七
月
十
五
日
㈭	

午
前
中
は
、
理
学
療
法
士
さ

ん
と
リ
ハ
ビ
リ
。
血
圧
六
〇
─
一
二
〇
。
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
い
い
。
恵
理
子
へ
ト
ラ
ン

プ
を
買
う
。

七
月
十
七
日
㈯	

向
山
塾
に
ア
ネ
ッ
ク
ス
二
階

の
騒
人
社
か
ら
参
加
す
る
。

七
月
十
九
日
㈪	

午
前
中
は
、
看
護
師
さ
ん
の

チ
ェ
ッ
ク
。
散
歩
。
研
究
所
に
寄
る
。

七
月
二
一
日
㈬	

ア
ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
、「
今
月

の
一
言
」と
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
誌「
Q
&
A
」収
録
。

　

夏
休
み
の
向
山
の
教
師
修
業
と
原
稿
や
論
文

の
書
き
方
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
語
る
。

七
月
二
三
日
㈮	

一
年
遅
れ
で
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
た
。
明
治
屋
で
恵
理
子
と

買
い
物
。

七
月
二
五
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
楽
し
み
に
し
て
い

る
将
棋
観
戦
。

七
月
二
八
日
㈬	

九
月
発
売
「
新
・
向
山
洋
一

実
物
資
料
集
」
の
ま
え
が
き
を
収
録
。
そ
の

後
、
五
反
田
の
本
屋
へ
。

七
月
二
九
日
㈭	

理
学
療
法
士
さ
ん
の
リ
ハ
ビ

リ
の
散
歩
の
途
中
で
、
研
究
所
に
寄
る
。

　

三
階
の
向
山
洋
一
の
膨
大
な
資
料
を
見
て
、

二
人
の
理
学
療
法
士
さ
ん
は
驚
い
て
い
た
。

　

夕
方
、
師
尾
、
美
崎
と
軽
食
。

七
月
三
十
日
㈮	

本
屋
で
数
冊
買
う
。

七
月
三
一
日
㈯	

ア
ネ
ッ
ク
ス
二
階
の
騒
人
社

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
分
サ
ー
ク
ル
に
参
加

し
た
。
参
加
者
四
五
名
、
オ
ー
ル
九
州
で
参

加
し
て
く
れ
た
。
楽
し
か
っ
た
。

谷
日
記

七
月
一
日
㈭	

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
札

幌
。
三
百
名
以
上
の
参
加
。
午
後
は
同
じ
く

理
科
セ
ミ
ナ
ー
。
百
名
以
上
参
加
。

七
月
四
日
㈰	

郵
便
教
育
セ
ミ
ナ
ー
。
オ
ン
ラ

イ
ン
に
五
百
名
以
上
が
参
加
。
す
ぐ
に
使
え

る
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
W
e
b
で
公
開
。

七
月
七
日
㈬	

正
進
社
の
社
会
科
資
料
集
会
議

を
Z
o
o
m
で
。デ
ジ
タ
ル
対
応
が
喫
緊
課
題
。

七
月
八
日
㈭	

T
O
S
S
中
央
事
務
局
。
全
国

か
ら
五
〇
名
が
毎
月
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
。

七
月
十
一
日
㈰	

体
育
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
。
向
山
洋
一
映
像
全
集
の
水
泳
指

導
を
解
説
し
た
。
体
育
で
活
用
で
き
る
「
遅

延
再
生
ア
プ
リ
」
な
ど
も
数
種
紹
介
。

七
月
十
六
日
㈮	

東
北
大
の
堀
田
龍
也
氏
、
京

大
の
石
井
英
真
氏
と
学
会
の
打
合
せ
。
京
都

に
て
。
石
井
氏
の
教
育
史
及
び
教
育
方
法
に

つ
い
て
の
専
門
的
知
見
は
「
超
一
流
」
で
あ
る
。

堀
田
氏
と
の
コ
ラ
ボ
で
話
が
何
倍
に
も
膨
ら
む
。

久
々
に
頭
が
ス
パ
ー
ク
す
る
感
覚
が
あ
っ
た
。

七
月
十
七
日
㈯	

向
山
塾
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

実
施
予
定
で
あ
っ
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の

た
め
急
遽
オ
ン
ラ
イ
ン
に
。
二
三
〇
名
。
向

山
氏
と
師
尾
氏
と
の
講
座
が
毎
回
大
好
評
。

七
月
十
八
日
㈰	

授
業
技
量
検
定
審
査
員
講
座
。

向山・谷日記
2021年7月
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『教育トークライン』11月号
予告　10月15日発行

どうしてあの先生は子供たちに人気なの？
「授業の腕を上げる」実践的処方箋特集

谷　和樹　松崎　力　　堂前直人　林　健広
石坂　陽　長谷川博之　小嶋悠紀　許　鐘萬
岩永将大　松島博昭　　平田千晶　松浪由起
星野優子　太田政男　　上木信弘

教育トークライン：第538号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、長谷川博之（副編集長）、
　　　手塚美和、小嶋悠紀、松島博昭、塩谷直大、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社　光陽メディア
編集協力：株式会社　友人社
DTP：株式会社　明昌堂

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

TOSS 教師に聞く！
「子供たちを熱中させる
音楽の授業」

指導案の書き方指導案の書き方

本
ま
で

は３か月限定公開です！　

像
は、
に
す！

編
集
後
記	

▼
「
多
く
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
問
題
に
は
、『
ジ
レ
ン

マ
』
や
『
ト
レ
ー
ド
オ
フ
』
が
存
在
し
ま
す
。

複
雑
な
の
で
す
」
谷
和
樹
編
集
長
の
趣
意
説

明
が
ず
ば
り
要
点
を
突
い
て
い
ま
す
。「
リ
ア

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
授
業
」
が
求
め
ら
れ
る
所

以
で
す
。
拙
原
稿
で
「
そ
も
そ
も
必
要
か
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
」
と
い
う
発
問
を

第
一
に
掲
げ
た
の
は
、
私
も
ま
た
同
様
の
問

題
意
識
を
抱
い
て
い
る
か
ら
で
す
。（
長
谷
川
）

▼
「
教
師
は
嘘
を
つ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
い
う
向
山
氏
の
Ｑ
Ａ
に
感
動
し
ま
し
た
。

教
育
論
文
を
書
く
際
に
、
子
供
の
事
実
を
美

化
し
よ
う
と
い
う
心
が
湧
い
て
き
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
い
実
践

に
も
価
値
が
あ
る
と
い
う
言
葉
に
ハ
ッ
と
し

ま
し
た
。
嘘
を
つ
か
ず
子
供
の
事
実
に
真
摯

に
向
き
合
う
こ
と
を
心
し
ま
す
。（
松
島
）

▼
学
習
指
導
要
領
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
骨
格

と
谷
編
集
長
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
い
う
視
点
で
教
科
書
を
見
る
と
「
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
」
に
つ
な
が
る
記
述

が
至
る
所
に
見
付
か
り
ま
す
。「
議
論
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
い
う
具
体
的
な
教
材
を
活
用
し
、

子
供
た
ち
が
熱
中
す
る
授
業
を
組
み
込
ん
だ
、

よ
り
価
値
あ
る
指
導
計
画
を
作
成
し
て
い
き

た
い
で
す
。（
塩
谷
）

Digital Talkline
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子供たちが学習に集中できるような教
室環境をつくることが大切である。ゴ
チャゴチャしていたり、子供の動線を
考えていなかったりすると、トラブル
にも発展しかねない。特に、モノがど
こに置いてあるのかすぐに分かり、き
ちんと元に戻せることが原則となる。

↑赤白帽子は、緊急時にすぐにかぶれるように、机横に置いている。し
かし、ゴム紐でぶら下げると、ゴムが伸びていく。それを防ぐのが洗濯
ばさみである。もう片方には、生活科バッグ。こちらには、１人１台の
端末を入れている。学習で使いたい時にすぐに取り出せる。

↑今年度購入した新教具。４本を１度にかけるので英語の授業で活
躍している。時間短縮で、しかも綺麗に罫線が引けるので便利である。

茨城県水戸市立梅が丘小学校 桑
くわ

原
ばら

 和
かず

彦
ひこ

教室の
風景

↑端末ボックス。取り出し時に混乱しないように、端末とボ
ックスの両方にナンバリングをしている。

↑ペーパーチャレランの1位と2位の記
録紙。子供たちが喜ぶ環境づくりの1
つ。記録更新すれば子供たち自身で差
し替えていくシステム。

↑TOSSノート（バラ）。教育技術研
究所の新商品。補助計算したり、ノー
ト忘れやちょっとした相談時に使用し
たり、重宝している。

↑個人ロッカー。ノートや教具などをゴチャゴチャ詰め込
む子がいる。クリアボックスを1つ用意するだけで、すっ
きりとして気分良く生活ができる。学年全員分購入した。

小学校6年生の教室である。今年度より1人1台端
末が導入され、コロナウイルス感染予防と併せて、
以前の教室環境とは随分と変わった。よりスムー
ズで過ごしやすい環境づくりを目指している。

タイアップ企画

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

アルファベットスキル�
（音声CD付）
特別価格　330円�
（税込・定価350円＋500円のところ）
特典：特別価格＋音声CDプレゼント
パスワード：i9lwe5

一筆箋（同種3冊セット）
特別価格　490円
（税込・定価：600円のところ）
特典：�同種3冊セットでの特別価格
パスワード：phnsby

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

12月号
で紹介！

学習テ�ンプレート／�
トレースくん（セット）

特別価格　9,500円
（税込・定価：10,500円のところ）
特典：セットでの特別価格
パスワード：drighf

11月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年９月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な

今月のご紹介教材
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すべての子供の学力を保障する

教育 10
2021

No.538
October

教育技術研究所

特集 ─ 新学習指導要領対応 ─

この単元を
『議論するSDGs』で授業する

令和3年9月15日発行（毎月1回15日発行）第538号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

子供たちは本の世界で大冒険！子供たちは本の世界で大冒険！

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援” …… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「しらせたいな、見せたいな」  算数　「たしざん」
小学2年　国語　「音読の楽しさを味わう」　　 算数　「かけ算の練習のシステム」
小学3年　国語　「ローマ字」　　　　　　　　 算数　「10000より大きい数」
小学4年　国語　「ごんぎつね」　　　　　 　　算数　「〇までのがい数」
小学5年　国語　「意見が対立したときは」 　　算数　「ひし形の面積」
小学6年　国語　「秋深し」　　　　　　　 　　算数　「角柱・円柱の体積」

中学校の授業実践
音楽　「情景を思い浮かべながら
　　　　歌おう」
社会　「1人1台端末を使用して
　　　　選挙シミュレーションを行う」

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！
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